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“ 鉄をつくり

V 形 を 生 か し た ジ ュ ニ ア V 形 鋼 。 剛 性 が 強 く

溶 接 が 容 易 で 、 ひ ず み も ゼ 口 ， フ ラ ン ジ は 、

リ ベ ッ ト ・ ボ ル ト 結 合 に じ ゅ う ぶ ん な 広 さ が

あ り ま すロ肉 厚 は4. 0mm以 上 、 い ま ま で の 軽 量

形 鋼 に は 不 可 能 な 建 築 に お 役 立 て く だ さ い

Vf f芸室岡を f吏ったフ J レウエブキオ・スミフレーム V

を 新 発 売 。 部 材 の 規 格 量 産 化 に よ っ て 価 格 は

安 く 、 し か も 工 期 の 短 縮 化 に 役 立 つ 新 製 品 で す

. スミフレーム V

新 発 売

ジュニI ' V完15室岡

ス三フレームV

。 住 友 金 属

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 官 東 区 R " ¥5 σ ) 1  ｾ銑住友ヒル

主 仁 曹 4古 都 千 代 田 区 舟 町 内 l U) B 新 住 友 ビ ル

営 瞳 iIi 福 岡 広 島 ・ 高 松..z 占 E ・ 静 司 阿 珂 仙 世 ' 1 幌



床材のハイファッションマチコカラー・

- 美 し い フ ァ ッ シ ョ ン の 色

米 国 連 邦 規 格 合 格 の 丈 夫 さ

美 し い 色 で が ぜ ん 注 目 さ れ た

マ チ コ カ ラ ー ノ き び、しい士見干各

に も 余 裕 の 合 格 を し た 丈 夫 さ

ア メ リ カ は も ち ろ ん ド イ ツ や

イ タ リ ヤ で も 定 評 の あ る マ チ

コ タ イ ル は 松 屋 な ど 有 名 ピ ル

に 続 々 採 用 さ れ て い ま す 0 ・

美 し い 色 が20種 ま ね の で き な い 図 際 的 な フ ァ ッ

シ ョンの 色 で す 。 オ ートメ 工 場 でZ量産し て いま

す か ら いつ い か な る ご注 文 に も O K で す 。一一一一一

マ手3主E
リノリユームリノタイル ・ピニラートタイ ル・マテコタイルナイアンリノ タイル総先発元

@鮮1) ノ1) ユ 吋 会 社

凡蜘巾倒防" ・・・1命 . " 向1$-=- 'Qヒル ・，( L 人 駒 内 ' " れ

. . .3中 ι"L! II 時・'"品川ビル ・，" ・11 ｾＢ ｕｈ＠
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専門家が推奨す否

イ ｲｾｍ 製 Ｇｊￌ Ｇ 、 木:，n' .ii¥、 リヨ! 化附子 IJi¥

イ ｾｉａ ｉｉｩ ｉｉｉ 日 ｬ 手、 !日fJ. l の Ijj¥にも{ 出 JIJ

U' ， ; l 、ます。

諸 官 庁 御 指 定 品 旭 硝 子 御 採 用 品

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

大 阪 府 布 地 市 横 沼 田f 1 の 4 6  

電 話 布 地 (721) 7  7  1  3  - 4  

東 京 都 千代 閲 区神 田 三 崎 町 2 の 2 6  

.電 話 東 京 (262) 5310 ・0403
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ポ イ ラ 負 荷 4・・‘ オt・イ ラ 効 率

1 0 0 %でも J ' 41 8 7 %  

2 0 %で も 酔 咽 8 7 %  

株式会社 Ｔｾ 川銭 ｚ 所
本 社 ・工 場 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 町 北 ! の 11 T  E し ( 458) 868 1  ( 代)

東 京 名 古 屋 九 州 滋 賀 工 場
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許特界世

製造元タマノr ラ' I i t l l 式 . 11

①打抜模様は美しく超軽い

②模様の抜穴は均等で強い

③ どんな角度もビスで組める

発売元 株式会社 =--a台 十

* 京郎中央区日本幡本町 2 - 7  ( 低利ピル)

T  E  L  ( 241 )  1 :1 U  1  代炎

大阪営業所

大 阪 市 内 lぇ 胃7 町 i且 4 - 39 
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'ート

. ド ア ー を 大 切 に す る ヒ ン ジ

-
. 1( II. t 蝕ヤ1 : ・1(II .t 熱 性 に す ぐ れ 、 釘i ぴ た り ' 変

色 し た り す る こ と は あ り ま せ ん

.  ，'::i 制 度 を ，符 り ・ t..を 心: て な い . 肝 粍 が

な い ・ i 1:  illi が い ら な い . 衝 慨 に 必it 、.

な ど 数 多 く の 特 長 を も っ て い ま す

三止町 ' : ; ' z%ト
近 代 辿 築 に ふ さ わ し い ス タ イ ル / ス テ ン レ ス に へ ヤ ー ラ イ ン ・ ラ

ッ カ ー かを十l J JII T し l人J ＺＧ［ｉｾ は 完全Ａめ ー 制下地メラ ミン 焼付培法 ー

- 牛乳の安全性 盗難を防止し ます

Ｎ 牛 ｾｌ が 配達さ れ る場合 … 表蓑が 白動的に施 ｩｦ

されます

・牛乳を取 出す場所…裏蓋は かんたんに 開主正

す( 表蓋はnimされたままです)

. 空Hll を入れる場合 空 ｈｑｾ 受台 に置〈と、表

差が自由 に開けう れるよ うになりま 4

園受台には 180υ Ha 3 本が置けま 4

・取付 け( J . } J 、んたんです

. ミルクチ，ス卜のEt 厚( j 100旬、150弘、180
m
/m

の3極力、 J リ、 ζ 努* に応じて 製作 しておリ

j  q  

. . ) 1 5 規格褒示許可工場 日本住宅公団指定メーカ ー

ｾ承知工業株式会社

5  



費量. 緩勾配屋根氏

軽快た道代建築枚

8ii ヌー"O- j' ｉｾ ソイド
8  jJii ]';"IL;: ン1レ7イi 'l

伸 縮 目 地 材 エ キ ス パ ン

日 源 化 学 工 業 株 式 会 祖

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲1- 3 大阪営業所及大阪工場

T  E  L  (271)  7000 ・5463- 5 大 阪 市 東 淀 川 区 掘 上 通 り 3 - 3 9

名古屋営業所 名古屋市港区南十一番町2- 6 T  E  L  (392)  0  0  5  1  - 6  

T  E  L  (66)  8  2  5  1  - 5  



小 の ス ペ ー ス を

最 大 の 燃 焼 効 率 で 活 か

1  .1 5  - 2  . 40  濯吉さ 1 . 0 8  -

ＢｩＧＺＯｾＺｴＭＭ の塵芥炉は 、

ご 家 庭 か ら 大 工 場 ま で ¥

巾 広 い ご 愛 顧 を い た だ

い て お り ま す

TYPE 

定置式

特 殊耐火 ｦ 以熱板、 ｾ￙Ａ 村の ＩＱ すすド筒、

放 熱 板 、 ム ダ の な い 主主主i 利 JIJ ・・・

新 し い ア イ デ ア が い っ ぱ い の 本 絡

的 1m芥 炉

工 場 ・ 学 校 ・病 院 ・ホ テ ル ・ピ J レ

な どで の : t 以 の ゴ ミ 処 理 に お す す

め し ま す

ゴ ミ 箱 が わ り に 設 訟 で き る コ ン パ

ク ト タ イ プ。 7 ] < っぽいゴミも完全 1:

焼 却 す る 同 性 能。 火 災 の 心 配 が な

い 完全 街| 別式 。 臭 気 も LBず、 ;煙 も

少ないので 術 ｾ ｉ Ｚ Ｈ ｉ Ｇｾ ｯ＠ 1.よ い榊 内 で は

TYPE 分 散 設 iu:が(!I! f l同 す。 銀 行 ・策 ・

ポータフ) レ 社宅・食 E川 Ij" ・一般ぶl乏に 一 一

}事 タヤ炉

特 許 番 号

Z48182 ・583503

486' /9 1・486824

517838 ・655818

特 許 出制

38- 63 138 ・38- 82085

35 - 45735 ・ 37ー 12522

3 7 - 15794 ・38一 回 日8

38- 18667 ・37- 2 0123

カ タ ロ グ ご同 求〈ださい

"1' J S ' オー工業

本社/ !.I !; ;( 部品川区l i . 反 11I 1- 129く 」 昆 ピ ル - mt1t1 1 ・2291 大 阪 支 庖/ 大阪市北区 IjO)Lffi f 55";' JUilーピル > 41.": 312 ・7481

名古屋営業所/ 也 山 良 市! 削和 l孟必 )Jffi f 2- 8  ;G  8-11 ・5874 福岡営業所/ 偏 jY. j ij i ./i 占 3 --... I Hf ピル . / %  76 ・1880



- あなたのセンスがそのま 、生きる f

伝統と技術にはぐくまれた美しい 3 つのデザイン

ジュ ピ ター L  1  3  0  5 一一一一一 ヴイナス L  1  2  2  3 一一一一一一 ア ポ ロ L  1  3 0 6 一一一一一一一

陶器・金具セ ット 陶器・金具セ ット 陶器・金具セ y ト

l 級・ 16，590 並級 15，090 1 級 16，170 並級 14，730 1 級 15，210 並級 13，710 

3 研 おμ 東洋陶器株式会社 裂も誕百九阪53出! 白日時間

つ' キクパ。タ

戸ｾ

州議

本社工場 大阪市西淀川区御幣島東 2 / 5 電話大阪 (471) 1494 - 4

第二工場 大阪 市西淀川区御幣島西 3 / 9 9 電 話大阪 (471) 0  4  2  6  



日 本 建 築 協 会 会 告

4 日本学術会議第 7 期会員候補者の推薦通知

米る l 1) J 25L 1 を期限として行なわれる 11本学術会議の UI 7 J1JJ 会員選本について. その全国区

候補者として ， IJ ノド建築協会より下記両氏を従! 日j いたしましたので，こ' j I ! I j:ill!1 し 1: げます σ 有

権 ci'i はヨ! l %せぬようど注意下さし、。

ｾ ￨＠

n木学術会議官'i 7J 切会口全同Iヌ候補者

仲 威 雄 氏( 点京大ヤ数段 ・工学問士)

西 山 卯 三 氏( 京郎大ヤ教授 ・て学博士 ・現会m

4 第11 回若い会員の集い と人 とと建築シリース

「現場監理50年」

日 時 1  On  28日( 木) Ｑ Ｑｉ ｬ 公午後 ＶＱＱＡｦ Ｍ ｉｾｊ 会 ＸＱＱＺ ，

会 場 ぶ会 4 1終集会京

ゲ ス ト II l ] J此汁工弱K J ( 怠 'll 山 図 英 男 氏

申 込 25日まで lζ'dl 話でお1 ] 1込下さし、。 11 立造船本社ピノレ

「現場監理50年 J : 大正 9 年 4 ｽＭｪ，住友総本山脇 ｬｉ ＡｪｾｾｴｾＱｳｬ 乙入社して ， ｭ お ＱＱＱ 川Ａの道 ｬ ζ 人り ，

ｬ 主築 ＺＧｾＱｓ が ｉｉＨ 仰 Ｑ Ｘ 年長芥部竹腰建築 Ｇｆ 務所となり ， 更に住友 Ｚｊ 二地ー｛務 ｋｋ を経て ， 耳」イ ｴ の ｮｷ こな

るまで ，住友銀行上UIT支応を皮切りに ，今年の目立造船本社ヒソレまでの45年間を大阪の近代建

築とともに歩んで= 米ました。長谷部11与代の U 本生命本館，戦 H判1 の住友金! 瓜プロペラ工場，戦

後の資材の少ない 11与の住友倉庫の修理，経済の復興とともに ，fij 円新聞大阪本社，貿易センタ

ー，バIJqs肉 'F本町 ビJ レ，大阪証券金属' uビノレ士号: と ，世相 とit 物 ，失敗と成功が思い/ 1 ' ，されます。以

近は施 工r ，も立派になってきましたが，7Tは小さな it 物でも各_['jilJI ]I ζ 10人も lti 併がついたも

のです。また f吃式て法， タイ ノレのJ E.i' i D.t， ']:: コン，ク巨訓， カーテンウオーノレなどは j此近 10' +

の進歩でした。技術の進歩巧門化 ，1」4 築 ill-のWll JfI という↑ 11f 勢の1 ' 1
1で，今後の122従院Pllを) ] えて

いくヒで，在、の経験や考えが何らかのお役
(C 立てばと忠「ております。

雄 氏静坂

4 特別講演と映画会

10月19円 ( 火) 1m湯 ・午後 2 11!j ・lJ iJ 会 ・2 11 !j 30分→r' rJ会 ・511!j

大阪科や技術センタ - 8 IWi ' 大ホ ーノレ

( 大阪i!l 'IJ 可ドー鞠 1-1 18，{il しtlJ パス制公闘IJij)

400:7， ( 1  rJ 込は不安です。お添い{ ' ，- せ
ζ

/I'， J市下さい)

rl'4
ドイツの コンクリ ート プレフフフーなどについて』

円十三ｬ｝築ｉＮｴ｜イｾ，［Ｎｴ ｴ 験所所長 ・ Ｉｪ｛ 郎大学名ｾＧｻＺ教符 丁' 下|哩 l

r紐! 日jJ 認のあけぼのJ 4巻( 天然色)

ｲ ， ｮＧｾ 文化財 ・ 永官邸 ｊ Ｒ ｾ＠ ( 天然色)

:;， ｲ［ｾｪｩｬｬｩ は ｊ ＮｩｬｩＮｲ［， ｪｩｌ 没株式会社の製作 ・ 促供になります
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日 本 建 築 協 会 会 告

4 第3回・ 実務に直結 した建築工事別説明会「最近のコンクリート」

日 時 10月15日( 金) 開会 ・午後 2 時→閉会 ・51時

会 場 大阪科学技術セン タ- 4 階 ・401号室

( 大阪市西区靭 ト118. 但 し市ノイス靭公園前)

定 員 2∞名 ( 申込は不要です。お誘い合せど出席; 下さ い)

説明題名・説明者

「人工軽量骨材の概況」 大阪セ メント 側取締役 ・企画部長 井 上 義 一氏

「プレ キャストスト ーン ・カーテンウ オー J レとしてのショッ クベ トン製品」

側ショッタベトン ・ジャパン取締役 ・製造部長 浅 賀 博 澄 氏

「プレス コンク リー ト・NP クリ ー卜」

日本プレスコンクリート工業側建築部関西事業所長代理 伴 野 球 三 氏

白 人 工 軽 量 骨 材 の 概 況 に つ い て

1. 天然の川砂，川 砂利がだんだん乏しくなって行くが 乙れに応ずる骨材の対策。

2.  構築物が大型化し ，高層化するにつれて榊築物! L 要望される高強度，終窃化のための骨材

対策。

3. 既成都市. $[ 産業都市を悶わず，今後発展，開発の予定されている地区 lζ は比較的地盤の

軟弱なj羽が多いが， 乙れら軟弱地盤地帯 lζ 対する構築物の軽量化のための骨材対策。

4. 高強度経ＺｬＮ ｩｬ コ ンク リ Ｍ ｾＮ P C部材製造J F l の骨材。

5  既設建物の建増し，内部の改造11: 対して法礎 lζ 負担をあまりかけない軽量 コンク リート 用

骨材。

乙のように して最近人工軽量骨材! L ついての関心が強くなっ て きま した。本講演では生 コンク

リート および骨材製造者の立場より人工怪id骨材について一般的な製造法，性質についてのべ

ます。

口 プレキャストストーン・カーテンウオールとしてのショックベトン製品について

近年，建築工事の手法が， プ レファプ 化 しつつあるが，乙のショックベトン法による製品

は，次のような特性を備えているので，欧米各| 礼特 11 : 米国では ，金属カ ーテンウオ ール lζ 代

って脚光を浴びています。

1. 強度が高い。2. 収縮がなく歪を起さない。3.形状，色彩共，デザインが自由である。 4. 耐

火，耐水性がよ い。5 取付が簡単であるし ，足場が不要であるので，工期の短縮が可能である。

なお ，製品の大さは ，輸送上の12の制限で抑えられるまで ， ｾ Ｎ Ｚ 立は ｬｏ ｴ までのものが生産可

能です。計日は ， ζ の工法の骨子とか . J政付の方法，納りなど建築への応J I l を主として説明さ

せていただく考えです。

ロ プレスコンクリート・ N P クリートについて

弊社は社名 lζ 示しますように特許プレスコンクリ ー ト製法によって建築土木川プ レキャスト

コンクリ ート 郎材の生産を行なっております。

A - プレスコンクリ ー トとは所定の配管? の硬総コンクリ ート を型枠11 : 詰め乙れに外部より振動

を与え次に 10kg/ cm
2

以上の圧力を機械的に加えて余分の水分気泡を封| 除しさらに乙の圧力を

保持したまま 1000C の蒸気養生する ζ とによって製造されるコンクリ ート であります。

B - NP タリ ート とはセメン トを主成分とし乙れに発泡剤 ，気孔硬化安定期j等の薬品を混合し

て蒸気益生によ って閤結された大型軽E プレキス トコ ンク リー ト板で製品の型状寸法も自由 κ

得られます。比市Ui O. 5- 0. 8まであり圧縮強度は 30- 60kg/cm
2

で建築用材として充分な強度

を持ち熱伝導主将がf尽く断熱性lζ 宮み吸音性，耐火性等 も優れ吸水性も極めて少ない耐久性の優

れた理想的な建築材料であります。以上のように弊社製品の特性について説明いたします。

‘ 型 わ く 工 法 「合 板 型 わ く ・ ウ エ ジ イ ッ ト ・ テ イ カ ウ エ ル ド ! 講 演 会 日本建築協会一後援

日 時 10月20口( 水) 午後 l 時→ 5 時

会 場 人:1仮科学技術センター ・8階大ホール

演題と講師

( ，鉄筋コンクリ ート 工事施工の要l U

強設干T旭築研究所 ・施1 技術研究車長 工|事 1U. f[1 泰 弘氏

「単板構成 による合板型わく工法j
岡部側研究室長 i: :j m 昌氏

『型わく合板の特性J
中村合甑側・ 研究部長 山 下 昌 一 氏

「ウエジイ ット工法」
日本ドライプイ γ ト陥工場次長 関 口 不IJ iTi 氏

「テイカウエ J レド接合の応用と特性J

帝国火工品製造側l制発課長 今 福 if( ｾ￯￮＠ J王

主催 大阪府建築士会 後援 大阪建設業協会 ・日本建築協会 ・岡邸側 ・巾村代板附 ・日本

ドライブイット附 ・帝国火工品製造附 ・小m正剛 ・北欧商事側 ・大興物産附
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- 回 転 軸 部 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ を 採 用 し た 耐 久 品

. . 0  _ . .  . .  . . _ _  ••• 
- ｾ＠ . .  ｾ哩開Ｍｾ .. ・ 圃 晶 画 面 圃 I r l ・ 弊 社製 立 枠 付

=  .-・ ....--二a・・.， 1  

・・・・.--- ...- Ｍｾ＠ --- I ピボ ッ トヒンジ

. 本 品 { 立 特 に 各 部 品 の 材 料 を 吟 味 し 、 表面 が 錆 l  は・ ・・・ ー・

び な い よ う ポ ン デ ラ イ ジ ン グ 加 工 を 施 し た 上 I  ;実 用 新 案 登 録

第 5 1 7 3 1 6号 の

立 枠 に は 何 ん ら

. 焼 付 塗 装 仕上 製 品 の 他 に、 f也 の 持 出 し 串 間 腕 | 抵 触 致 し て お り

部 ( 吊 込 後 扉 カ 、 ら 主 宰 出 す る 部 分 ) に c: U  S  2 7  I ま せ ん 。

に 防車膏塗装 を し て お リ ま す 。

( 18. 8) ス テ ン レ ス 製 ヘ ア ー ラ イ ン 仕 よの 化

市庄カノぐーを イ寸 け で あ り ま す 。

- 回 転 吉 田 分 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ 及 び ス ラ ス ト

ベ ア リ ン ク : を量薄入 し て あ リ ま す 。

.  !il 1J! 製の 設 計製 作 を も 歓 迎 致 し ま を 。

三 接 合 建 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 生 野 区 提 矢 柄 町一 五 一番 地

大 阪 ( 7 5 1) 3  6  5  3  - 5  

三塁 ρ 凍救

うクヲi {t ｾグタイ ρＦ

繰 式 会 宇 土 木 下 謹 三 商 庖

人民，! J I向 1< (1" I  i 埼T: I+J j虫 5 ノ 3 5  

:ι ;i，( 441 )  5408 '  5486(  443)  2700 

株 式 会 社 久 保 商 庖

人 p，"， IL 1< ，'¥ ￳ Ｎｾ＠ al 5  

'，Io: " M 341 )  0207 8 .  4836 7  

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底

人 POI. dJ 州 l ε I f，1.射! d 人 1由 l の 1 9  '，1，: 叫 ( 541) 6161 4  

合 名 会 社 利 倉 幸 商 庖

よ阪山， ｦｩｬ 吐Ｑ＼ＱＮ柑愉 ￬ ， ｬ ，コノ ＺＡｏＨｪ 邑柏ｾ・ ｋ 伴 ｬｩ Ｚ ｩＩ '，10:"，" ，" 11 ) 川 71

ｬＧｾＧＯ￩ 部分ヤ '，t; "，" U II ) 山口 ト O:i i ! )

京 都 宮 揖所 J，' ，都 rh 'fI J;':! .J: ioJJ U.lBf 必 川ト ル ( 23) 3277 .  32 79 

和 泉 産 業 株 式 会 社

λ; 阪，Ii ，fi  1>( 日 本 橋 筋 2 ノ 3 6  

Ｇ ， ｵＮＺ ｾ古 Ｈ ＶＳ Ｒ Ｉ 0  1  2  1  - 4  

1 石 井 建 材 有 限 会 社

神 戸 市 兵 1M 1正 荒 IH ar  1  

包括 ③ 2697 .  21ω ・9151

稼 式 会 社 タ テ パ ヤ シ 商 底

'1. r. G  ，1，ド.; .; 1〆A: '，: ， ;m V4 長 一r Iレ

'，t; :.r. ( 81 )  0 8 7 1 - 2  

岡 図 建 材 株 式 会 社

れ ，'， J.，J  ，! J 内 1.1 t"  A， ar 3  - 8  

'.10: .:/. (571) 7461 - 3 ・8589

4生 式 会 社 名 建 商 会

r， ，'， ｨｾ＠ Ib [1' 11  '，，;¥' ，'1' ，図J 4  1 ノ 2

'，t;必 ( 261) 367 1- Ｒ Ｇ ＳＳ Ｑ ｾ＠

日 東 物 産 繰 式 会 社

本 社 回れ，'i !r. . 市中 l正>l< Jも罰r3  9  ［ ｴＮＺ ｾＮ ｲｩ Ｈ Ｒ ＴＱ ￮ ＶＱ ＷＶ Ｍ 9  

舷阜出張所・ 歯止 恥 Il i 竹 M ar  2 7  '，(; 1.l. ③2201  .  2360 

青 盛 建 材 株 式 会 社

本 社 ・1ム i .¥di ￭ｾ 砲回 ｲ :> Wf 1  6 号 ' .(; 話代 1<( 21)2281

岡 山 l品j 山 "i ｾ Ｈ川町 Ｓ '.l r.t/i代表 (23)8285

補 間 . ｫ ， ｾ 阿山 Ｉｪ 行 Ｎ ｜ Ｇ ｈＧ ｩ 町 Ｑ 4  i世話代表( 2 ) お68

松 江 ・ 松 江 市 州 ;[ ¥111 ar 2  5  8  l1(J! i ② 6  7  9  6  

関西三星タイル会員
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製 造 元 迂主 畿
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車 車両 株 式

工場 / 大 阪 ・ 東 京

...0、

コz:;;:

品/t Ne w TYJ うe

室 内 や 廊 下 を ソ フ ト な l・，8 党 で

包 む 新 タ イ プ の ゾラ コ ー ト ソ

フ ト を 新 設 言 |ーに ごJ不川 r ド 芯 い

ソ フ ト タ ッ チ の 落 着 い た 環 境

を つ く り だ し ま す

ヰ土

タヲヨート

づヲト
. 関 西 ペ イ ン ト 株 式 会 社

きの

切望2

* 営業品目

・ スチールサ ッシ・ドア・アルミサ ッシ・ドア

ステンレスサ ッシ・ドア・カーテンウオール

・冷暖房・給排水・衛生設備工事

・電気設備工事

国建設用機械

発 売 元

近 畿 工 業 株 式 会 社

本 社 大 ｗｸ ｲｬｩ ［ Ｑ じ ｬ Ｒｻ ｴ ｬｾ ヶ枝 問 ｦｬＰＸ Ｈ Ｄ ｊｩ ｦｬｬｪ ヶ校 町 ピルＩ

東 京 支 底

名 古 屋 支 庖

可 制 大 阪 ( 363)  3  3  7  1  ( 代 表 )

東京宥11.，・ I UI I区 神田主吉本町 2 (共同ピル}

1 u : 結束 Jj( ( 254)  2  0  5  1  (代表)

名 古 庄 市 中 村 区 平 池 田J 4 γ 1 1  4  8 の 2

1u: ，Ji i  * " 古屋 ( 551 ) 2 5 2 2 ・8 6  5  5 稀
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. ビ ル デ ィ ン グ の 洗 浄 工 事

. 木 造 建 築 洗 浄 ・ 美 素 仕 上 工 事

. ビ ル デ ィ ン グ の 清 掃 ・ 一 般 管 理

"  
.  

美 素 工 業 ( 株 )

美素建物管理( 株)

f

F

P

‘

t

'

 

、‘大 阪 市 東 区 瓦 町 三 和 ピ J レ

電 話 ( 231) 5  8  8  8 ・4 9  3  8  

大 阪 市 東 区 本 町 二 丁 目 五

電話 ( 261) 4070 ・4079 ・617
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〈ノイズレス》シリーズ9 タイプ

直 管 10w・15w・20w/320円

30w/380円 40w/ 500円

サークライン 20w/440円 30w/ 500円

32w/600円 40w/ 770円
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- 徹針. の二とぽ

美しい街並といえば、お楓に面した丸の内と、大阪を縦に貫ぬ〈御堂筋が浮ぷ。

10基のコ 1} ンシアン列柱に支えられ堂々とした姿を皇居の場に写す明治生命館

本社を思う時、大阪明治生命館を夏の銀否並木に、また落葉した冬の晦日に、

格鯛と情感のただよう建築に仕上げたいとは義本般針の当初より思い続けたニ

とである. そしてこの建築はきっと風曾を経る程に、. 厚きの深まりいく建築

の一つであると信じている.

以上の主旨で次めように般針を進めた.

①御堂筋に面して車路を股けることが適当でなかったので、アプローチと駐車

渇への導入を考え、南側伏見町筋に面して主玄関を舷けた.

②都市建築のプリンシプルは矯正な隻型にあると考正、セ y トパ， ? に関係な

い位置まで撞物を後退きせ、. 地内に空間を得て、費量築と都市を有機的につな

いだ. 各種資料の検討の上、池上容積率640%、建蔽率68. 8%でもって、建築主

が鐙型ボリュームの決定に踏切られたことはこの建築の最も大きい特質である .

③プラン、精造、敵備の合理的結合をモデュール格子上に合致きせ、事務所建

築に必須な空間の互換性を完全にした. 事務室は3. 伽 X3. 6mの単位で構成し

これが空欄. 照明、その他の機鰭と建築単位との完成ユユ y トになっている 。

⑥材料は内外郁を通じて単純に紘一 し、敷地内の池盤面と 1 階床はすべてトラ

パーチン貼とし、柱や聖堂 i玄関じ〈トラパーチンで床から立ち上り、その上に温

いアンパー色の箆厚なカーテンウオールをかぶせた. 材料の使い方 lま近代建築

の巨匠たちゃ古典と同車種の手法であ q 、安心して進めたが、カーテンウオール

の造形については当初に述べた意図を表現し、かつ日本的情感を測す姿を追究

した. そしてこの姿は遺形と技術の検討、また何回もの実物大スタディにおけ

るわれわれの一つの鎗鎗である. ( 北村)
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般計施工 事k式 会 社 竹 中 工 務 庖

所 .('E 地大阪市東区伏見田f5丁目 11住地

敷地I師i ( ! 3  ＮＰｾＶ＠ .9:3m'  

ｩｬｬｾｉｍ ｉＱｬ＠ 2. 084 .40m
2  

作隙 l(ii Hl ｴｾ 屋 669 .3301'  

9 - 2 各階 2 ，084 .40m'  

l 階 2 ，038. 56m'  

8 ，- 8 ，各階 2 . 737. 53m'  

8 sf.滑 1. 983 .42m'  

8  ， ｾ昔 2. 737. 53m'  

抵 1M繍 29 .579 .  10m'  

JJi. 悦欽竹、鉄筋コノ' 1 ' ) ー トia

地上川昔、地下 4 階、倍以 4 附

軒町31m 最 高43m

エ JUI 昭和38年 4 月 2l oUi 工

昭和40年 7 月16目立証工

外 装アルミ 押出! l ' i 材によるカ ーテ

ンウオ ール. 色翻ア ンバ一 色.

lJ;I'o也内トラパーチン大理石貼

l  附内部J t 笠仕上に共 i画。

内 装 ｨｾ 部隊床Ｚリノリューム

ｊＱＢ 術 ｩ 帥Ｈｾ

ｉｬ ｬ ｾ Ｚ＠ モJ レY J レL E P とゾラコ

ー ト 天井 : ダ イロート ./.

会蛾室階 ( 9 F )  

j占。カーベソト、ゴム F イル.

明 7 ンゾニヤ羽目

米.J10 ; プラスウ才 ール

ｬｬｴｾ￭ 工Ｎ 事特別問圧受変電 Ｒ Ｎ

1， 250K V A  X  2  

ＡＡＨｬｬｾｬ は埋込型下面開放で吹 ｴｕ

口、火災感知機、スピーカー

のコンビヰーシ ョン. ! r! .

ｾｬ 捌工事冷凍 機 ＳＵＰ 冷 凍屯 ｘ 2  

収納階は 12区分された東西 6

系統的デュアルダクト万式.

地下 2階16舗はマルチ ゾーン

方式21系統。

エレベーター 全自動俳句: 理方式

答 用 150m/ 分 X I7人 6 白

人 ｬｾ 用 ＱＰＵ ｭ Ｏ 分 ｘｉ ， Ｗ ∞ ｫｧ

i  台( 全自動)

給揖本工事 全 館給水給湯配管は鋼管使間

• • • 

盟 国

• • 
.... .. .. 

• • • • • 

a・階

星重量豊量豊富冨量量亘』

団 四 訓 圃 配 園出j

iJ EE孟;. t  …こ4JLaJE fJil

. . ヱ者の 二とぽ

・地下の鋼削は基礎底童書まで G L - 16. 9mで、山留擁壁l孟無音無仮動の竹中式深健

工法によ 0 完全施工をしたため、周辺の地盤沈下もな〈、近騰のご逃惑も少な〈て

優秀なる成果を砂げ得られた.

・外獲の アルミ型材 l主K E -63で、明E情事発色法によるアンバ一色め格網目前い. 厚な

カーテンウオールである.

・色調の統一を計るために、板材とl I I l 材との併用を緋しすべて押出型材を採用した.

. . . は鑑カ共通使用の断面にすることに量点をおき 73型に集約した.

・色聞は工渇制作時、完全に統一きれていることを前漫にお阜、取イサ後色合せ等、

一切の妥簡を貯きないことでスタートして、色むら対策に普処し、注意と努力を払

い、色むらによる取換えは必要としない結果を得た.

- 抱一テンウオール

基準ユニットのWHI U. 8∞ mX 3 . 4 5 0 mで、腰は傾斜をも弓たスパンドレルとなっ

ている. 1 ユニ ッ トの. 量は約 250koで金館使用きれた. カルカラー押出材I主、約

15Ot onである.

A. 断熱についてはスパンドレルの裏面と方立の一郎に石締吹付を鎗し. ユユット下

郵に通気孔を般けた.

B. 雨仕舞についても各ユニ ットのジョイント目地はカル市ラーと間色のチ a コール

でシールし、パネル、能型の穫には全面にフラッシングをつけて万全を期した.

. 取付け

カーテンウオールユユット I : *: f : よりヨン干十一ト，ヴタで 5 - 10ユユットを 1台

に積餓して送られた. 現場に到着した且ユヅト l: t 、先ずユユパーサルタレーンで吊

上げ必要陪で、建物と外鶴のパイプ足代との聞に、水平にI i けられたハンガーレー

ルに吊り替え慣にi I ばれて仮付けする方法を考案した.

l ユエットをトラックより吊上げ所定の位置まで運ぶのに要した時聞は約量分- 3. 分

であった. 1 自の取付完了散は 15- 20ユーットで 1 捕に要した取付B Il :は 4 日にお

きえた. 取付の最大ポイントとなるフ? スナーの先付け作量障は、ピアノ線およびト

ランシットに依って徹底的に正諸色を管理した.

.P.. ... 
天井Iま経量鉄骨にプラスターボードを下張りして、その上に騒音テックス( ; グイロ

ー ト ン 側 鴨 x 3∞ 厚l 叫) を糊、釘併用で貼上げる.

梁 i主柱巾と問寸法に仕上げる( コンクリート打時に. 下繍の左右に厚 9 個の持出し

を造る) 梁型の問角にはエンピのコー+ ーピー V を取付けて、それを左官の定規織

に費量用、モルタル鰻押へ、 L E P 塗仕上げとする.

梁型は天井吸音テックスの仕上げ面より僅かに 5 ' l 1O下。のため 、天井は殆んど一 平

面のシャープな、かつ広大な感ヒとなる.

・工事関係者一関は、強カなる織i I I . のもと、和旗揚力し極めて輔度の高い施工に努

めて、その目的を途成した . { 芹生}
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基本股肘 森 田 鹿

股計監理 近 畿 地 建 営 繕 部

織 工 戸 回 避 段 株 式 会 社

所 在 地 京都市東山区大和大路通りt ;

条上 J レ

規 続 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト it

地下 l 階 地 上2階 一部3階他

而 ui 地 階 1 7 0 7. 0 0 ，，{ 

I 階 2  4  9  6.  0  0  ，，{  

中 2 階 5  9  3.  0  0  ，，{ 

2 階 2  4  1  O. 0  0  ，，{  

3 階 5  "  O. 0  0  ，，{  

R 階 1  3  6. 0  0  ，，{  

合 計 i  8  8  2. 0  0  ，，{ 

工 期 昭和38年10月 ~ 昭 和40年 3J J

仕 上 外 部

柱型壁人造石プロック貼り

ｾ型人造石小 Ｂｉｊ

事Fウラ コンクリート打般し

建 具 ス チ ー ル シ ャ ッ タ ー

付 ア ル ミ サ γ シ

. 設計者と してのことば

はたして設計者と名のってよいかどうかわかりませんが，強いて一言いわなけ

ればならぬとすれば 一一私は手馴れた古い手法で・新しい建築をつくりたかっ

た 。 ( 森 田 慶 一 )

冒 施工者としてのことば

当京都国立博物館は京都市の- * 南にあた り，東山の辿山を背 lζ 三十三| 自堂およ

び国家3i : Wの鐙で有名な盟国相IJ 全iーなどに 凶まれた 45，OOOm
2

の静かで優雅な所

に位置しております。

明治の中J切に建造された既設の煉瓦造のフレンチノレネッサンス建築と，今般完

成した現代建築とがま乙とに見事な調和で実現せられたととは，設計にあたら

れた関係各位の卓絶せるど感:1'J:に加えて並々ならぬ ζ 苦心に依るもので，心か

ら ｉｾ 立を表します 。 工事は ＳＸ 年度と ＳＹ 年度の Ｒｊ 切に わたり 施 工され， 38年度は

i也階および l 階のコンクリー卜打まで， 39年度は 2 - 3 階のコンクリー卜 Jl お

よび外装仕上の I1阪で施工されたものですが ，建物の性質上種々と話題もあり，

rl' でも地下工事期整中に御影石に 2 { . 本づっ刻まれた室" 可時代の地磁尊40体余り

が発摘された乙となどは辿物の性絡に深い縁のある乙とと感慨ーしおでありま

した。何分 ICも博物館は美術と歴史の殿堂という特極な使命の建物であるだけ

に，施工半ばで種々の問題もありましたが，今春予定通り見事に完成し，われ

われが施工者としての重査を果させていただいたのも ，設計ならびに管理の方

々の適切なるど指導に依るものと心から感謝いたしている次第でどざいます。

( 戸田建設側大阪支庖)
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廊 下

内 郎 床 ゴムタ イル貼り

盛 モルタル塗の上ゾラ

コート

天井 ミネラートン貼り

広 1出 床 瓦 敷

堕 モルタル1 ' 1 ! ゾラコー

ト

住 型 大 理 石

天 井 バ ー ラ イ ト モ ル タ ル

傾越し

ｉＡｾｊ ケース仲 ステンレススチール

墜 ホモゲンホル γ の 上

ナイロンラシャ Il!;

:ヨ

旧

国

立

博

帽

侭

征

毘
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. 随 感 2

例えば. ( 上いにくさの構造が ill:( ドj 価値尺度と現実に( 1: う乙ととの矛j訂にあるとするならば

またその構造の解明は控築家の立任 IC : 係わる事柄であるならば，その構iiEの関係する領峻

の建築家の円覚性は屯袈である 。現実には ，椛Z認された 'JJ 物の個人へのあるいは社会への

機能を媒介として責任を強制されるのであるが，締めて多照的な氾慢し難い現実の構造と

相まって，その責任の領域は極めて任意性 K 宮むものでもある。しかし責任とは言わば予

想された検証の領域において成立するが放に ，基本的には主II 築家の自覚性 IC : 負われるので

ある。またそ乙 lζ 乙そ ，建築家の創造的行為の意味と志向性が問われるのである。逆にそ

の領域の屈の少なさと狭さは社会の [1: 1 で・の建築家の織業の存立を問われる乙とでもあり ，

その徴候はないとは言えないのであって，社会現象の多様化と相まって，建築家の自覚性

の厳しさを其剣に問題lζ しなくてはなるまい。 ( A )

. 無 題

過日ある街の商庖街の幹事の人達と話し合った 。

都市計画や乙の街の交通問題や商庖街自体の持っている問題を話し ，またとの街を11く道

の巾のメートノレや側椛のセンチメートノレ IC : ついて，あるいは自分の庖の陳列について，と

りとめもなく話題が続いた。そのどれもが商売に深く関係し ，商売の実践哲学を呼んだ。

商人のバイタリティーとも言うべき一面があると同時にお役所対ミわてらミが乙乙 IC: 在っ

た。私自身 ζ の乙とばは極めてよく理解できるのだったが，聞いているうちに， ミどうし

ようもないミ現実の墜を感じるのであった。乙の街も都市計画地域に入っているのでいず

れその姿を変える日が来，私達の前 lζ 装を新たにするだろうが，その前途lζ 多難と肌寒さ

を感じさせた 。

どうせ役所は錦の御旗であろうし， ミわてらミは被 ＺｉＩｉｊ 圧民族であるというｾ識の結合から

は，彼等の実践哲学も生かされないであろうし，都市再開発の怠l床もただコンクリート建

になったという程度 lζ 生かされただけで，私達の新しい心のふるさととなるべき私迷の街

は生まれそうにないからである。

数多くの欲，それを押しのけて何かしなければならない機構，零細化し た人間関係の上 lζ

立って ，将米につながる創造がどれくらい実現できるか心細い乙とである。 i 私達の街を

新しく生み出すために il ' i 民意識を高めよ」というような美砕麗句でなくて，正直者が馬鹿

をみない政治が望まれる 。 ( B  )  

. 神 戸 山 手 散 歩

神戸の III 手北野町のあたりには，まだ昔懐かしい兵人航がそ乙此処に残っている。乙の辺

りはー屋敷どとだんだんと山手に登ってE塁線の聞からは港の風去が顔を 11¥す。折りからの

日射し ｋｴＺＺＡＮ 戸の影がくっきりと ｬ 決え ， 日曜国家がカンパス ｬζ 向っている 。 山りくねったｾＺｉｬ Ｑ

い坂道に添ふ赤煉瓦腕，ペンキ塗の木柵，庭K は災竹桃，ポプラが1絞り広いベランダK は

人影もなくヒッソリと !'r[' まり返って/ ゆかに神戸の泌を見下している。昔ながらの港神戸の

息吹きを感じさせる南京下見と鎧戸，赤i 1 I ! 瓦の凝った煙突を突出した異人館の一郎であ

る。しかし気になるのは乙れらの家は殆んどが老旧化してだんだんと取峻されてゆく迩命

にあり，今度行ってみるとその跡には間建築のアパー 卜が屋敷ーぱいに建っている。近く

には毒々しい辿込みホテルまで建上ってきた。神戸市の開発は目をみはる物も多いが. せ

めて北野町の乙のあたりは昔ながらの風致を保存して港神戸の歴史を物語らしてはとうだ

ろうか。長崎のグラパー邸や倉敷の街なみを惣浮べながら坂道を下った。( c  )  

圃 権 利 調 整

およそ今までｾ築の本のど乙を探しでも， ζ んな 言 葉はみあたらなかったが ， 近ごろほっ

ほっ自に止まるようになってきた。どんずばり家を造るために権利を調盤すると言う乙と

であるが. 乙れがなかなかくせ者で. 事業のl点敗を媛っている怪物である。既成市街地を

再う日発する場代必ずでてくるのが共同化してより ー防効ネを11 ' : 加さすという乙とであるが

権利調絡ができてこそ共同化が "J 能なのである 。百LJ . J *のごとく，複キff なml : f ; 1J をほぐし，統

Jjd介する乙とによって，マスタープランの尖引に努ノJ するわけであるが. 抜本的な法の裏

付ーがないので，いわゆる ｩ ［ 活 し介ぃ」で Ｑｾｉ ＨｏｩＺ ｫ ＧＹＭ るより他に Ｉｊｩ 訟がない 。 権利調殺がうるさ

L、むつかしいといわれるのは乙のためである 3 時代の花形のようにいわれる郷市再開発事

業も示板の棋やかさの ＱＱＱ で Ｎ権利 ｾＧｾｉｾｲｦ IC: n  夜終良一 ＨｉＧｾ な努ノ ｊ をつづける人々があって乙そ，

フごを結び成功するのである ， (  0  )  

次号は新しい執; P : 11がJ I . ! 当します.
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小 田 正 株 式 会 社

大 阪 市 東 区 紀 伊 国 町 9 4 6

T el  (761)  5265- 8 ・41'17 ・0168

名 古 屋 市 中川 区 外 新 11fT 3の28

T el  (361)  6  6  9  1  - 3  

近 録 中 部

総 代 理 盾

株 式 会 社 鎌 倉 製 作 所

東 京 都 港 区 東 麻 布 l の 1 2  

T el  (582)  6  8  6  1  - 4  

製 造 元

P A T E N T  

2 1 6 9 6 2  2 3 2 7 7 6  

2 1 6 9 6 3  2 3 2 7 7 7  

2 3 2 7 7 4  2 3 3 0 7 9 - 1  

2 3 2 7 7 5  2 3 3 0 7 8  

カタ d グ 御 欄 求 下 さ い 。

28 
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す ぐ れ た 居 住 性 創 造 寸 る 幽m酬WIl l|| 幽

3 L mm- ι 主生開lml |川柳

現 代 の 建 築 様 式 は 、 ま す ま す 高 度 化 。 建

築 材 料 も よ り す ぐ れ た も の が 求 め られ て

い ま す 。 三 菱 樹 脂 は 、 プ ラ ス チ ッ ク の 特

性 を 発 揮 す る 、 理 想 的 な 可 動 間 仕 切 《ク

レ ー プ ウ オ ー ル〉 を 開 発 。 取 付 、 移 動 が

簡 単 。 耐 久 性 は 抜 群。 完 全 に プ レ ハ プ化

さ れ た 、 ま っ た く 新 し い 可 動 間 仕 切 で す 。

美 し い 色 調 、 上 品 な 表 面 模 様 が か も し だ

す 立体 的 な 透 光 壁 面 は 、 環 境 の 改 善 と 能

率 の 向 上 を も た ら し ま す 。

オ フ ィ ス ・ 学 校 ・ 図書 館 ・ 百 貨 庖 ・ 商 庖

・ 美 容 室 ・ 工 場 や 一 般 住 宅 の 間 仕 切 に 広

くおつカ、い く だ さ い 。

- 完勝各

P 型 = 壁 画 全 体 を 完 全 遮 断 す る ヱ ァ ー タ イ ト 式

S 型 = 壁 画 の よ 下 に 空 間 の あ る ス ク リ ー ン 式

F 型 = 床 面 に ポ ス ト を 固 定 す る 衝 立 式

- 透 明 ・ 不 透 明 の ほ か に ブ ル ー 、 オ レ ン ジ 、 グ リ

ー ン の 半 透 明 晶 も あ り 、 色 聞 と 型 機 械 を 自 由 に 組

み 合 せ て 、 多 称 の イ ン テ リ ア が 可 能 で す 。

. お 問 合 せ は、 本 社 ま た は お 近 く の 支 庖 ・営 業 所

・販売 庖 へ ( カ タ ロ グ進 呈)

λ 三泰樹脂

本 社 東 京 都 千 代 旺l 区 丸 の 内 2 - 12 電話 (212) 6511 (大代表)

大阪支底大阪市東区伏見町 5- 1 大阪明治生命館電話 (203) 2301  ( 大代表)

名古屋支底名古屋市中村区広井町3- 88大名古屋ピル電話 (561) 5591(代表)

福岡支応福岡市天神町 1ー 11- 17 福 岡 ピ ル 電 話 (75) 1862 (代表)

K帆営業所札幌市北 二条西 4 ー l 北海道ピル電話(24 )6025 ・(25)2347

仙合注業所仙台市大町 4 - 175 新仙台ピル電話 (25) 5  4  8  6  

J i t ; 山常業所寓 111市総附給 1- 16- 25 北 陸 ピ ル 電 話 (41 ) 3281 (代表)

，1. ，( ; ; 営業所広島市 八 丁塀 16- 14 第2広屯ビル電話 (21) 2201 ・5600

新潟出張所新潟市下大川前通 2 の町 2 1  5  6  t立話 (22) 8886 ・8959

静岡出張所静間市御幸町 9 - 2 大吉野ピル電話 (52) 5001(54) 1059 

高松出張所高松市鶴 尾 町 10ー l 香 宜 ピル 電話 ( 2 )  4138 ・2598

長浜工ぬ !i 浜 市 三 y 矢田T 5  - 8 電話長浜 1120 (代表)

平塚 工品j 平 啄 市 兵 士 2 4 8 0 電話平嫁(22)1I 30(代表)



1  2 耗 厚 磨 板 使 用

大 阪 明 治 生 命 館 es・旭 舗 子 株 式 会 結

大阪支底 大阪市北区堂島船大工町53(毎日会館) 電 話( 363) 1121大代占



一阪 明 治 生 命 館

アルミカーテンウオーノレ

ジ ョ イ ン ト 部

チオコ ーノレ系シーラント

ハマタイト

単窓

モJ レタノレ取合部 コ ー キ ン グ

ネオシーノレ

日 本 化 成 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 西 淀 川 区 姫 島 町 2 - 2  2  

電 路 (471) 3  3  6  9 ・ ( 472) 0  1  0  3  

硝子廻り トリタイト 書 1000

( チオ コーノレ系) 充填

製造 、販売 、施工

タ イ ホ ー 工 業 株 式 会 社

大阪支応分室

太 阪 市 福 島 区 今 関 町 2 - 1 2  

( 大 口 ピ ル ) 包 括 (462) 3  5  6  8  



大 阪 明 治 生 命 館

大 理 石 工 事 株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

ロータス防水工法責任施工 株 式 会 社 関 城 化 学 工 業 所

コンクリートブロック組積工事 福 田 源 株 式 会 社

木 工 事 築 柴 木 材 工 業 株 式 会 社

-;;11 気 設 備 工 事 大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

1 階 銀 行 照 明



中 央 監 視 盤

電 気 設 備 工 事 近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 明 治 生 命 館

空 調 設 備 工 事 株 式 会 社 建 材 社

空 気 調 和 室



写真と概要をお送り〈ださい.

凡 例 : a. 所 在 地 b. 建築面積 C . 延 面 積 d.構造規筏 e. 工

55. 中 日 シ ネ ラ マ 会 館

設計 : 山 下 翼 手 郎 位 計 事 務 所

施工: 戸 図 建 段 K K  

a. 名 古 屋 市 中 区 末 広 区3. 31

b.  1. 700. 8nf  

c. 11.155. 9nf 

d. S R C， B2， 7F ， P 2  

e  昭和39年 1 月~昭和39年12月

特徴 γ ネラマ，ポーリング，遊

戯織を含む娘楽殿堂

ム

「吋i 司|
58. 姫 路 市 立 婦 人 会 館

設計 ・渡 部 圭 吾

施工. 鹿 島 漣 段 K K  

a. 姫 路 市 立 手 柄 山 公 閣

b.  852. 889nf  

c. 1，106.071 nf 

d.  R C， 2 F ，一部 l F

e. 昭和39年12月~昭和40年7 月

特 徴 円 型 ホ ー ル

56. 京

59. イ

62. 菱

都 住 信 ピ ル

設計: 目 建 段 計 工 務 K K  

施工 : K K 竹 中 工 務 底

a  京都市下京区烏丸通

四条下 J レ水銀毘mr612

b. 1. 169. 51nf 

c. 13，546. 81，，1' 

d.  S R C， B3， 9F  

e  昭和39年 2 月~昭和40年 8 月

特徴。 4 階- 9 階が旅行会館とし

て使用

ヨ 森 藤 ピ ル

投計 ・施工. 着 水 建 投 K K

a.  大阪市東区南本町 4 丁目 41帯

地. 唐物町4丁目 2番地

b .  997r l1' 

c. 12，451nf 

d.  S R C， B 3， 9F  

e. 昭和39年 2 月~昭和40年 8 月

特徴 消水式プレポアリング工法

信 ピ ル

般計 ・施工 : K K竹中工務l苫

名古屋支底

a. 名古屋市中村区笹島町

1- 222・1

b. 1，490. 585' " 

c. 17，579. 170nf 

d .  S R C， B 払 F 9，P4  

e. 昭和39年1 月~昭和40年8 月

期

57. フ ク エ イ ピ ル

設計 ・施工 明 産 興 業 K K  

a. 大阪市東区制後震14 J  ｲｾＳ 品 地

b.  Ｒ ｾＹＮ＠ 77BO，，( 

c .  ＲＮＰ Ｑ ＲＮＺＱＰｾＵ ，，Ｈ＠

d. R C ， 131， 6F ， P  

e.  IIIl 府139'1'1 0月~附品140'1' 8  n  

特徴・ M. I<工法( 特殊型枠1! J ! 11J )

60. 立 命 館 大 学 衣 笠 学 舎 B号 館

役計. 宮 家 建 築 事 務 所

施工. 清 水 鐙 股 K K  

a. 京 都 市 北 区 等 持 院 北 町

63. 穂

b.  1. 432.  20nf  

c. 6，899. 10nf  

d. R C， 5F ， Pイ.t

e  昭和39年12月~昭和40年 9月

積 町 庁 舎

設計・ 入 江 三 宅 位 計 事 務 所

施工 : K K 間 組 名 古 屋 支 底

a  岐 阜 県 本 巣 君 事 担l 積 町

b.  1，419. 90nf  

c. 3，232.  48nf  

d.  R C， 3  F  

e  昭和39年 7 月~昭和40年 3 月

特徴: 外盛，人造石プレキャスト

パオ・ J レ，7 J レミサッシユ竪

軸回転



建 物 と 騒 音 特 集

1  音 と 設計

J;;VJ 2  ｌ ＧＺ ￨ｪＧ Ｚ の 五 ｯ 必か らの Ａｬ ｉｊ ｍｬｬ ＱＩ ｾ ｊ 己

2  外 部 騒 音

3 ...... ....  内 部 騒 音



音 と 設 計

一環境工学の立場からの問題提起一

工博 ・神戸大学教授

前 川 純

は じ め に

音響設al・なんてチ ョロイという 考え方がある。なるほ

ど建築学会のパンフレッ トP は40頁足らずで一応のデー

ターがのっている 。さ らに騒音 !C関しでも 21m
2
) 追加さ

れ. 乙の程度で音の問題が解決されるなれば，大変チョ

ロイ乙とである。もともととれらのパンフレツトがデザ

イナーの絵本として企画された乙とを思う と，一応はそ

の目的を透したように見受けられる。あるいは乙んなパ

ンフ レッ卜に さえど厄介にならず，俺のやったオーディ

は給付iよい音だ，また放送スタジオは何のトラフツレもな

かった ，とおっしゃる方もあるだろう 。

それでは本当 !C音響設計はチョロイといってよいのだ

ろうか。音κ |絞らない ，熱 ・湿気 ・空気 ・光など，乙れ

まで計画原論といわれ，乙の頃はf ! i ! 滋工学といわれてい

る建築 !C対する 応用物理的技術は ，建築の設計活動の中

でどのように消イ七 されつつあるのだろうか ，，思いつくま

まに問題点を拾ってみる乙とにする。

オーデ ィトリウム

の形の 設計

オーディトリウ ムと名のつくものであれば，何はさて

おいても，その音響を主体lζ 考えねばならない乙とは当

然であろう 。コノレピュ ジェの設計 L た上野の近代美術館

38 

の採光lζ 関して物議をかもしたように，優秀な芸術家の

作品であれば，それ自体存在価値があるから ，採光がJ尽

くて絵の見えな い美術館でも，あるいは音のき乙えない

音楽堂でも ，それでよいんだ，な どとおっ しゃる方はも

うおられない と，思う。 しかし，乙れまで高名なデザイナ

ーほど，その室内環境を経視される傾向は顕著であ る。

-11与，ｾ 主築 学会ＱＧＱをもら う建築は必ず 音響的 ｬζ 欠陥をも

っというジンクスが，ささ やかれた乙とがあった。松山

の愛媛県民館を N H K技研が音響的 lζ 手直しせねば江ら

ず，京都会館は音響を担当された石井氏が模型実験によ

り改善対策を研究実施された とと がその主な理 由であろ

うと思うが，デザインの立場からはどう考えておられる

のだろうか。乙れらの トラ ブルはオ ーソ ドッ クスなオー

ディの形をとらず，円形や六角形という変った室形をと

った乙とに基本的な原因があると考えられる 。乙れらの

形が音響の立場でなく， f.( 匠設計の立場からの発怨であ

る乙とはいうまで もない。最近， ζ れまで数多くのホー

J レを設計された高名な建築家がやはりオーソドックスな

室形をもつものが，音響的 lζ は最もよいという乙とがわ

かった ，と もらされたと聞いたが，どんなテキス卜にも

書いてあ るわかりきったとと でも，失敗しないと納得が

いかないものなのであろう。

しかし，われわれ音響研究者としては決してオ ーソド

ックスな形を固執するものではない。たしかにオーソド

ッグスな形はその特性も知りつくされているから安心し

て設計を進めることができる 。 だがそれだけに ｻ￭ Ｉｦ ｾ 先の興

味は限定されてしまうわけであり ，それにくらべ，乙れ

まで音轡ｲｙ ｾ にはよくないといわれている変 っ た形の室内

fC，どれほどまでよい音響環境を作り出せるかという問

題を与えられるほうが，はるかに研究の野心と↑ ! ? 熱を

やす Ipl主がある 。乙の立j易からはできるだけテーサ、インの

意図を乙わさないように ，むしろ積極的にその実現を助

けようと努力できるわけである。

先年ある優秀な建築家がはじめてオーディトリウムを

設計したが，音響lζ は自信がなかったのでさる人lζ コン

サルテイングを依頼し ，全面的にその意見を尊重したた



め，まったく自分のデザインを殺してしまった，と述懐

されたのを聞 き，ま ととに残念な気がした。というのは

その建築家の考えられた窓匠計画をそのまま実施して音

響的な対策は他にいくらも手段があると判断されたから

である 。しかしとの事例についてはその辿築家のとられ

た態度は非常に立派であったと思う 。自分の意匠計画を

犠牲にしてまで，オ ーディトリウムは音響を主にすると

いう原則を守られた乙とに敬服する 。ただ音轡コンサル

タン トの選び方を誤られたためにお気の毒な結果になっ

た。乙の乙とからも優秀な コンサノレテイングエンジニヤ

の出現が熱望される。

室の形の設計lζ 関しては ，とれまで建築音響として親

しまれてきた幾何音響学からだけでは，決して新しいも

のを生み出す乙とはできない。もう大分前になるが，オー;

誌にその学術的な展望を祖き ，組音波による絞型実験が

有力な方法になるだろう乙とを指摘しておいた 3> 。その

後学会 ICはかなり多く，似型実験の成果が発ぶされ，あ

たかも校型実験を行わなければよいオーディができない

かのごとく ，あ るいは ，模型実験さえやればよいオ ーデ

ィができるかのよう κ 錯覚されているのではないかと心

配されるぐらいである 。個々の部分の形の選択に関して

はある程度のデータが得られているからω ，その成果を

利用 できる場合も あるだろう。

しかし模型実験は まだそれほど過信する段階ではな

い。いずれ速からずそのような状態に透すべくわれわれ

も努力しているけれども ，かなり困難な条件が多く，ま

だまだ研究しなければならない問題が山積している。

吸 音 ・ 遮 音 の 設 計

多くのテキストが刊行され，音』ζ 対する常識も高まっ

てきたからといって安心もしておれないのが. 1及音と遮

音の設計である。乙のとと !C関しては以前に防音という

用語が技術的混乱を招いているから抹殺せよ，といった

ととがある 5 >。裂するに防音とは目的しか友わさず ，技

術的には吸背・かi J ! 音かを IYJ 確に区別して，適切な材料を

用いて設計しなければならないのである 。j成近も遮音fm.

1ζ グラスウ ーJ レを詰め，その l政音性を利用しようとして

片面穿孔板で仕上げたために ，遮音lとなっていないのを

見かけた。またベニヤ太鼓張の間仕切の遮音性をよくす

る方法をきかれたので，石膏ボ ー ドを下張りするように

指示したと乙ろ ，間柱の間 IC石膏ボ ー ドを切り込んで姉

入したために，まった く用をなさなかったととがある 。

乙れらは遮音の方だがよく似た乙とで，音響材料さえ使

えばよかろうというような失則例はいくらでもある。オ

ーディトリウムの天井は有効な反射音を得るために，そ

の形と材料はかなり心を配らねばならないものである

が，凹1

11

1をつけたり ，波うたせたり，形はファッション

ブックの写只をまねして， かなり の線がでる 。と乙ろが

材料として0 0 トーンと称する穿孔板を用い，さらにひ

どいのはグラスウ ールを 500101 も厚く上にのせたため

に，反射音をまったく殺してしまって声が全然通らない

スタジオのようにデツドな室になっている 。その上惑い

ことに反射音を殺さ ねばならない後壁部分は，立派な コ

ペンハーケ' ンリブを使いなが ら. ! 及音材もスリットもな

いまったく見かけの怠l庄だから，エコーが帰ってくると

あっては ，もはや何をかいわんやである 。まったく笑い

話のようなが笑があまりにも多過ぎる。

パンフレットやハン ドブック 6> には透過損失や l倣音率

のデータが数多く採録され. " 佐でも千: 隆 lζ 利月] できるの

だから，もう ζ のようなナンセンスはいいかげんにして

もらいたし、。だが，乙乙でそのようなデータ があれば充

分満足できるかというと ，そうは簡単にいいきれない問

題がある o ! nーに ，そのデータの数値を再現しようとす

れば，忠実にその試験休と同じ構造詳細を再現しなけれ

ばならず，乙れがそうたやすい乙とではない。また新し

い材料に関してはほしいデータがそろっていない。従っ

て新しい材料を使って，新しいデザインをしたい湯合は

どうしても l汲音率の測定を行なう必要がでてくる 。遮音

IC しでも問機である。吸音率の測定法 !C関しては ，その

J IS を作ろうというので委員会が活動を始めている。速

からずきまるであろうが，問題はその試験を行なう施設

が限定される乙とで，国家機関か公共機関で早くその他

設が整備される乙とが望まれる。さし当り関凶では建築

綜合試験所IC期待せざるを得ないが，それも乙の不況で

は当分望み荷ーであろう 。とあれば乙れまでのデータ ーを

もとに新しいものの推定をせざるを得なし、。乙れには理

論的研究と，かなりの経験が必要であり，一般. i . l l 築家に

その能力をｾ求するのは 一 寸酷ではなかろうか。

設
の

備設響

阜

回

目気電

計

室内音響の設計に関し ては，上記のどとくかなりの困

難があっても ，興味をもって勉強されるおい建築家の中
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にはあるいは ζ なせる 人 もでてくるかも知れない 。しか

し1G気音響設備の設計となっては要求する方が燃理とい

うζ とは明らかであろう 。と乙ろが現状は1112砲事務所が

設計するたてまえにな っているらしい 。ぷー近もある公共

ホーJ レの沼気音響設備をみせてもらって，どうも納得い

かない所があるので， 施工している川気尽さんに質問し

たととろ ，設況は事務所から波されたので，どうもおか

しいと思うんですが下請の立場では何ともいえません，

という返事である。事務所の現場担当者にきくと . J照明

ゃ配1Uの計算をする強LG屋さんしかいないが，その人が

あち乙ちの図面を集めてデッチ上げたものでしょうとい

う。室内音響の設計に関しては，しかるべく コンサ J レテ

イングを依願しながら ，1U気音響 lζ 関して乙んないし、か

げんな乙とをするというのは ，どんな神経なのだろうと

いう気がする 。 実際にホ ーノレを使用する頻度を考えれ

ば . 7 イクやスピ ーカを佼わない生の背 !集会は一体 何 %

位あるだろうか。 音楽といってもクラシックでない限

り，必ずスピ ーカを使うのだし ，場内アナウンスなしで

はクラシックの演奏会さえできゃしないではないか。と

はいっても 7 イクとスピ ーカ さえあればそれでよい ，と

いうよう なものではない 。さらにまた， ?454i 音轡の大先

生が設計 されたものすどく複雑な回路であ らゆる機能を

もつものを，まねさえすればよいかといえば到底そんな

ものではない 。 乙の頃はやたらにスピーカをつけたが

る。定音装 1(( とか残担f付加装置の尖験のために壁や天井

lとたくさんのスピーカをつけたホーノレが，京大な; 没vlH'i1

を投入してできたかと思うと ，とんなチッポケな地方の

ホー J レでも，何が何でもスピーカが多いほどよいように

錯覚をして，IU対屋さんもその方がn:s売になるからか，

易々前々とスピ ーカの数をふやす。と乙ろが予算がない

ものだから郎品の質を落さぎるを得なし、。B T S ( 放送

技術品』絡) の標準J171でさえその寿命はせいぜい 10年くら

いだから ，乙れでは 2- 3年の! 日] l c故防続出となる乙と

て， ζ れではオモチャのピストノレから実卵がとび出すよ

うなものである。

それで、は予知さえかければよ いものができるだろうか

?  たとえば走音装置や残響付加装置などは実際にどれ

ほと利用し てい るのだろうか。年に何回，延何時間，全

体の何96というような調査をする必要を焔感しているの

だが， 恐ら く非常に使用頻度は少いであろうと忠われ

る。 来して災大な予算を投入する価値があったかどう

か，砧築家は予算配分が合理的であり適正て- あるか否か

を験討しないでよいのだろうか。また一方では そのよう

な高級な複雑な設備を使い乙なすには ，優秀な専門技術

者を必ｾとするととを忘れてはいけない 。 大都市の商業

劇場ならいぎ知らず，地方の公共ホ ーノレまで含めてどの

オーディトリウムでも ，そんな専門家をおかかえにでき

る所は非常に少いといってよい。どんな催しのために誰

がそれを使用するか，ζ れを充分に考えて設計しなけれ

ばまともなものができるはずがないだろ う。子供 lζ 本物

のピストノレをもたせてはあぶないのと同織である 。

地方の公共ホ ーノレで1あれば専門家は得られないととを

前提 lζ し，系人が設でも家庭用のステレオ装置を扱う程

度の簡易さで，完全にその性能を発婦できなくてはなら

ない。そのため調控室が独立しているなればホ ール内の

首A をマイクロホンで姶って， 高忠実度 lζ 調整室で再生

し，それをききながら操作で きるよういわゆるエアモニ

タを完全にする必ｾがある 。 乙のための回路は ￰ｬｉｊ ＺＮｬＺＨ，ｾ同

級のli (f 実な ，安定したものとするため予Z;14を附しんでは

ならない。予算のないときは客府の中に制強点をもち出

すべきだろう 。あるいは調整室を開放し てホ ーノレの一郎

とし Ｎ ｾの 音を さ さ ながら調書 ｅ できるようにするのが理

想か も ｾ ＱＱ れない 。 いま乙のようなが ｦ しい試みを研究 ｬ� で

あるから近い内に発表できる乙とと忠う。

うけあいである 。数十年のJS命をもっA. l l 築の内t ¥i l設備と I  5. 

して ζ れを見過せるわけがなし、。まだそれでもチャ才、ノレ

数を確保していればましであ って. !5t:や天)1'それぞれに

独立したチャ才、 J レがなく ，全部プ ロセ ニアムスピーカと

同じライン IC接続す るものがあ る。 乙れではエコー製造

装位みたいなもので，各スピーカか ら同時に山 る音が，

客席に到達する 11寺間差から ，互にずれてぜんせ‘んI!fJ限度

を失ってしまうととは必定である 。 その時間 ￆ を ｾ ｦ ｬ Ｇ ｽｩｉｾＱｃ

入れて，各スピ ーカから出る音 をあらかじめ1U気的 ICII 与

Il¥l i座れの調整をしてやって始めて，分散スピーカの威力

が山るわけであり ，あるいは少くも独立したチャネノレに

よって効果音のみを出すという乙とでなければ，ウォ -

J レスピーカが音響装置の命取りになる乙とはわかりきっ

ている 。形だけをまねして喜ぶのは子供がおもちゃをほ

しがる心理だが， それは実害がないからまだよいとし
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室 内環 境エ キ ス パ

ートの育成

認し が少し乙まかくなり過ぎたかも知れないが，その

ように細かい所まで事| 埼玉をゆきとどかせないと ，乙れか

ら のￆＮｬｬ ｾ 告の使命は果 せ なくなる乙とをｩＧｬ ｬ ｩ れるのである 。

ｩ Ｑ Ｑ Ｒ 誌の総コストの ｱｊ で占める設仙の割合が ＵＰ ｾ ぢを必えつ

つあるとき，設備投計に| 苅し て上記と同様なととが行わ

れるな ら災大な賀川の損失を招くととは明らかであり ，

現K 深刻な問題となりつつある。乙 乙で痛感されるのは

J I聞J京論と設備を含めて室内環境のエキスパートを育成



し，その職種を確立するととである。

建築家の中にはわれわれ室内環境の研究者 K 対して

「糞を垂れよ」といわれる方がある。研究成果をパンフ

レット のように見やすい形にしてデーターを流せ，それ

を見て設計は俺がやるんだという考え方である 。もうそ

んな考え方は時代錯誤だといわざるを得ない。なるほど

昔は設備だけではなく ，構造までも 一人のII 築家が乙な

していたH与代があった。いまでも簡単. な構造計算は J I' U

規準によって誰でも処理できるようにはなっている 。し

かし構造のエキスパートが必要あでり ，少し大きな もの

少し変った ものは必ず締造技術者が処理をしている つ建

築事務所にはデザインはできないが構造を担当する人は

たくさんいるし，構造計算だけで独立した事務所もあ

る。それで当り前なら室内環境の技術者が独立した職f O I i

ンスであるから ，実現の可能性はある。

さし当りは近倣のど乙かに一学科できるのがせいぜい

であろうが，卒業生K 対する要求がふえてくれば，そ乙

で研究者を養成し ，ゆくゆくはどの大学も建築関係とし

て三学科をもつのが理想で= あろうと思う。

乙のように計画，構造，環境と 3 つの分野が，それぞ

れのエキスパートを養成してゆくようになれば，当然し、

まのis築士iljlJ 皮は改められねばならないであろう。そし

て白JJ 務所lζ も現.!:b' iーにも ，お役所 IL : も建築の乙とに関して

は必ず乙の三おが三本足となって建築を支えてゆくよう

になれば，今後の建築の発展，質的| 向上は閉ざましい も

のがあるだろう。

を分担しても当然ではないか。建築家の絵木だといって I  6  

パンフレツ トを作って，それですべての室内環境が虫色F I l

できると思ったら大間違いである 。パンフレッ トを作る

乙と n休が思いとはいわない ，ただ作る方も見る方も ，

それで万 'Fと感追いされてはまったく逆効果て‘ はないだ

ろうか。しかし構造にくらべてB ; i rJ:Uζ|到する分野は実務

のみならず研究の面でも立ち遅れがあった乙とも確かで

ある 。大学の建築教室において 6 - 8講座の内 . 1講座

しか与えられていないと乙ろが多い。ひどいと乙ろでは

構造関係と計画関係で二分され計画の中 IL : 宿借りのよう

な状態である 。乙れでは環脇工学のエキスパー トを養成

しようにも ，どうにもできるわけがない。養l戎ど乙ろで

なく研究せねばならぬ分野が広いために ，熱 ・空気 ・光

・音 などのうち ，ひとりの研究は一つに集巾せねば

ならず研究室といっても組織的な活動をするにはとても

手が足りない。 近倣では，学会支部の研究分科会のメン

ノてーが一つの研究組織として，かなりの役割りを果志 ざ

るを得なかった。乙の乙とは研究者の数が少い乙とを も

意味する。

とれらの ζ とを考え合せ，環境工学のエキスパー トを

養成する方法として，具体性のある試案を考えた。乙の

案の実現が可能か否かはいろいろ議論のあると乙ろと思

うが，いまのと乙ろ，私個人の555である 。関西の何れか

の段も条例ーのよい大学で，環境工学科を新設する 。そし

て. Ｖ Ｍ Ｘ 講座をそれそＮれ熱 ・ 空気 ・ 光 ・ 音 ・ 空 調 ・ ￭ｾｩ

生，環境計画 ・設備計画などとし，そのスタッフは ，近

畿在住の研究者で，現在在職巾の大学と兼務する 。学生

定員侮4日0- 60人はエキスパート として送り出せるであ

ろう。乙ういう形で= は関東学院の設似i工学科とは少しニ

ュアンスのｾるものになるだろう。そしてゆくゆくは現

在の建築学科も ，計画と構造とのニ学科に分け ，環境と

三学科が密接な連携のもとに教育研究活動を行なうなら

ば，一応巾し分のない体制であろうと思う 。乙の 2 - 3

年のベビ ーブームの放が，大学における学科新設のチャ

お わ り に

音の話から，大変話が大きくなってしまった。しか

し，建築は人間生活の容器でなければならず，その段能

は機能のままでなく ，性能として要求されるととになっ

てきているのであり ，乙乙らで思いきってエポックを函

さねばどうにもならない行き諮りを感じる 。心ある建築

事務所ではすでーに実行しておられる乙とだが，環境 IL:関

して専門技術を要する件，例えば音響設計，騒音防止対

策lζ 関する設計は ，建築の設計とは切り離して別途契約

とするという乙とはぜひ必袈な乙とであろう。そうでな

ければ環境エキスパ ート の立つ場所がない 。 また ｫｬｬｾ 誌の

立場として何でも自分でやりますという乙とが， ｉｾ 慢に

ならなくなってきて，いかに優秀な専門家を動かして，

オーガナイズしてゆくか，という木釆のな味のア ーキテ

ク卜としての能力によって，批判される l時代になったと

も考えられる 。その優秀な専門家を，環境エキスパー ト

として建築の畑のけ1で育て上けなければならないと思

う。育てるという乙とは関係者すべての愛を必要とする

ものである 。読者諸賢の吸いど理解とど援助をおねがい

しTこい。

1)  円本i J ! 築学会設計々函パンフレット 4.  音響設計

2) "  14. 15 騒音防止役割 ・1. 2  

3) 前川 ; f ' i i 内音響の現状と進歩J i J ! 築と社会 ・1957"1' 7 月

ii 制Ii ; r i l ! 築計聞における音響処理の問題」 ・辿策雑誌 ・例年 9月

4)  前川他「音響線型実験による室のｾの選択」

その 1 ; 建築学会 近畿支部研究発表 39年 2 Jl

その 2 ; 向上輸文報告集 103  P  .247 

その 3 ; 音響学会講i J i i 論文* 39年 5 月P . 169. 39年10月 P .95  

5) 前川「内装材の吸音と逃音と防音と J i J ! 築と社会 1961年11月 P .37  

6) f処築音響工学ハンドプ γ ず」技 fll 堂 昭38年
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2 外 部 騒 音

2  - 1  外音11m量 立 と は

そ の 対 策 と巧 えブ了

2  2  窓 ・川 市 と 巡 苛

そ の 対 策 と y ; え 方

2- 3  [ 毛 般 に か か る 術 般 を
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外 部 騒

ｾ＠

日
と はー そ の 対 策 と考 え 方-

神戸大学工学部建築学教室助手

桜 井 美 政

は じ め に

自動車産業の発達，航

空機関の発達，工場の誘

致等々によって，最近外

郎騒音は激増する一方で

あり ，ζ れら騒音が毎日

の生活 ICおよ lます公害は自にあまるものがある。 乙れら

の騒音源になる機構の発生騒音を減少させるための努力

は，もちろん行なわねばならないが，建築家の立場から

の住環境をJ f えるとき ，乙の問題はそれぞれの生産者の

協ノJ を要請するに止むざるを得ない。したがって- _ Q

与えられた外郎騒音に対しては ，建築家が乙れを処理し

怖かな環境を造り上げねばならない。

乙れらの外部1騒音 IC対

して，まず必要な 乙とは

対 策 と考 え 方 の 配置，並びに平面計画で

|  ある。すなわち ，建物を

| ポイント

|  騒音源からできるだけ遠

ざける乙と ，そして建物と騒音源の聞に騒音を苦にしな

い建物，例えば倉庫や背の7. ' r i い塀などのilE; 音休を配置し

て減衰さ せる 乙と ，一つの建物の rj1で も特IC騒音をきら

う認屋は，騒音波、lζ 面さない湯所 IC平面計画する乙と，

などが考えられる。

し か し 市 街 地では敷地がせまいためとのような処理

は行えず ，多くの場合街路騒音に直接面した略面を持つ

乙とになる。乙のような条件での騒音の低減lζ 関して，

板本的な対策は前節のミ音と設計ミ lとも触れられている

ととく，定内吸音によるよりも: i i l l ; 音材による処理法であ

る乙とを強調する 。

周知のどとく . ん ( d B) の外向l騒1'i" 1ζIHj している市況i

S ( m2) 透過不 T の樫而を透過して. 平均( 政汗之容日，総uii

:f;'lS'l' ( m2
) を持つ室内での騒行レベル l-!!{ d s) {よ，

L
2
= L

1一山
g l + l 山 g - 1 ・ (1)  

T ι r
・‘コl'

あるいは，透過損失ア'.L 側 同 log : ) を用 いて

L
2 = L

1
- T .L. +  l Olog - S" 

.  .... .  ，. .. .. . " .. ，.， .. .(2) 

d ・' :>1'

である。すなわち . (1)式は外部騒音が一定のとき T を

小 さく (( 2)式の透過損失を大きく) ，日を大きく してや

るほど室内レベソレL2が小さくなる ζ とを示している。

と乙ろが普通の部屋では，平均吸音率は0. 1- 0. 3はあ

り，乙れを吸音材で 2 倍 Iζ しでも . 3d B の減少であり大

きな効果はない。また乙れ以上吸音率を増すとあまりに

もデッドな感じがして不自然である。一方
γ

は
10- 1

-

10- 5
程度の給闘で遮音材が得られ調節範囲が大きい。し

たがって ，L 2を小さくするためには ， T を小さくする乙

とが先決問題であり ，大きな透過損失を持った材料で遮

音して .
I及音材で布I i うのが空気伝情音 IC対する遮音設計

の道すじ であ る。

空気伝j番音は ζ のようにし て避けられるが，乙の他
lζ

地盤を
j迫って伝達される固定伝情音がある。乙れは第ー

には ，振動狐自身の振動を段小にするように . 防振処理

を行なわねばならなし、。次 IC配置計画によって振動源か

らできるだけ建物を にげる 乙とであ る。そして9 J ! 物構造

体に伝わる振動を ，伝i番径路を遮断して縁を切り小さく

甘ーる乙とで
t

ある。

実 際 の遮 音 設 計の

道すじ

以上が外部騒音lζ 対す

る処理方法のポイントで

あるが，いざ建物を往ょ

う と す る 敷 地 が 決 ま れ

ば，そ の 現 場 IC 行 っ て 騒

音レベノレの大きさの測定と ，騒音スペクトノレの分析を行

なわねばならない。そして騒音の大きさのl I iff lJ J的変動が

あったり ，将来上回加する乙とが予測されるならば，乙れ

を比込んで設計外部騒官レベノレとし ， 乙のも1'( を( I)j- ¥:の

ん として ，'- 2  { よその部屋の要求する Ncnl l f . 泉( 各駁高
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騒音レ. r { ) 1/ I  1IiX. T.t:. / J ' - ｊ ｈＺＭＮ，［Ｎ ｊｉｾ＠ I  

( d  B j レ |析 の 特 性 |

卜外 部 騒 音 チ ェ ッ ク リ ス

側 音 の 附 !
tl; 

Ｍ 配 ｩ ｾ ｟ ｌ 平而三 ＱＭ ￯ｊＱ￯ｩで騒 ＿＿源からに

げる

.  ｾｲｦ 材の設計によって市内への

騒音の佼人を防ぐ

. 1汲干f 材 {ζ よって佼入711の低減を

有Iiう

1夜対

中

山

A

r
・
リ

レ

l

，
，

J

d

令

マド

低

{氏，けl

イ氏

if:i 

ロ

句

∞

68 

102 

84 

126 

類

工場騒音

例 : 金属工場( 鍛造機)

繊維工場( 糸繰り機)

印刷工場( 裁断機)

遊戯，演芸場

雑踏

例 : 浅草イ中見甘trl' 火

間活ガード下

クー リングタワ ー

リベット打ち

F直の源

コ£乙

日

国

定

騒

、'"
II  

気

伝

ワピ

」ー

- 同定騒背の対策と| 司じ

ただし乙の祁の騒71 レベルはJ 1!j

HU的な平均 レベノレでぶわされる

乙とがあり ，作 lζ 騒T'i. をきらう

ｊｍ 介はピ ークイｾＧＨ を設計外ｬ｜ｬ ｓ 駁 ＷＱ

レベノレとする方がよい

1

1

 

h

引

v

p

，

L

H

118  

118  

117  

航空機

例 Ｚ プロペラ機ＨｾＺｓ皮 Ｑ ＲＰ ｭ Ｉ

ジェッ 卜機( 高度 120m)

屯車，列rl1

例 Ｎ 国 ｾＱｬＨ Ｎｴ［ｴ｜ ｍｲｆＩ

自動車

例 . 大型トラック

パス

移

動

騒

ヨ己"-

11 

j訴

ーゼ，'，..

11  

{氏

{氏

勺も

90 

- 振動源でおさえる

・配;n計画i I ζ よりi JH刻を仮動部It か

ら遠ざける

・伝J祷l H容の縁をきる

固休伝j需首としての音轡

/ l ¥カは建物や地維などの

| 周 辺 の 条 例 は っ て 異 な

るので現場測定が必要で

ある

工湯機械の振動

建設工事の杭打ち

同

定

騒

首

肉

体

伝

情

t

u

地下鉄移

動

騒

音

スペク トJ レlζ 対する許容値) で決定する。または) 式の1i

辺第 3 項の宅内の平均吸音率を，設計した各純仕上け. 材

の値より求め，透過守ミャを未知数 l乙おく 。 ζ 乙で(1)式の

ヶは ，

j員後 lζ 外 )¥jl 騒音の樟煩

をつかまえるためのチ ェ

y クリストとして一覧 j.(_

を作った。なお騒Ff レベ

ノレおよび騒712の特性( ス

ペク卜ノレのピークが，低 ，巾，高音域のいずれに属すか

を示す) は参) J 純であり，実際 lζ は，乙れ らは: g:u:);¥測定

を行なって決めねばならない。

外 部 騒 音 の

チ ェ ッ ク リ ス ト

7 = 工町 ・SI /5.. ・0 ・0 ・ ・・ ". . . . .. ・ ・回目(3)

であり， 5[  ( m
2

) は騒音K 而している総而積5( m
2

) を遮

音上性質の災ーなった控，窓 ，1J j ¥などの手宇部分K 分けた而

主!i であり ，S= ご51である 。また η は各々のめ に 対する

透過率である 。 乙のように，守は平均透過率であって，

参. ) 5文献

ＱＱ 本辿築 学会設計 ｾ ｉ 蘭バン Ｗ レット Ｔ r音響設日J - J

"  14 ｲ 騒音防 ＱＱ ＭＮ ＺｉｉｬＺｾ十 Ｑ J  

"  15  r騒音防 11 設計 2 J

日本音響材料協会編 w築音轡工学ハンドプ ック」

守日i 栄 「騒音と騒音防止」

石井聖光 rU¥築音響と設計路工J

壁面を構成する材料とそれが用いられる而肢により与え

られ，窓ガラスなと. の透過損失の小さな ものをjよくJfjl，、

たり， 115，¥聞をつくると 7 が大 きくな り，騒音のj ( 主断lこ

は不平IJになる。また普通は騒f ' f lζ 而するのはー而だけで

ないから ，他の而の考慮をお乙たると i虚子f した而の効

J裂がなくなる。
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窓- 壁面と遮音ーその実例と 考え方-

竹中工碕庖設計管狸邸

米 国 正 義

| は し が き |  

円ノドの{j j ¥rlT:!Rri 1化が進むにつれて，街

路の騒背は 10年前 lζ 比較して奥常に符! 大

している 。特1 C1砧近の自動車の激閣は厳

しい交通規rlilJ を施かないと 7 ヒを起す状

態 IC追い込まれているから ，かえってい

ままで: 前十かであった裏通りにまで交通騒

音をまき散らすような状態になってい

る。建築の設計 lζ 当つては ，前面道路よ

りの騒音のみでなく ，各方向に ついて騒

音源の調査を行なっ て，計画を進めなけ

れば忠わぬ手抜かりをする 乙とにな る。

街 路 騒 音

S主

立

目

レ 70

ベ;

jレ

(db) 

E量 80 

且臼

レ

べ、

70 

Jレ

(dB) 

60 

50 

窓 ・壁面の遮背値を決めるためには ，

まず外郎騒音レベノレを確める 乙と が第ー

であろう。 図 1 は街頭で見かけられる 一

般的な自動車のH寺速約40粁の走行背の周

波数分析値である 。 O. A の値は変って

も周波数成分は大体似た傾向を もってい

る乙とがわかる 。速度が速くなると高周

波成分が将司大する 。図 2は最近数年の大

阪附近の街路騒音の周波数分析値であ 40  

る。乙れも図 1 と同様に O. A の値は変

っても各周波数の成分は大体相似の傾斜

をもっている乙とがわかるから ，周波数

分i庁が困難なときには . 外壁面の位置で
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図 1 口口口口

100 

争- - - 4 式阪駅北gs 38.12 

%一 - - x ; : 申戸三宮 36.7  

0ー ー- 0 堂畠文嶋 1mノポン， 40.4

・一一一・ 士 ょ L通 過 助' 40.4

0ー- 0  J¥阪市中 1 1踊 37.12 
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路

za 

( 門}

ー5 。 サ 5

4昌 4 db 

図 3 口口口口

騒音計の C 特性の測定をして， 乙れを O . A . の所 1<:; 入

れ，先lζ 述べた傾斜の成分lζ 配分すれば大過はないと思

われる 。建物Jの高さによる変動は図 3 1ζ 示すように 5

F 位まで増加し ，それから小々減少するようであるが，

前面道路の状態や向い側の建物の状態などで差違がある

ので，高い所は静かだろうと考えると案外近くの建物の

逃絞がきかなくなり ，音源が拡大するので減少しない乙

とがあるから注意を要する 。

室 内 騒 音 レ ベ ル

匡; 建築物の各室の許容される騒音の程度は ，その室それ

ぞれの用途により異り ，一概にいう乙とはむつかしいが

表 1 に騒音の許容基準曲線 ( N C曲線) およびそれに相

当する許容騒音 レベノレ( ホン . A特性) を示す。 図 4 は

N C凶線である 。その他少し程度を下げた N C A曲線が

あるが省略する。いままでは許容騒音レベノレを用いた

が，最近は重要な場合はほとんどN C曲線を用い . 周波

数成分を考慮K 入れる傾向にある 。また N C曲線に 5 -

10を足すと許容騒音レベルになる 。

46 
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図 4

表 1 各榎の部屋lζ 対する騒音の基準案

( B eranek )  N . R より

適用寸る N Cま 殺当する騒音附の ｴｾ
ｾＡＤ＠ d { の 碕 帯1 た N C A曲線 み ( A スケール) 子

政 送 スタジオ N  C  15- 20 25- 30 

吉 司書 常 N  C  15- 20 25- 30 

劇 1日〈印OJN; 担;，，::1品位なし) N  C  20- 25 30- 35 

古 都 京 N  C  25 35 

会 必 喝 (50人) N C  25 35 

テレビ ・ スタジｾ Ｎ N C  25  35 

γ パー ト・ホテル N  C  25- 30 35- 40 

会ぷ助 (j 仏， :i 強位' 吉) N  C  25- 35 35- 40 

教 出 ( 払 戸 強 雌 な し) N  C  25- 35 3: ; -45 

;i( Iff ( 脱出) N  C  25- 35 35- 45 

会 脇 信 (20人) N  C  30 40  

映 削 ft" N  C  30 40 

1両 院 N C  30 40 

教 会 N  C  30 40  

政 判 所 N C  30 40 

図 S 館 N C  30 40 

小 事 務 室 N  C  30- 35 40- 45  

料 理 庖 N  C  45  55 

運動餓技掛( 拡，u 装置 っき) NC 5 0  60 

3詰騒音計のA 特性の読みは通常N Cナンパー + 10位になる。

N C幽総により事務室ならば N C 30- 35. ホテノレなら

ばN C 25- 30と決める 。 しかし役員室関係なとは事前1(.

よく打合せをして置かないと ，神経質な人がいるから後

で困るととになる 。



透過損失と

実 効 遮 音 値

空気伝播音 ( air borne  sound) の遮

i析についての材料の能力をぷわすのに用

いられる値が透過損失 ( T .L ) である。

隔壁 lζ 入射する音響 エネノレギーを L と

し，それを透過 して他方の空間 lζ 放射さ

れる音響 エネノレギーを Ic とすれば ' T =

4 を 透過率 ( tr ans…ion  c叫

ci ent ) とい い，透過率の逆数の対数を 10

倍したものを透過損失 ( tr ansmi ssion
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外部騒音!と対し て室の防音の総合評価

! とは外壁の透過損失と室内の全吸音力が

関係する。すなわち室の周囲が一様な音

場で取り巻かれているとして室内外の音

圧レベソ レ を ｌ Ｑ • L 2  ( db) .  周壁の壁窓

などの面積を お，透過率 η とすると ，

L 1 - L 2 (db)  =  1010g一旦一= 1010g

a

=  
Z γ，S， Ｎ ｾ Ｎ Ｍ￶＠ 7'  

T. L +  10 log ｾ＠ Knudsen V. O は，乙

れを実効遮音値 ( noi se insul at ion  factor  N.I. F .) と

よんでいる。

タト壁および

窓 の 隙 間

図 5は実効遮音値の減少量を示す使利な図表である。

例えば厚さ 15纏の コンクリ ー 卜壁 !C1/ 1000の大きさの穴

が明いている場合，コンクリ ート の遮音値を 45db とす

ると45db の曲線と 1: Ｑ ∞ Ｐ の 横 ｪ ｬｾ ｩｉ の交点、を 下 Ａ ｃ 降 ろすと

15db が得られる。すなわちとの コン クリー 卜壁の実効

遮音依は 45- 15= 30db となり ，切角の厚いコンクリー

トも遥かに小さな値となってしまう 。すなわち ，ちょっ

とした欠陥も遮音値 !C大きくひびく乙とが解る。また学

校の窓などは厚い硝子を入れるとかエアタイトにすると

1・1

2:  1  

4:  1  

8:1 

;1意 曲線上のl直! ; t遮音f直の差を示す

111111 

1111 

慰問組

宮戸

官

d  | 必

-tc  i  t|LLP l  

λ  山

¥N  

tY. 

11  

11 

o  5  10 15 20  25  30 35 40  45  50 日 60

遮音値の減少量 dB (高l '万の遮音値からの減少量)

図 5 一様でな い間仕切の実効遮音値の減少量 db

か して遮音をよくし ても，夏期 lζ 窓を開放す ると 窓面積

をE主体の 弘 としても 45- 38= 7db とな り，無意味とな

る乙とがわかる。むしろ空調ま たは換気を考える 乙とが

先決となる。ま た異種の材料で壁を構成すると き，その

面積比が 1 ・1 !C近いと， 遮音値の差が大 きく 30db も

あっても ， 耳石い方からの減少誌が 27db となり . 3  db 

しか低い方よりよ くならないことがわか る。

外 壁 お よ び

窓 の 遮 音

図 Bは代表的な外壁の材料である。 20Wi J立の コンク リ

ートは平均 52db で外壁の遮音材としてはずば抜けて優

秀である。次がコンクリ ー卜 ブロック 15橿厚に両国モノレ

タノレ塗でt平均 44db である 。シポレックス 10極の両面モ
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表 2

1'--..占竺ごと1
12*50

1ω0 1
1∞伽叩001 備 考

L ， db 167 叫65. 0162 叫60 剖57. 0149.0

L "  "  151. 0143.0137. 削32. 0130. 0128.叫N C- 30

L :J "  147 叫39. 0132. 0128. 刷25.0i22.叫N C- 25

L ，- L "  "  116. 0122. 0125. 0128. 0127. 0:21. 叫NI F，= L ，- L 2

L ，- L "  "  120 叫26. 0130. 0132. 0:32. 0127 叫NIF 2= L ，- L"

T L ， 1I 5 卵 胞 到25. 2124 山 7. 0!T L，= NI Fl + 1010g; .  

T L 2  h9. 2!23. 2[27. 229. U9. 2
1
23. 0

I

T L 2- NI F2 I  1山:

硝子3'%. のT L '20. 0:23. 0'27. 030. 0!34. 0，25. 0  4  

" 5  ，， 24. 0'25. 029. 033. 0:包 0'32. 0 2 林

"  5-6- 5 "  24. 024. 026. 034 仰 031. 0 3 器

。33. 031. 040. 0 1 測

定

J レタ J レ塗仕上げは平均 3 6 db であ るが， 乙れは比重が

O. 7位の軽い材料である 。9. 5極厚の硝子フe ロックは平均

33d b である 。

いま事務室の硝子窓の面積を俊市のljz，窓の遮音値を

3 0 d b と仮定 して， 壁の材料を上述の 4 種類から選定 し

てみよう。 図 5 より面積比1 :  2のと乙ろを読みとる と，

材 料 名 |遮童値| 高けから 1 低 い 方 附 す る 地加

i の 江 凶 |の少量( B ) I 飯 (A - B) +30db

硝子プ ロックじ33- 3 0= 3 1  1  2 + 30= 3 2  

シポレックス 13 6- 3 0= 6 1  3  3 + 30= 33 

H ( 1 5 c m)  4 0- 3 0= 101  6  4 + 30= 34 

コンクリー卜 IA  A  <"'¥r'¥一、J
14 4- 3 0= 141  10 4 +30= 34 

プ ロ ッ ク 作"' - .J V - j 斗 1 'v I  

コンクリート 15 2- 3 0= 2 2 17 1  5 + 30= 35 

11  ( 30c m) 陪5 - 3 0= 251 2 0  1  5 + 30= 3 5  

T L ，IC対しては全部会絡

T L 2 1C対 し不足の筒所 iζ ーを付けた

ので十分である ζ とがわかる。また 35d b 以上の遮音が

必要であれば窓の遮音カを増すために二重窓 lとすると

か，窓と壁の面積比を大巾 IC縮小しなけ

ればならない 乙とが明らかとなる。

図 7 は窓lζ 使用される主な硝子の T .

L. である 。前 lζ 説明したように，外壁

lζ 大きな窓があるときはその窓の硝子お

よび窓サッシの選定が大切である。 外部l

騒音から考えて硝子厚さの選定は次の方

法で行うとょいと恩う 。図 2より外部騒

音 レベJ レを 7 5 db とし堂島大橋の測定値

を利用すると 表 2 のどとくなる。

N C- 30ならば全部合絡である。 しか

し吹出音やその他のノイズを見込んで

5  d b 下の N C- 25まで下け. ると し2，3，

4，5 の11原序とな る。しかし窓のT. L. は

硝子のみで決定せず，附子の支持方法，

パッ キングや締め金具などにより大きく

異る。 図 8，Ｙ はｾｩｊｩｲｴ ｬ 回転のアルミサッ

シの笑例で割合遮音のよかったものであ

る。 図10はそのT . L. 値を示す。 図 8 の

サッシは エア タイ トのビニ ーノレ帯の先端

が三本lζ 分かれて二列 IC植えられている

が，乙 れが適当な支持とシ ールをしてい

る点でT. L . が優れた結果になったと恩

われる。 しかし開閉がやや困難で窓を定

期的 1<: 清掃する以外開閉しないようなと

乙ろに使用する 乙と が望ましい。 図 9の

ものは圧搾空気でシ ーノレする方法で成績

も優秀であるが， 定期的 IC空気の補給が

必要である 。 図 11 は片聞き窓の例であ

る。竪長であるため，締め金具はやはり

2 カ所位必要であろう 。

となり ，シポ レックスかコンクリー卜プロッ ク程度のも

-一一・コンヲ1) ート 20cm( CBBRS1  

70f  ト 『 万ラス 10"，195%厚(小叫1!! Hl

。，- . ' - 6 コンワリトプロヲワ 150車両面" ' 9ル¥.1

( J l¥..f.. J . 理研}

。 一一吋 ｏＺＮＮＮｾ レ“， ｮｉｏｾ 弘 車 雨量モルヲ ＱＱＲ ， ・世上ｴｴＧ
{ 踊 式 亜 日 )
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図11 仁口口口

以上窓の決定の一端を述べたが，多数

の同一型の窓を製作するに当ってはモデ

ルを作り ，実験室なり現湯のモデルノレー

ムなりに取付けて T . L または N . 1 .  F  

を実測してから怨作した方が現在の日本

の裂作技術や音響資料から安全である 。

図12はその一例で，①は現湯測定より得

た周波数特性で O . A は 86db である。

②はモテツレル ー ムで実視ｾした窓の ｎＮ I. 

F を①より日 |いた値すなわち Ll - N.

1. F  =  L 2である。 ζ れは室の計闇値N

C - 30以下にある。①④は乙の建物の唆

工後の実測値で，③はファンコイル停止

H与で②IC対応する 。@ はファンコイル H

のと きの{ 直である 。
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屋根にかかる衝撃音 について

竹中工務I占技術研究所 ・工博

ひ だ

樋 田 直 人

は じ め に

建築はもともとわれわれ入閣の生命や生活を守る「う

つわ( 器) J ないしはシェノレタ ーと して発達し存在して

きたといってよいであろう。従って，生活空間を形造る

建築の床や壁と同様に，屋根もｾ築的』 ζ 重要なコンポ ー

ネントであるはずである 。しかしながら従来屋根加につ

いて，雨 ・風をしのぐ諮問題や; m; 熱的な分野でかなり考

慮がはらわれてはいるものの，音響的な而では，屋根市

についての考察はあまり省みられていないのが現状であ

る。そ乙で ζ 乙では屋根面にかかる騒音のある 一例につ

いて，実験例を添え，参考 lζ 供するとととした。

屋 根 と お も な 騒 音 源

騒音源は普通その性質上，し、くつかの異な ったカテコ

リー に分類される 。 乙乙で音が発生するｾＪ的なタイプ

により分けると次の 5 つのタイプがあげられ る。

(1)  Ai  r  (f low)  Sour ces 

(2) Fri ct ion  Sour ces 

(3) J mpact  SOll l" C 巴5

(4) Magnet ic  SOllr ces  

(5) ( Mechani cal)  F orc巴d Vi  brat i on  

乙乙で，建築の コンポーネントとしての度線に ついて

考える H寺，上記のいずれの騒音段、に対しても，折りにふ

れて1! k I 係がある乙とはいうまでもないが，一般に屋線 Iζ

52 

かかる主な騒音源となるその対象は ，航空機騒音や降雨

H寺の騒音，ビノレにあっては周囲の組築織械設備騒音や，

屋上レクリェーション施設の騒音などが，今日実際面で

よく問題となってくる 。乙れらの司 lで，乙乙では騒音源

が街般によるもの ( J mpact Sour ce) と考えられるもの

を対象にのベる 乙とにしたし、。 J mpac t Sour ce は一般

にさらに 3 つの音響源κ 分けられると考えてよい 。すな

わち第 l にある板をハン 7 ーでたたいたとき発生するよ

うな音，つまり比較的広範閣の周波数ノ《ンド域 ( Broad-

Band) をもっ街懲騒音と ， 第 21ζ 総や線をハン 7 ーで

たたいたとき発生する音，つまりピアノの弦をたたくと

きのような T one と. ?H3 IC鎖，鈴をハンマ ーでたた

いたとき発生する Har moni c T one とに分類される 。

(図一1参)¥('0

以上のように考えて くると . rたたれれる 'fJtl Jの材料」

としては ，やはり板

状材料がx ] 築のコン

ポーネントの中 Ki手 ζｾ 、/  

ヲィシノ
ろう 。床や昆板は音

i  

響的な i浪でみると ，

そうした状態におか cal  RELATI VELY BROAD-BAND 

れた材料とみてよい

のではなかろうか。

づグク
そ乙で「たたく {WJ の

カ」となるものはうた

際ICはハン 7 ーでは

なくて，人の足音

や，器 物 の 移 rj}J 音

(bl T  0  N  E  

や，機械のff ，そし

て屋被 IfI i 1ζ 降る雨

u A A  
が，板をたたくハン

7 ーの役 口をするわ

である 。ζ とでは ，

特 IC: 降雨時の屋根町

で、の街ｾｾ騒音につい
(cl  HARMONI C  T ONE 

てふれる乙とにす
図- 1

る。



降 雨 と そ の 性 状

一- 般にわれわれは ，鉄骨造工場などの金J i s ，板11 をした

i J ! 物の中で，雨がはげしく降ったとき ，室内が非常に騒

々しく感ずる乙とを経験するであろう 。あるいは金属瓦

Jl 惨屋根の住宅でもそうである 。乙れらは皆，雨が降っ

たために板である屋線面に雨粒があたって，たたく結

果発生する騒音である 。 とれを筆者は降雨騒音 ( R ai n

N ois巴) と呼んでいる 。乙の降雨騒音は板( 屋根) を通

して室内にも伝i訴し ，われわれの耳 !C入ってくる 。そし

てときには室内での会話を妨設するなと ，いろいろな問

泌をかもし出している 。

乙乙で，気象学上の雨について簡 '11!ζ ふれてお ζ う。

(1) 雨滴の形について

空気中を落下しつつある雨前1は一般に球形または推の

うた状をしているとみなすべきであ ろうが，しかし泌が大

きくなるとその形は変ると推定されていた 。元米，空気

ι1-' を落下する 水滴には ，その形を球 lζ 保とうとする表面

仮 j ] のほかに重力と低抗が作mして変形しようとしてい

る。そのために大きい水滴では球ではなく， かなり変形

したものとなる 。近年，孫' l l f博上の研究によ ると7l <i尚の

形は! 日平な「まんじ申う J 型をしている乙と が高速度写

真搬影の結果わかった。また . 7.kii :f. iの分裂についてはア

メリカのブランチヤ ー ド氏 ・レナード氏の実験で知られ

るように ，気流が乱れている湯合は直径 5.5 mm以上 !C

なると分裂し ，気流が乱れていない初代は直径 9.0 mm

まで分裂せずにいると 言われている 。

(2)  雨滴の大きさと分布

オーストリーのデファント氏は60<1手，jij の実験で，ひと

雨ごとに雨消の大きさを統計した結果 . 1誌も多く 降る雨

i尚の目 方はO. 11. 0.24.  0.35. 0.46.  0. 69.  0.91. 1. 39. 

l 似 . 2.8.  3. 7 mg で， 大体 1 :  2 ・3 :  4  :  6  :  8 ・

12 ・16 の重量比をもっととを発見した。

日本の森氏の測定結果では . 1比大の雨j尚は直径 3 mm

で. I直径O.5ml 11-1.  5 mmのものが多数をしめていると

報告している 。ま た，ウイズナ一氏はジャワでの測定で

品大直径 7.3111111で. Ｔ Ｍ Ｕｭ ｬＱＱの ものが ｩｾ も多かった

と述べている 。 日本では高橋博士が多数の雨i尚の大きさ

を測定したが，そのうち一審大きかったのは 1937年 6 月

18日lζ 東京で降 ったときの雨で，そのE 量が0.56g であ

る。乙れ lζ 対する直径は 10m111 となり ，東西を問わす測

定された雨消のうちでのM大のものといわれている 。

(3)  雨滴の落ちる速さ

臼然の雨i尚の落下速度の測定はシュミット氏の実験 lζ

始まり多くの実験がなされている 。 乙の点については行

略するが，重要な乙とは ，落下する水滴が始めはゆ っく

りと落ち ，次第に早 くな ってついに一定の速さに述する

という乙とである 。乙の一定の速さを終速度という 。理

論的な研究の結果によると ，終速度は7 . ki首1の直径とそれ

が均年下中 !C受ける抵抗によってきまる 。ガン氏らの測定

によると . 7.kii両をいろいろな高さから落したと乙ろ ，直

径 6 m mのノ'.k i尚は高さ 6 111を落下すると終速度 lζ 述する

と言われている 。乙の終速度はわれわれのモテツレ: k 験の

l療の7. ki尚昨年下装置のi11i さを決定するのに重裂なファクタ

ーとなった。

(4)  雨量について

今考えようとする対象の建物が東京地l廷にあるので，

乙の地区の|鈴ノ' 1<l l J について. 1931- 19ω 年間の約30年1m

の、|ι i句で刀別の降水量を示すと 第 1 表のとおりである 。

第 1 褒 東 京 の 月 降 水 量 ( m m)  
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また) 花京における降水 iEの最大記録は第 2表のとお

りである。

第 2 表 東京の降水量の撮大記録

11 ｾｬＡぷ ￼ｬ の政大記録 393 m m 

l 時IIU降水肢の政大記録 89 m m 

10分11日降水 lil の段J d己録 33 m m 

1958.  9. 26 

1939.  7. 31  

1953.  8. 23 

(5)  降雨日数について

仏1織に) 反京 lζ おける過去 10年間の雨 H数について，

n別の|降水: ，::fij の雨日数を示すと 第 3 表 のとおりであ

る。

第 3袋 東 京の 10年間の雨 回数

日 降 成 虫 11 除 水 罰 1 . 1 降 水 量 日 防 水 位 11 降 水 jl (

1  m m以上 10mm 以上 30mm以上 5Omm LA上 100mm阜上

1J. J  

2月 7  

3月 10 12  
。

4月 J l  9  
。

5月 12  6  9  

6fJ 12  20 l  

7JJ 11 10 
。

8tJ 10 12 

9)J J 3  22 9  

10!J J 2  20 B  

8  8  3  

12t J  

。

115  51  136 1  39 

1951- 1960年 平 均 ← → 1951- 1960 総 n数

以上のように雨の性状および状態を気象学的に知る乙

とができる 。
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降 雨 実験 の 概 要

(1) 実験用降雨装置について

上述した雨の性状の検討から ，

実験的に近似の雨をふらせる装置

を，何回かの予備実験の末製作し

た。そして測定しようとする屋狼

而をもっ試験小屋の周聞に ，地ヒ

面から約 7. 0 m ( 終速度が得られ

るように) の高さの位置に|降雨装

凶- 2 : J . > 験小屋とマイク位凶の関係

置を設i泣し ，7J<iiはiの臼然落下によ

る近似降雨を作り出した。

そして降雨装置からは大別して，大粒と小中立の 2 種頬

の雨泌を落下させ，また相当雨量として換算した モデノレ

降雨量を次の 4 段階とした。すなわち ，

小粒 30 m m/時 大粒 30 m m/ II寺

小粒 45 m m/時 大粒 45 m m/I時

小粒e I J m m/時 大 粒 凶 m m/時

小粒 120 m m/ II 与 大粒 120 m m/II 寺

乙乙でわれわれが作製したモテソレ雨滴の粒径を粉末法

によって測定した結果を，大粒のA見合について，その重

量一と直径の一例を示すと次のとおりである。

1  i尚当りのi l l : lil ( g )  

0. 0707 

0. 0828 

0.0976 

球の直径( Ill m)

5. 14 

5. 66 

5. 72 

以上のとおりで，大粒の場合でも自然雨の実測に基づ

くととろの粒径 5. 5 ml l l 以上で- は分裂するという限度に

近似する結果を得た。

したがって降雨実験問の乙れ らの モデル水滴鮮は一応

終速度を得られる高きから臼然落下させる乙とによっ

て，近似の降雨とみなす ζ とが可能となった。

(2)  実験小屋と屋根

災験小屋は 1. 6 m x 2.  2m の平 l射をもち ，11.6さ1. 8 mの

ffi "liJ : ブロック造小脳を作 り，内 !i &1ζ グラ ス ・ウーノレ，床

面 l ζ1政音クサビを配置し， Dead R oolll とした。( 図

- 2参照)

そして，乙の小屋の周囲をとりまくように ，パイプ構

造のやぐらを地上 8. 5 III のi認さに組み，屋糠の其上 lζ 降

雨装置が設置しである 。試験休となった屋以は ，吉村) 1民

三東京芸大教綬によって設計された皇居内に造営中の新
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実験小屋と降雨抜l r 1

宮殿のための屋恨の以初の原案κ 必づき ，乙の仕様 lζ し

たがった実寸大 i部分サンプルで，乙れを注意深く試作 ・

施工した。 ζ の屋』艮精進は ，。目8- 1. 0務厚銅板を折曲げ

加工して，母屋チャネ j レにボルトで緊結する方式のもの

である。( 写真参照)

なお，乙の設計では屋根の内側がすぐ室内に通ずるの

ではなく ，と の金属板葺屋根の下Iζ ，5J IJ の鉄筋コンクリ

ート造ｾ物の屋糠スラブをもった宮殿建屋 があって ，そ

の上にさらに担った形式の二重屋根となっている 。 しか

し， 乙の屋根裏 11 : あたる部分は， 設{J I有用に供されるた

め，屋恨哀の騒音は，やはり留意しなければならないわ

けである。

(3)  実験概要と結果

乙の実験の主旨は前項で述べたように， 銅板製シング

J レ・プレートを加工した屋根構造であるために，降雨時

lζ 屋板板を打っときの音，あるいは透過する 音が予怨さ

れるが，それらの関係が，未だ明らかでないため ，各種

降雨11寺lζ 発生する騒音の種々の音型j性状をj也拐ーするのが

目的である 。

乙の214験の実胞は民外のため，風/"J ，風速，温度，湿

度等をむ:El l l ζ 測定監視し， 11音騒音を考慮して深佼1r，' 1天日

lζ 行な った。 測定m口， 測定装置なとについては行略

し，測定結果のうち 一郎についてのみ紹介する 。

乙の災験で，モデJ レ降雨によって屋糠板がたたかれる

ときの小屋内部での透過音周波数レベノレを， m粧の大小

および相当雨臼; 別に測定値として示したのが第 4表で あ

る。

表でわかるように ，雨粒が小粒の湯合， O. A. で 58 -

63dB，大粒にな ると 67- 69dB で， lOdB ijij 後のi'2がみ

られる。



第 4 褒 透過音レベル ( 単位 d B)

ｼ 雨粒 ｲ ｾｾＯｾ ｲ Ａ ｏ .A. !J 25:;'B!250" !500"  !1000'' !州市o川8000"

30 58  34  45 I  45 41 39 34  21  

j、- 17
58 33 47 46 44 41 36 22 

銅

詑

60 59 37  46 46 41 41 37 23 

板

120  63 41  52 50 46 45 40 25 

の

ま 大

30 67 45 56 56 50 49 45 28 

ま

45 66 46 56 56 53 49 46 32 

栓

60 66 45 56  55 51 49 45 32 

120 69 47 60  56  52 50  47 34 

しかし，雨量の培大による影響は，いずれもあまりみ

られない。

乙乙で，乙 の透過音レベノレをいく らかでも下げるため

に，その試み として，ζ の銅板屋根の裏面ι l 火付石綿

( トムレッタス ) を吹いた結果，そのとき の透過音 レベ

ノレは第 5表 lζ 示す ようであ る。

第 5 表 透 過 音 レ ベ ル ( 単位 d B)

|雨校12mAo A  im %lM 1 w r |l∞o' J 2000H4W' IB M '  

30  54 34  44 39 39 32 25 17 

j 、- 17

ト

53 33 46 41 38 18 

1. 

桂 60 54 35 46 41 40 34 19 

レ

!ノ

120  58 38  48 43 43 37 27 21 

タ 一 一

ス 30 63  45 56 51 48 41 34 23 

吹
大

付
45 62 46 56 51 49 42 34 23 

後

60 65 47 56 52 48 43 35 24 

投

120 66 49 60 52 52 44 37 25 

乙の場合の透過音レベノレは ，小粒の場合，O.A. で 54

- 58dB，大粒のとき ，63- 66dB である 。したが って，

トムレッ クス処理をする前にくらべ ，O.A. で 4 d B程皮

減音する。しかも ，高音域では乙の効果は大きく 10dB

程度にもおよぶ。

(4) 考 察

降雨による透過音レベノレについては， 一般に雨ii留の大

小の差による影響は大き いが，雨量の多本による影響は

少ない 。例えば，大粒の雨の場合は雨量は少なくても ，

小粒の雨のときに比べて， より大きい騒音 レベルを示

す。また，雨量のi首大 IC : よる騒音レベノレのi首加は，概し

てなだ らかであり ，その影響はわずかである。

次 ｬζ 騒音の周波数特性であるが， 一 例として ｲｾ ｦＺ ｉ ｾ Ｚ￭ｩｊＺＱＺｦｊ

m m/I 待相当時の透過騒音周波数特性を示すと 図-3のよ

うである 。乙れでt わかるように ，概ね250- 500%付近に

ピークをも ち，中 ・高音域で低下する特性を示す。

これは ，一般の交通騒音などにみられる周波数特性に

類似しているといいうる。しかし ，降雨騒音の音源の性

質としては，屋根面を面音源とする音源と考えてよいで

あろう。
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図- 3 降雨 60 m m/hr 相当時の透過騒音 レベル

屋根 の設計のために

一般に建築の設計は ，今日で: はかなりよく考え ，そし

てゆきとどいた設計がなされ，また洗練されたディテ -

J レも確立している 。しかし屋根となると ，特に音響面で

は，必ずしもそうではない 。窓とか壁に神経を使うと同

織に屋根にも十分な配慮がのぞまれる 。

はじめにのベた航空俄騒音などの空気伝j福音について

は窓や壁を十分に考えたのと同機，屋根商K 対する考慮

をしなければな らないし ，窓や壁をいくら遮音性のよい

機迭にしても ，E副長が弱ければ，ある音は屋根から伎入

してくる 。乙の点，屋根の空気伝播音の遮断も重要であ

る。

現在 ，JAミの遮音については ，諸外国では DI N 規格に

みられるような床街単音遮断力判定量などによる規定も

あるが， 屋根面については ，特にその規定らしいものは

なく ，今後の研究lζ 待たねばならない。

たとえば，コンクリート E塁線スラフ をもっ縫物につい

ては ，雨の場合はと もか く，ヘリコプターの着陸m屋狼

などに ついて，問題がIII てくるのもその一例である 。 し

かし ，iili い板材を屋桜I j 材として一般に伎われる 大スパ

ン情造物や ，工場，住宅なとでは，かなり降雨H寺の騒音ー

が問題とな っている。

乙乙では特 lζ 国体伝播音で特 lζ あま り知ら れていない

降雨時の衝撃音につい て紹介したが， 建築の屋根を音響

Ｈｉｾ にみた場合 ， 11寺Iζ 応じてダンピング材，吸音材の使用

を忘れてはならないし，そしてまたその設計のディテ ー

ノレも lii JL1[. しなければならないのではなかろうか。
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内 部 騒 音 と は ー その対策と考え方一

神戸大学大学院生

山 本 到

w築設官iii の普及ととも

に内部騒? ? は明大する 一

方であり ，設計 lζ 携わっ

内 部 騒 音 に つ い て ている方々もいろいろお囚

| まりの乙とと思う 。

内郎騒音は ，一般に外部騒音 IL比較して目立ちにくい

ため ，外部からの騒音はなん とか防止で きたが，内部騒

背で失敗したという例はしばしば経験される乙とであ

る。

乙れは外郎騒音が完全に防止されればされるほど，小

さな内郎騒音でも耳ざわりになってくるととと ，そのほ

とんどが建物が完成し使用状態になってから発生するた

め，設計 'i
1 にその騒音の特性とか大きさがつかみにくい

などのためである 。

設計 lζ 入る前 lζ ，外ml 騒音の助作にもいわれている ζ

とであるが， まず騒音源の調査をやらなければならな

l 、。

乙の調室で- . ( 1 1 : 大切な乙とは騒音のスペク 卜J レレベノレ

( 周波数特性) を調べる乙と であるが，乙れについては

学会のパンフレットなどに代去がJ な騒? ? 似のスペク 卜j レ

レベノレの実例が報告されているので，乙れらを参照され

れば，大体の目安はつかむ乙とができる。

騒音レベノレがわかれば，各主E用途のtit 物や部屋につい

ての許容騒音レベルを考慮しながら各部の JI 図を進めて

いく乙とができる 。 すなわち ， 同じ大きさの騒音源、で

も，郎屋の斤j途によっては必要な遮音山ーは貝= なってく

る。

では乙乙でいう内部騒音にはどのようなものがある

か，大まかに空気伝帰音と間体伝情 lf. ( C 分けて列挙する

と。

空気伝l謡音 -aeeJJE認のベJレ， ラジオ ・テレビの1tf -声，

i:! rl!i， タイプライター ，ｾｉ ・ｴＢ［ ｬ 機 ， :g;:i¥J rdダクトの吹山

11 ，換気ファン，宅内ユニット型クーラー

間体伝 ｩ 活 ｦｦ ＮＮＮＮＮＮ ｾ ，淵川機械 ， 名陀ポンプ Ｎ エレベータ

ー，給排; 1 < 用配竹類，扉の1 ) 11間百"， JE [i' 

などまだ他 ｬζ 各回騒 ｉｦｉ 源がｾえられ ， ま たこれらの内

! こはどちらにも人 るものがある 。

空 気 伝 矯 音の 防 止

空気伝l需音とはff7'ffi1か

ら直接空気rTIζ 音が放射

されそのまま耳 IC達する

もので，その騒音防止対

策としては ，次 IC述べる

ようなものがある 。

a. 音源を小さ くする

乙れは ｉ 忌も ｾｊ 耳院が ｪ な対

策法である 。 しかし騒音の種類によっては，建築技術必

だけでは解決できないととが多く ，他の分野' の技術. f i . の

協) ] を願わなければならない。

簡単な例として，廊下の足音は，特 IC学校や病院なと

で問題になりやすい騒音源であるが，床の仕上 IC ，ゴム

タイノレなどの柔軟材を張る乙とによって減少さす乙とが

できる。

b. 音源を遮音材で囲う

騒音源となるものを遮音性の大きなスクリ ー ンなどで

カバーする 。乙の1I! . i ，内i邪音圧のヒ昇を防ぐために，ス

クリーンの苛源側の仕上はできるだけ l及音ネの人; きな材

料を ｊｉｊ いる 。 完全 ｬζ 密 ｉｊｊ できればよいが，もｾ用上どうし

ても ｉｊ ｉ ｊｲｩを必ｾとする ＱＱ 寺は ， 以小 ｉＡ 良にとどめるよう留ＮｗＺ

する 。

給排水 J没。Hi のパイプ煩は ，コンクリー トまたはレンカ。

などでつくったノマイプシャフトにまとめて ，宅内 lζ 鉱山

しないようにする。

C . 騒音の大きな部屋はまとめて静かな部屋から遠 ざけ

る

音楽室， 娯楽室， 食堂など騒音の発生しやすい滞屋

は，平面;;1 函の時IL注志して，教室， Ｔｾ 務室，病院など

特 IC J ' ( f ' かさを必要とする部屋から迭さ. けるようにする 。

できれば同一階に配置しないほどの配慮が必要である 。

また乙のような部屋の間仕切には. i f f i ; 昔日の大きな材料

をmいるよう留なしなければならない 。

d . 間仕切， 扉，窓のすき間をなくすこと

特 lζ 的かさを必裂とする，スタジオ ，litt)J 検在宗 ，J担IJ

j払などの日lSfii は，略やb干のすこしのすきI / ¥J からも騒 f f が

μ 人して問題となる 3 ヰ!fI ζ 木製のi l ¥H はすき II¥J がIt じや

すいのでゴム，フェノレト ，モヘヤなどのガスケットを JIJ

いるか，1日r長をとってサウンドロックにするのがよい。

また . ノミ j 十点や空調ダクトを通して| 涛宅 lこ駁1Tが伝j，1)
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法

- 発生源で減衰さす

- 騒音の少ない機穫を選ぶ

- 音源、をスクリ ーンなどで闘う

・音源室の間仕切は遮音性能のよい構造にする

. 部屋の仕上 !C吸音材を用いる

策女す{9IJ  

ラジオ ，テレビ，レコー ドの音声，ピア

ノなどの楽器，話声，子供の泣き声，匂

気掃除器などの電気器具

タイプライタ ー，パンチングマシン 、包

子計算機，包話交換機，ユニット型クー

ラー，換気 ファン

空調用ダクト

実

間

欠

騒

音

空

気

固

定

騒

音

- できるだけ風速をおそく設計する

• i静かな郎屋と騒音の大きな部屋は別系統にする

. 消音器をとりつける

. 配管途中の鋭い幽りや断面の急激な変化をさける

. 水圧を極度に高くしない

・配管系統はパイプシャフトにまとめて，取付は緩衝

材を用いて構造体から離す

・衝撃を和らげるためにクッションになる材料を用い

る

マ

フ

ン

ル

タ

シ

一

一

ツ

ワ

オ

-

フ

ヤ

ウ

フ

シ

一

一

一

の

振

動

一

配

管

系

統

一衝

撃

音

一

機

械

類

一

体

伝

播

音

伝

指ー

音

固

- 機械室の配置計画

・スプリング，防震ゴムによる振動の制御

. 室内の吸音処理

扉開閉音

足 音

冷凍機，ボイラー ，エレベータ ー

機械，自家発電険，変圧器，送風機

ポンプ，各種作業音( 特に工場)

ておく ζ とも大切である。

b. 床衝撃音の防止

板張りやモ J レタノレなとの固い材料でイ土上げた床では ，

かなり大きな足音が生じるが，乙れらは充分に厚い柔軟

な材料の使用によって軽減する乙とができる。

C. その他の国体伝播音の防止

空調 ダクトは送風機の振動や騒音を伝えやすい ので，

天井から直接吊下げず防i2ゴムを介して振怒りが構造体 IC

ったわらないようにし ，ダク ト内を伝摘する騒音につい

ては . l汲音材を内張りした消音チャンパーを適当に配置

して許容騒音レベ J レになるよう留意する。

また扉の開閉音による騒音はドア ークローザーや戸当

りにゴムクッションをとりつける乙とによって防止する

乙とができる。

する乙ともあるから ，乙れ ら音の伝綴径路 lζ 注意する o

e. 部屋の仕上に吹音材をつかう

同一室 !C騒音源がある場合，直接音は小さくできない

が，反射音の減少によって市屋全体相当静かな環境をつ

くるととができる。また ，外郎から部屋 lζ 侵入してくる

騒音に対しでも，ある程度の効果が期待できる。

ζ の湯合注意する乙とは ，騒音のスペクトルレベノレ l乙

合せて吸音材を選定する乙とである。

f . 音のマスキングによる騒音防止

同時に迷った 2 つの音がある場合，一方の音によって

他方の音が問えにくくなる乙とがある 。長近よく行なわ

れているが，不快な騒音を特定の音楽によって心理的に

マスクする B . G. M . も乙の効果を利用した例である。

付表のチ ェック リスト

は各種建物について列挙

しであるため，場合によ

っては無視してよいもの

もあるが，一応検討され

た方がよい。

以上いろいろ騒音防止

対策を述べたが，一般的

事項で具体的な詳細にまで茜: けなかった。また建物用途

によって騒音の遮音E およびその対策法も異なってく

る。乙れら詳細については，参考文献を参照していただ

き，よりよい室内環. t J l を設計されるようお願いする 。

白骨文献 JIrJ f 暗ミ外部騒音とはミ Icl 日l じ

4.  

内 部 騒 音 チ ェ ッ ク

リスト

固体伝i蓄音は ，構造体

内郎を振動として相当広

い範囲にわたって影響を

もたらすため ，空気伝掃

音よりもその対策は注意

せねばならない。

a. 機械類の防護

冷凍機，ポンプ，エレ

ベータなどモ ーター を動力源とするもの ，その他各精機

械類は振動の少ないものを選び，乙れをよく調挫して仮

動を1 i 立小の状態にしておくのが大切である 。その上で発

生する振動 K 対しては ，スプリングまたは防医ゴムをTFI

いて，機械振i J l j } が構造休 lζ 伝わらないようにするか，機

械台のJ基礎を構造体の基礎と絶縁して z没けるようにす

る。また険械室などは騒音が問題になる部屋から主主ざけ

国 体 伝 揺 音 ( 衝 撃

音〉 の 防 止
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軽 量 構 造

目 次

1. 遮音の考え方

2. 軽量間仕切の遮音

3. 床と天井の遮音

4.  遮音性能の評価

遮 音 の 考 え 方 l

と 遮

::ll三

日

室内 !Cおいて遮音を考える場f ' i f( ，その対象となる音

には ，①空中音 と②固体音とがあって，その何れである

かに応じて; 虚音の対策が異なる ζ とは，既 lζ 述べられ

たとおりである 。

そして，空中音lζ 対して遮音のよい構造体は，必ず次

の 2 つの条件を備えておらねばならない乙とも ，既』ζ 述

べられたとおりである。その条件とは，②貫通子Lのない

こと ，@音波によって振動しない霊剛な矯造であること

の 2 つである。 ζ れら 2 つの条件の一方だけを満足して

も，よい遮音性能をもっ乙とは山- * ない。例えば薄い鉄

板，ガラス板または合板等は ，吸音性はよいが，遮音材

としては不巡当である乙となどがこの例である。

また，固体音の発生源は振lfj }J であって，その振動が構

造体の巾を泣くまでt伝わって行って，板振動 lζ 都合のよ

い{ 上上材( 例えば，壁や天井のボードや板類，または机

の甲板など) fζ 達し たとき ，初めて音となってわれわれ

の耳に届くものであって，こ れを防ぐには ，できれば振

動源の振動そのものを止めるか，減少させるのが第 1 で

あるが，それは必ずしも可能なとととは限らない。その

次には ，振動i l i l ¥、と構造体との| 習に防振材( 防振コA ムまた

はスプリング等) を挿入して，振動の伝達事を低下させ

るζ とである 。乙れでも不十分な湯合f ( は ，特別に国体

T34を倣う宅( 放送スタジオ等) では，構造体の室内に防

振材を佼った浮構造の内室を造る以外f ( 方法がない。

Ｇや ｲ ｬｬ 音 ｬζ 対する構造体の遮音性の大ｾについては ， 既

にi d 5 べられたとおりであって ，'11. - . 材料のI i i : f ( ，j ( の遮音性

エ博 日雄投E十工務限相談役

船 越 義 房

は，その単位面積当りの重量の対数に比例する( 重量則

と呼ばれる) ので，軽量構造による遮音というととは ，

i座音の原則に矛盾した乙とのように思われるが，そ乙に

はまた乙れを可能にする事実も隠されているのである。

例えば，重量J ¥IHζ よれば，単一材料による壁の厚さを

2 倍にすれば，工' j 1j は約 2 倍になるが，遮音性能は約 3

- 4 d B しか上昇しないので， 大き い遮音性を得るため

に，いたずらに重厚な壁体を造る乙とは，経済的に不利

となる 。と乙ろが，硬さの非常に途う材料( 空気もその

一つ) を何回にも組合わせて後合壁体を造ると，音波は

材質の変る境界の而ごとに反射される性質があるので，

乙れをうまく利用すれば，上記のような重品則とは異な

った遮音性能のよい壁体を造る 乙と も可能である 。乙乙

lζ 軽量構造 !Cよる遮音壁の存在価値が見出されるのであ

る。

i虚音を考えるときには，常lζ 以上のような数項目を根

木原則として十分頭において，乙れを実際問題 IC応用せ

ねばならないが. 次にそのようにして工夫され，設計さ

れた遮音構造が，果して目的の室の周壁なり ，天)-1: ある

いは床として満足な性能であるかどうかを判定せねば，

本当の設計の意図は述せられない。

遮音性能評価の詳細については後で述べるが，それに

つけて，うっかり見落される重大な要点、がある。それは

われわれの耳には常 lζ 沢山の種類と大きさとの騒音が届

いていて，その中の l 番大きな音だけがわれわれに喧し

いという感覚を与える 。それより弱い他の騒音は一応全

部隠されてしまうものである 。そこで，何等かの方法を

檎じて，その 1番l喧しい騒音をかなり減らす乙とに成功

したとすると ，それで騒音がなくなるのではなく，隠さ

れていた 2 ' / i 自の騒音が問えてくる 。ちらに乙の騒音を

防止すれば ， 3番目の騒音が邪魔になってくるという次

第で，ど乙まで= 行っても騒音はゼロ !C はならない。

具体的な伊lをあげると ，窓を透して聞える街の交通騒

Tf が70ホンあ るためむ話も聞えず，会議もできないの
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で，窓を 2 重にして乙れを50ホン lζ 下げる乙とに成功し

た。と ζ ろが，今まで気にならなかった換気騒音が“ ホ I  2. 

ンあって，今度は乙れの低減に苦労し ，設備業者を呼ん

で，消音ダクトを追加したり，風速を落したりで，漸く

55ホン lζ 下げる乙とができた。と乙ろがZS外な乙と IC，

今まで全く気付かなかった隣室での電話や話し声がかな

りはっきり問えてきて閉口するというととになる 。

乙のととを間仕切の設計の面から考えると ，ある ヒツレ

の内l I [1の間仕切に ，間柱を建て，両側から合板を張った

だけの僻迭にしたが，何の苦情も出なかった 。そ乙で次

の設計のl時にその太鼓張を使ったら ，隣室での話し芦が

問えて困るといわれ，仕方がないので，間住と l凶柱の悶

lζ 木毛セメント板 1 枚を姉入し ，モルタノレ塗にした後 lζ

介板の太立主張りにしたので帯情が納まった 。それからは

ビ〉レの問{ J 戸切は乙の方法による乙とにしたのだが，ある

ヒソレでまた前と同様の苦情がでた 。今度はもう仕方がな

いのでコンクリ ート の重量プロックを積む乙とに変更し

て，問題が解決したという例がある 。

乙のような トラ フソレの岐本はど乙にあるかとい うと .

間仕切の設計が必ずしも間違っていたともいえないが，

間仕切を透過する音と ，窓からの交通騒音や換気騒音と

の比較を頭におかなかった所にミスがあった訳である 。

ヒソレが建つ湯所が特に ｪ 竹かな所 ｦ ごったり，窓 ｉｃｾ 音のよ

い防音窓を採用し ，換気系統 lζ も充分な消音装置が設備

される場イ? ? には ，それに応じて{ 間仕切にも逃音のよし、構

造をて犬せねばならない訳である 。ただ，間仕切だけを

fj g虫l ζj 保山して j息苦;il: が何 dB だから ，乙れでよいと

判断する乙とは . ｉ 百｝ｾを起すｩＧｬ ｬｩ れがある 。

dB 
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第 1 図 極々 のr : 日仕切の遮音特性
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軽量間仕切の遮音

間仕切の窃伶 lζ は，床の ように衝撃音を受ける ζ とは

よい。

ほとんとないので，空中音 lζ 対する遮音だけを考えれば

(a)  数 種の 間 仕 切 の 遮 音 特 性

まず最初に ，普通 lζ 見られる 数種の間仕切の遮音特性

を示せば，第 1図1> のようであっ て，上からいって. Co 

の線は コン クリ ート の表面 lζ モルタルを塗った もので，

125% で33dB から直線的に増大 し. 1000%では54dB と

なっている 。 B 3 は間柱 lζ プラスタ ーボード を太鼓張に

したもので，背面 lζ 450聞に胴縁が入れてある 。 そのl Ni '

性は 12 5 %で 13 d B から周波数 と共にほ ぼ直線的lζ 地大

し. 2500%で60 d B となり ，それよりは余り構大せず ，

5∞0 %ではむし ろ低下し てお d B となっている 。 B 2 は

B 3 の表而の板を合板に取替えたもので. 125% での 12

d B から25∞% での49 d B までほぼ直線的に増大し .

4000%では42 d B  IC低下する 。 B 2と8 3を比較すると ，

プラスターボ ー ドの方が低音で Ｕ ｾ Ｗ ､ｂ 程高く Ｎ ，高音で

12 d B 程大きいととが判る 。②は後で述べるシポレック

スの75m m厚 Iζ 両市 3 m mのプ ラス ターを塗っ たもので

ＴＰＰＥ 以上の高音では ｂ Ｒ より Ｓ ｾ Ｔ ､ｂ 優れているが，

5∞0 %までほ ぼ直線的に駒大し ている 点が B 2および B 3

と異なる 。 また4009's

αZ ZiZU多

K

J

 

n

j

 

q

d

q

u

 

-

η

J

-

q

'

M
γ

q

'

 

ス

レ

ス

ラ

4

1

-

『
ノ

〉

け

川

〉

/

一

¥E

 

②

 

， 

β f  ' l Z 2 Z ZZ 2Z ー ラワソ合板 40

( I. M 2. 0
m

)  

合板6

竺 - - 干T一三 胴江ぐち

ι 二二二コ江 一 空気F 100 

ι 一 - - ー ミミ 胴日ぐち

合 板6

7・ラスター板 6  

= = = r 干 ニJ 胴，!¥'5

ＸＳｾ ＺＺＺＺ 空気 ｪ 1∞ 
Ｍ Ｍー］ ｾ 月間， Ｑ ｩＧち

つhラスター4反6

& = =ーホモザンオ、JV、'I20

(O.q  ｾ＠ /-8 m)  

4  

以下の低音では ＳＰ ｾ ＳＳ

d B で. B 2 およびB 3

のように低減していな

い乙とは間仕切として

は有利である 。 8 1 は

ラワン 合板の40111 m厚

の l 枚板であって，特

性は②とよく似ている

が，全音波を通 じて 3

ｾｬｬ､ｂ＠ ほど惑い。 B 4

はホモゲンホ J レツの20

mm 厚の板で. 5∞ %  

以下では ＱＶ ｾ ＲＵ d B で

それほと15 くな いが，

1) 建 築音響工学ハンドプァ

タ，第 3 編 ，第 2 ' f1..連

音材料による 。



500%を超すと遮音量が低下し. 15∞% 近辺 lζ 深い di p

ができて 19dB となり ， その後4α 氾% での35 d B まで直

線的 K 増大している 。

乙れをｾするに，函 密度の大きいｩｊｩＺい材料ほど遮音性

がよ いといってよいが，中空な複合壁面でも ，外板が振

動しにくい板の場合lζ は相当の効果が得られる乙とも知

られた訳である 。

(b) 木 造 間 仕 切 の 遮 音 特 性

木造間仕切は本誌の目的には合わないかも知れないが

乙乙にはむしろ他の目的のために例を掲けf こ訳である 。

すなわち . 実際の間仕切においては，間仕切E主体その

ものの遮音は相 当良いのに ，そ乙 K 施工上の手抜かりや

設備工事のために種々な欠陥が現われる乙とを示 したい

から であ る。

第 Ｒ 図 はｾ事務所ビ ｊ レの役員階の平而図で ｴ あって ， 図

中の 467 号室の右上隅でスピ ーカーから発音し ，そ の室

および隣室の記号の位置で音圧を測定して，その差を求

めたものであっ て， 壁体の構造は第 3図の通りである 。

すなわち ，間柱の両面 Iζ 12m mの合板を強り ，間柱の中

聞に木毛セメン ト板を掠i入してモルタ J レ塗としたもので

ある 。

今，B官屋の中央で測った値 ( P 1) を標準とすれば， ア

ネモ直下で測った P4 はほほ. 乙れと同じく ， ダクトを通

してのク ロスト ークは特にない乙とがわかる 。間仕切に

接近して測 った P 2および P 3は ( P 1) K 比べると僅かに

恐い。ζ れは資源室 lζ 近付いたためと恩われる 。 と乙ろ

が，乙のピノレの換気方式は，アネモで吹111 し，排気は扉

のガラリを通って廊下IC出し . 1箇所』ζ 集めて号 |く集中

排気方式であるために， 扉のガラリの内側で測った PS

の遮音は第 5図lζ 示 した通 り格段に忠く . 7.:s音において

も& 高30 d B  ｉ ｃ しか達しない 。 ｬ ￭ ｊ ｾｩ ｲｍｊ を通る 音 が如何に 大

きいかがわかると思 う。従 って，乙れを防ぐには ，各室

毎 lζ ダクトを通しての給排気 口を設け ，出入口! 副ζ ガラ
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リ等を設けないのが長上であ るが，それが不可能な場合

には 扉 のガラリの代 り に，別に ｾの隅とか ， 天井と壁の

取合せの部分 とかに長 さ2 - 3 mのダク トを設け ，内面

を吸音材( ガラ ス綿等で厚さ 25m m以上) で内貼りし，

一端K . 室内側への関口を設け ，他端lとは廊下側への開口

を設けるのも次善の策である。また場合によ っては天井

の中にとのよ うなダクト を設けて，吹出口を廊下の天井

lζ 出すの も一法である 。

また P 6 が低音において特に惑いのは ，飾棚の奥が布

張りとなっていて，両側面が板猿なので，布と板との聞

に隙聞があったためと恩われ る。

以上の極々な原因，特K P 5とP 6とが彰響して，全体

としての遮音( P 1) も幾分低下しているものと恩われる 。

また乙乙 lζ は掲げなかったが，他のホ テノレにお ける遮

音を考慮した木造間仕切(特性は上記の例にほぼ等しい)

の遮音測定においても ，全体の遮音lζ 比べて特IC惑かっ

たの は，自動火災箸報装置の空気管が壁を貫通し ている

点で，51∞% での5 d B から8α lO9告での25dB ほどの低下

が見られたり 2 室の堺墜の鰐分lζ 設けられた共通の立

上りダクトから，隣同志の部屋に同じ高さの位置に設け

られた排気ダク 卜の吸気口が，クロス トー クの原因とな

って，高音で12 d B 程度の低下が見られた。またその 2

室の堺墜が窓のサッシ lζ 突当るために . 木造ー墜とサッシ

の聞にj立さ 30 mmの合板が取付けられていたが，その合

板と木造間仕切との聞の隙聞のために ，全音波を通じて

7  - 10  dB の低下が見られたり ，ウェザー7 スタ ーが設

備してあったが，そのための配管が間仕切を貫通する辺

りに，大きな隙聞が残されて漏音の原因となった例もあ

る。

乙乙 lζ 掲げた例は，間仕切そのものの遮音性能をよく

考慮する乙とも必要だが，それとは別箇の欠陥，特lζ 設

備上の工事IC起因する欠陥が，全体の遮音性能 lζ 大きく

影響 してい る事実を銘記 してほしい ζ とを示しているも

のと して褐げた次第である。

木製間柱の両面に)J 同縁を打ち ，表面 lζ ボード を猿った

ものの遮音特性は，前掲の第 l 図中 IC示したが，その中

のB 2 はボードとしてラワン合板の 6 m mを使ったもの

で，B 3 はプラスターボードの 6 m mを使ったもので，

遮音性が遥かに改善されている乙とは既IC説明した通り

であ るが，乙のプラスタ ーボードの代 りに ，石膏ラスボ

ー ドを張り ， ドロ 7 イトプラス ター20m mを塗ったもの

は， 3∞% 以上では B 3 K. 比べ遮音量が約 8 d B 上昇し ，

250%以下では約 15 d B 上昇 してい る例もある 。

以上のように，間柱にボ ード類を太鼓張にする場合 lζ

は，音波はとの間柱を通っ て表のボ ード から哀のボ ード

へ振動として伝わって，遮音性能を低下させるもので，

乙の現象を「音の橋J S ound Br i dg e という。乙れを

改善するには第 6図2> のように ， ｲ 凶柱を互い迷いにｾて

62 

ればよ く，それによ って改善される程度 も，第 6 図の中

の比較に よって知られるだろう 。その効果は一概 ICいえ

ないが， 特 IC低音域 IC対して大きい乙とは注目 K 値す

る。第 6 図は間柱が木製の場合についての結果である が

間柱が銅製の場合にも，もちろん同様の効果は現われる

ものである。

(c) 不 燃性軽 量間 仕 切 の 遮 音 特 性

以下lζ ，不燃性の材料で造られた軽ii 1 間仕切の遮音特

性について説明するが，乙乙で注意せねばならない乙と

は，その測定条件であって，例えばある種のボ ード で造

られた間仕切について考えれば，間仕切としての遮音は

ボード 1枚だけの遮音性の他lζ ，そのボード のジョイン

卜や，そのボ ー ドの支持方法が大きく影響するもので，

特にその取付) i jl 分lζ 僅かの|銭関でもある場合には ，遮音

性能は思いがけなく惑くなるものであるから ， ζ れらの

影響も含んだ測定が行なわれるように ，試験間仕切の大

きさはほぼ 3 x 3 m程度以上ある ζ とが望ましく ，単ー

なボ ー ドだけの遮音f誌の測定値を以て，閣仕切として組

立てたものの泌音性を現わすものと 即断すると ，大きな

誤りを犯す乙とに なるおそれがある 。

乙の乙とは B.Ber anek の著書 “ Noise Re ducti on"  

などにもその差逃が明示されだいる 。もちろん ，このよ

うな注意は ，隆iE間仕切の場合にのみ重要な乙とではな

く，すべての測定についていえる乙とであるが，測定期

開口が小さい実験室での測定値や，ボードのジョイン 卜

や支持万法等について詳しい記述のない測定値を見る湯

合ICは，乙 の点によく注; 怠し て判断せねばならない。

第 7図3>は Ber anek が示した測定値で ，(A)は現場測

定による i広音品て (B)はアメリカの Nat i onal Bur eau  

of  St andar ds の実験室における測定値である 。乙のよ

うな差は一定ではなく ，間仕切の種類によって相当の変

化があるが，とにかく現場測定の値が小さく出る ことは

事実で，特K ，ボード類の単体について測定した値と ，

それを間住その他の骨組を使っ て，あ る大きさの壁面 lζ

構成したものとの聞の差速は相当大きい乙とを予想、し .

参考資料を見る時には ，乙のととを忘れないようにして

活用せねばならない。

第 8図引にはハニカムボードの遮音特性を掲げたが，

Hs は表面にスレートを貼ったもので，商品名ノザワハ

ニカムインシュライトと呼ばれ，面密度は 11. 2  k g/ m
2  

である。その遮音特性は125 %での21dBから . 周波数と

共 lζ 徐々に上昇 し， 4∞0% で漸く 30dB に達してい る。

2)  Knudsen  &  Harri s， '‘ Acoust ical  Des igni ng i  n  

Archi t ect ure" による。

3)  B.  Beranek ・・Noise Reduct i on" 19601Cよる 。

4) 雄策音響工学ハンドブック ，第 3 編，第 2 :1;1 ，遮音材料による。

• 
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第 8図 ハニカムボードの遮音特性( ボ ー ド単体の依)

125 

さいととのために，遮音性

は余り大きくならないもの

と思われる 。

He は. 表面材料lζ ，エ

コンパネノレと呼ばれる，鉄

板の0 . 5mm厚に0，4 mm程

度の塗装を施したものが使

われ商品名はエコンハニカ

ムサンドイツチボードとい

われるもので，而密度は

8. 4kg/ m2 である。そのi ! f l ;

音特性は Hs より全音域に

わたって 5 - 10 d B 惑い。

乙れは表面板がうすく ，ハ

ニカムが厚い乙とのためと

思われる。 ζ のハニカムの

中Iζ パーライトを充填した

H'e は， 面密度が 12，4 k g  

/ m2 となり ， 遮 音 特 性 は

Hs  にほとんど近似してい

る。

Ha は表面材料をアルミ

板とした ，商品名アルミハ

ニカムサンドイツチボー ド

と呼ばれるもので，面密度

は5. 8kg/ m
2

であり ，その

特性は He より僅かに優っ

てい るが， Hs および H'e

よりは全音域にわたっ て劣

っている 。

第 9図5) 中のM はラスモ

J レタ J レの壁で， 500%以下

は30- 35dB の遮音置があ

り， 5∞% 以上はほぼ直線

的に増大して 4α) ( ) g告で 56

d B となる 。 乙れに比べて

中空な重量プロックの壁

も，表面を生地のままとし

た C'b は，1259' sでの20dB

から40∞% での42dB まで

ほぼ直線的な増大となり ，

全体的 IC Mより著しく悪

い。C'b の両面1 C20mmの
1111111111111111:111111.1111111111111111111111111111111111111111111111J1l 11111111111111111111111U1I 11111I 1111ι 自11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111“
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プラスター を塗った C b は， 乙

れ IC比べて低音では 10dB 余 ，

高音では 20d B 程度の改善が見

られる 。 また C b のプロックの

j亨さを 150mmにした C" b はC b

と余り変っていない。つまり ，

厚びの問題はi虚音性にはそれほ

ど影響しない乙とが知られる 。

D はドリゾールの両市 lζ スレ ー

トの 3 mm)立のものを貼ったも

のであるが 4∞ %以下は低音ほ

ど急激に思くなり . 4009 $ 以上

では僅かに上昇して. 4∞OGsで

44 d B となっている 。低音 (C対

して弱い乙とは. I日HJ: 切として

伎月] する際 lζ . ヰキlζ 注芯せねば

ならない。

とのような間仕切を外国の例

lζ 見ると ，第10. 11図6 ) 1ζ 示し

凡 さ主主 / 。勺♂i f 句。 た如くであるが， 第10図はプラ

， 一占ｾニー Ｇ ｃ ｨＮ ｮｮ､ 4  ｌｾｴｬｲ＠

H  スタ ー壁で ， P l .  P 2 の特性
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第 9 図 モノレタノレ及びブロック壁のｾ音特性
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は，大体において第 9 ｾｪ の ｍ ｉζ

近い形をしている 。 Pl に比べ

ると . P 2 の万が厚さがj亨く ，

プラスタ ーの材質が. i f J ) ; っている

が ， 全音域にわたって ＨＱＨＨ かにｾ

音性がよ い。 P 3 は 2 [(ll ; i とし

たもので. 4∞ - 1∞09s の範凶

で特に良くなり ，低音域でも改

善が見られる。

第11図はホロープロックの壁

で. 3 極とも! : fS9 凶のホロープ

ロック C b および C " b Iζ 近い

特性を持っているが，それらよ

り全音域にわたりｾ音性がｻ椛か

に弱い 。 乙の原因は，それ らよ

り内郎の空隙が大きく材質がE吹

かいためと思われる 。 3f J ! のけ l

ヲ二二干 - - S..n' fLast o- 1品 では ｈ Ｂ ｢ が ｍ もｾ音性が小

H: J OてJ Tf Zム旬以 15P さく， H'b がl訟も大きい。
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6)  Beranek . “ Noise Reduct ion"  

による。
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(d)  シ ポ レ ッ ク ス 間 仕 切 の 遮 音 特 性

経111首j仕切が特K 重要性を持つのは ，今後実現されよ

うとしている趨高間ピルにおいてであると思われる。 ζ

の ｩ 品代の間仕切は ， 単 ｋＮ 軽五 ｴ である乙とが ｾＳ ｪＨされるば

かりでなく，かなりの居間変位に対して安全であるとと

が条件となるから ，遮音性とはいよいよ矛J百する事実を

征服せねばならないからである。

われわれは乙れに備えて，居間変位約 15m mlζ 対して

安全な緩筏合のシポレックス間仕切を設計し，種々の表

l信仕上 lζ 対しての遮音性能を ，小林理研の子安，巾村雨

時士IC依託して測定して頂いたので，乙乙にその結果を

報告しよう 。

小林理研のi i l l ; 音測定用関口が 3 X 3 mなので，シポレ

ックスの厚さ 7 5 mmと100mmで， 大きさ 6∞ X 3∞O mm

のものを一部切終して，モノレタ J レまたはグJ レーで接合し

第12図のような間仕切を巡った。取付の洋紡| は ，災験1J i :

号 No. 1  Ｍ ＱＰ までは 第 ＱＳ 図 の通りで Ｎ Ｑａミ ｬζ 当る下ｾ， ｪ はモ

ルタ J レで固定し ，他の 3 方は ，外周 lζ シポレックスの厚

みより 111の大きいチャンネノレを固定し，シポレックスと

チャンネノレの底との間にはグラスウー J レを充填し ，チャ

ンネル側板とのI習にはコーキング材を充瓜して ，漏音を

ｊｬｽ ￭ｾ 、だ 。 また実験者干号 ｎｯＮＱＱＭＱ Ｔ は第 ＱＴ 図 のような取付

で. シポレックスの j平みより It1 の狭いチャンネ J レで，深

さの浅いものと深いものを逆 lζ 組作わせ，深いチャンネ

J レと，シポレ y クスの端i沼lζ 品li った構との| 日Hζ は貧調合

のモ ｊ レタノレを充 ｊＩｾ し Ｎ それと浅いチャンネノレとのｼ切には

れ和il とコーキンク材を光j点した。従って. No. 1 - 1 0は

ＱＵｭｭ 限度の ｊ￭Ｇｩ ｩ 間変伎によっては壁凶 ｬζｦ ｕＮｾを起さない

と15' えられるが. No. 11- 14は地震の際 ICはt3: 調合モノレ

タノレのt .rs分 Iζ 亀裂が生じて，民主の本体K は故防を起さな

い ものと予想している 。

j dIi j上上については ，詳細は第 1表の. i i l l りであるが，

+-tar-t ω 十ぷ降十6 o 46 O-1

大要を述べると . No. 1 - 1 0のものは，シポレックス生

地のままのもの①，両国 iζ プラスタ ー 3 mmを塗ったも

の②および②プラスタ ーから僅か 1 mm程度の空間を

おいてフレキシフツレボ ード 9 m mを張ったもの③および

①，金属) j 同級によってプラスタ ーから20mm離してフレ

キシ フソレボード 9 mmを張り ，その空I i ¥J K J亨さ 25m mの

グラスウ ールを圧縮して充填したもの@ および⑤，シ ポ

レックスの表面に 6 m mのプラスターを塗ったもの⑦，

プラスターとモルタ J レで合計厚さ 1 2 mmlζ 塗ったもの③

およびシポレツクスの厚さを 100m mlとして， 表面 lζ プ

ラスタ ー またはモルタルを塗ったもの①および⑬とし

た。

乙れらの各仕上のi i l l ; 音特性は第 1 表および第15- 17図

lζ 示したが. No . 1 - 8 は厚さ 75m mのシポレックスを

使ったもので，①は 125 %で28 d B で. 1609' s 以上は31 -

34 d B であるが. 640% に27dBの di p ができている。

乙れは コイ ンシデンス効果のためと忠われる。 6409 $ 以

上はほぼ高線的 Iclfl 大して. 50∞% で55 d B となる 。

②はシポレツクスの両面に . JI}.さ 3 m mのプラスター

を塗ったもので . di p が4009 $ に移動して29 d B となり，

低音では①lζ 似た形であるが，高音では①より 2 - 6 d s  

程度よくなっている，②' は②の表面の所々に j写さ 4 mm

のエンビ板を11，片付けたもので，実用上の芯; 味はないが，

③以下で乙の長而 ｉｃ フレキシフソレボードを張るためのＱｉｬＧｾ

紋の役をさせるためのもの である 。その特性は ，大{ 本に

おいて②lζ 近いが. dip の値が32 d s となり，②よりも

行利と考えられる 。

②' の片 iln1ζ 起さ 9 m mのフレキシフソレボ ード を弧っ

たものが③で，全体において②lζ 近い{ I I Iであるが. 1000 

% 以上で伎かに優れている。吏 IC フレキシフソレボ ード を

阿1函K 張ったものが⑤であるが. 5∞% 以上では③より

さらに大きな他となっているが. dip が320(;5に移動し

てお d s となっているので，間仕切としては却って不利

! bCK 
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第12図 シポレックス間仕切の構成 ( No. 1 - 10)  CNo，l l - 14)  
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第16図 シポレックス間仕切の. i i l l ; 音特性 (2)

2-iフ

である 。

②' の片面のエンピ板を取除き ，高さ 23mmの金属製胴

縁を打ち，その上に厚さ 9 m mのフレキシフソレボ ード を

張り ，中閣の空気屈に ，厚さ 2 5 mmで密度 20 kg/m
3

の

グラスウ ーノレを圧縮して充填したものが④であって，そ

の特性は，125%では23 dB， 200% では36 dB となり ，

それ以上4000%の68 dB まで，ほぼ直線的 IC増大してい

て 1609' s 以下を除けば，乙れまでのものの中では格段

に遮音量が大きい。更に同様なフレキシブルボ ード とグ

ラスウ ーノレを両国に取付けたものが⑥であ って， 2∞9's 

での値は@と土手 しいが，低音では他かに怒 くな り，高音

では非常に大 きい他とな り，1250% で70 dB IC迷 し，そ

れ以上の115音では測定の限度を超えるほどの大きな遮音

量とな った。

⑦は75m mのシポレックスの両面 I C 厚さ 6 mmのプ

ラスターを塗ったもので，その特性は②lとほぼ等しく，

乙れによって，表面の塗装を 6 mm厚にしても余り遮音

量が増大しない乙とが知られる 。更に⑦の表面lζ 厚さ 6

m mのモノレタノレを塗 り，合計厚さ 1 2 mmの表面塗装を施

した ものが③で， 320%以下では30- 32 dB であるが，

4  

も刀メケメウ〆 - 5' (>0市 古

⑦ μmC12券会

@砂 川三集計

¥ 令子"，rl ar る

①勿勿多iiE日

務会

8 K  C/ S  

それ以上では5α lO% での59 dB まで直線に近い上昇を示

し，ただ32∞%に51dB の浅い dip が見られる 。

⑤は厚さ 100 m mのシポ レッ クスの両面1 ( ， 3  m m厚

のプラスタ ーを塗ったもので di p が5∞% で32 dB と

なり ， 凶0% までの低音での値が33- 34 dB と改善され

たほかは ，高音威ではほとんど⑦に近似した値となって

いる 。また両国lζ 合計厚さ 12 mmのモノレタノレを塗ったも

のが⑬であって，その特性は③lζ 近似し ている。 乙のよ

うな結果から見れば，シポレックス自体の厚さが7 5 mm

か ら 100111111 IL増す乙とは ，.iill; 音特性にそれほと大きな

彩響がなく，むしろ表面行上の影響の方が大きいと息わ

れる 。

第17図に示したものは 100111111 厚のシ ポレックスに ，

;:r514図に示 したような取付詳細のもの ( No. 11- 14) の

特性で，比較のため No. 9 のクラフも記入し た。これら

のグループは，前述した通り原則としてシ ポレックス 表

面 IL プラスターを塗らないもので⑪は片面だけに25111111

の空気屑をおいて， 12111111厚のラワン合板を張ったもの

であるが，その特性は予想外に懇く ， 1000 % 以下の低

音域ではほぼ⑦( 厚さ 7 5 mmの両国に 3 m mのプラスタ

67 
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第17図 シポレックス間仕切の. i 1 f t 音特性 (3)

一塗) Iζ 近い遮音特性であるが，それ以上の高音峨では

ずっと悪く . 251∞% までほぼ平担で，それから上昇し，

5α 氾%でl Wr く 47 d B となっている 。いわば. 25∞% に第

2 の dip ができた形であるが，乙れは恐らく合板と空気

悶との共振に起因するものではないかと思われる 。ζ の

場合の性能が予想外に惑かったので，その原因の l っと

して周辺の胴縁とシポレックス木休との聞に隙聞がある

ためではないかと想像し ，乙れを防ぐためにその部分を

コーキングし ，また梁や柱との緩接合の部分についても

岩k{j l充t n$の隙聞が心配されたので，乙の郎分 IC対しで

も梁とシポレックス上端との聞に油土を塗り込めたもの

が⑬で，測定の結果は図示の通り⑪とほとんど変化がな

く1250- 3ω 09 $ の聞で僅かに良くなっている程度で，予

想したほと. 際聞の影響はなかったと判断され，やはり上

記の通り表面仕上の関係と考えられる 。

次1 ( . 乙のような合板を両面 lζ 張ったものが⑬で，そ

の結果は図示の通り ，最低の遮音性能を示したととは全

く一驚に値するものであった。乙の原因も⑪と同様に合

板と空気庖の共振以外 lζ は考えられない。いわゆるコイ

ンシデンス効果も含まれると恩われるが，複合構造のた

68 

めにその関係ははっきりしなし、。⑬は⑪の片面1 ( モルタ

ル1 2 mmを塗ったもので， ゅ∞% 以下では⑪と余り差が

ないが，それより高音域ではかなり改善されている 。 し

かし，同じ厚さ l∞m mのシポレックスの両面 lζ 厚さ 3

m mのプラスターを塗った①の方が全音威についてj . f f i か

に優れているととは大いに注目すべき ζ とと恩われる 。

とのような居間変位を考慮 した緩畳間仕切は . 将来の

趨高ｾビ ｊ レにとっ て ， 非常・な重要性を持つと恩われるの

で，以上の実験から得られた結論を次に列記してお乙

つ。

(1)  シポレックスを生地のまま使用する乙とは好まし

くない。

(2) 両国をプラスタ ー塗とする乙とにより ，かなり改

善される 。

(3) プラスタ ー厚 3 m mを 6 m mにして も，遮音特性

lζ は余り変化がない。

(4)  その上にさらに モルタノレ6 m mを塗っ て， 塗厚合

計12m mとしたものは ，320- 21α ゎ% ではかなり

改善されるが，20∞% 以上でも ，2509 $ 以下でも

余り大きい差は見られない。



(5) プラスタ ー 3 m mを塗った上κ ， フレキシプルボ

ード 9 m mを極めて僅かな空気層 ( 1 m m程度)

をおいて片面に張れば， r高音域で改善され，両 面

に張れば，乙の傾向は顕著となるが，低音域 (320

%付ー近) 1ζ dip が現われて， I間仕切としては不利

となる。

(6) シポレツクスから 20 mm程度はなしてフレキシブ

J レボ ード 9 mmを金属胴総て、片面 IC5長り，空気層

lζ 厚さ 25m m，密度20 k g/ m
3

のグラスウールを

20 mm 1ζ 圧縮して充以したものは， 2∞% 以 上 の

j底音は著しく改善されるが， 160% 以下の低音の

遮音はきわ立っ て低下する 。

(7) 前項のフレキシフツレボードを両国 l ζsJ . えれば. I司

の特性がさらに強められる 。

(8) シポレックスの厚さを 75m mから l∞ m mlC増し

ても ， 全音域について遮音性はほとんど変らな

い。強いていえば4∞% での di p が反X l 9sl C移り.

3 d B  ほど上昇した程度である 。

(9) 厚さ 1∞ m mのものでモルタノレ塗j手合計 12m mの

ものと， 75m m厚で問機の仕上のものと比較する

と，余り大きな差はなく，全体として l 00m m厚

のものが僅かに有利である 。

( 0 ) 厚さ 1∞ m mのシポレックスの表面を生地のまま

にして，片面に2 5 mmの空気回をとって ， Ｉｊｾ縁の

上 lζ 合板を張ったものは ，両国 Iζ 単に 3 m mのプ

ラスタ ーを塗ったものよりはるかに遮音性 が 悪

い。 K削% 以下では， 75m m厚または l∞ mmJ手

lζ 両面 3 m mのプラスターを塗ったものの値lζ 近

いが， 1250%以上では乙れらより絡段に必い。

(1) 両面1 C25m mの空気屈をとって合板を張ったもの

は，片UI i Iζ 張ったものより著しく必くなる 。

(12) 片面を合板，他面をモノレタ J レ12 mm厚に塗 ったも

のは，モルタ J レを塗らないものに比べて 40(' %

以上が改善され，特に25∞% 以上では目立 った改

必が見られた。

(e) 可 動 間 仕 切 の 遮 音 性

& 近，可動間仕切がかな

り普及して，多数のメーカ

ーに よって極々の型式のも

のがｾ案Ｎ発売されている

が ， (第18図) 遮音性の点

から見ると ，満足すべきも

のはほとんとなし、。可動間

仕切の特質として ，軽量で

あって ，解体，移動 ，組立

が相容れないのは，前述した通 り当然の乙とであって，

ある意味では可動間仕切の宿命ともいうべきであろう 。

乙の場合lζ も，多少とも遮音性をよくする κ は ，注芯;

すべき袈点があるので，次に列記しよう 。

(1)  間仕切はクロ ーズタイプで，床から天井まで也: 院j

して建込む乙と。

(2)  間仕切の上下を透かせたり ，換気用のがラリを付

けでは，遮音性は全く駄目になると考えねばなら

なし、。

(3)  従って， "J動間仕切を設定する可能性のある区画

毎 lζ ，l i J { 初から給排気口を両方とも設備すべきで

ある。

(4 )  集中掛ｾ｜万式でやって， IIJ 動間仕切に排気用のガ

ラリを設ける必要のある助合 lζ は，既述の木造間

仕切j の際 lζ 述べたように ，小規模の消音ダク トを

設け ，乙れを通して廊下への排気を計らねばな ら

なし、 。

(51  パオ、ノレにできるだけ illt 音性のあるものを 使用し ，

パ不ノレと方立の取合部に| 強聞がないよ うに特に留

意し，また窓，/ f l ! . などにも同様の注意を払う 。

(5)  間仕切に相当の遮音性を持たせても ，間仕切の上

li l S の天井の中に遮音壁がない湯合ICは ，乙の郎分

をi盈つての漏音が大きいから，可動間仕切を設定

する予定の天井・内には . 天井スラブにi主するまで

のillt 音盤を予め設けるか，または天井仕上の背面

lζ 遮音j国を設けるたごけの注意が必要である 。天井

を有孔金属板とクラスウ ーJ レを使った吸音板だけ

で11: 上げるような方法では必ず問題が起るから，

天井スラブまでの遮音壁が造れない場合にはグラ

スウールの上部 lζ ノ、 ー ドボ ー ドの類をおいて遮音

を計らねばならない。

以上のような理 由で，極々の条件がi虚音性 IC影響する

ので，可動間仕切のi ，i l l ; 音特性の実測例はほとんどないが

パ不 J レ自身については， iiiJ 渇第 8 図に示したようなハニ

カムボードの類が多く使われるので，その遮音性を参考

lζ して巧ーえられたい。

が容易な乙とを必要条件と

ι 達 者 干 担 r  b  i I : 音平自l I  It M主 音 良

するので， 乙れと遮音性と
第18図 可動間仕切 ( p はパネ J レ又はガラス)
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第19図 lA( の述; で' i " 特性

床と天井の遮音

lA(とk Jl'- については，分脱してi f f i ; i J が考えられないの

で， ζ 乙ではまとめて述べるが，ただ注. 6 : ¥せねばならな

いのは ，空 '11
音と 'Mi I快音とに対しての. i f f i ; 首位能を lJI Jf凶 lζ

J5・えねばならないととである。

(a) 空 中 音 に 対 す る 床 と 天 井の 遮 音 特 性

IA、. ぷJ I ' - のi庄工r lζ ついては ，わがl司における附先例が

少く ， しかも怪 l止構造によるはの綿成は ，組両府ビノレの

�ｊｬ，没 ｬ こ ｦＧｬｾ なって ｩｬｬｩｭ すると忠われるので Ｎ 乙乙 ｬζ は外ｼ刊

でt のiJll Ji:r:伊lを掲げよう 。

第19図7>はイギリスの NaLI ona l B urcau  uf  SLand.  

ar ds の研究結果の 郎で， 空 '1
'
背』ζ

対する i f f i ; 高虫をぶ

しているが . ｆＱＭｆ ［ｊ は外 ｉｾ でよく使われる構造で，欽

Ｇ ｾ ｾｪ の小出の ｗ ｈ ζ ｬｬ Ｇ : 4 : タイノレを九日け渡し ，その|日] l c コンク

リート を打込み . 上 Iltilζ は転がし綴太をおいて床板を ';1

り. 下 luilζ はプラスターを塗 ったもので . 1' 1 のtLJ 合の

合日 1')手さは 204 mI TI あって . .iffi;音5i は 125 %での 36 cl s

から次第に上昇 し. 40∞% で 55 d B となっている 。前掲

の!:('; 1  1ヌ|に示した コンクリート のJ'J.さ lω 111111のものに

比べると l'白‘ 音域 4∞0% の辺りで 10dB 程度低いように

忠われる 。

ＱＧ Ｒ はｼ司織 な椛造の ｬａｾ のよＧ，ＨＴ，Ｚの上 ｉｃ Ｎ 第 ＲＰ 図 のような

パネの形の鉄板を おいて線太を，1車せたもので i広1 f 特性

がかなり改善されている。防振 ゴム を使っても同織な結

70 

ｾｾＡ［＾ｪＡｊＮらｻｉ，る乙とがＮｬｴ ｊｊＱ与 される 。

F 3 は{ 上上床板が 2 3 ! になったもので，大1'" において

1' 2 と近似した特性を持っている。 1' 4 は憐造が全く途

い. ｖＭＺ ｦｊ の組ＮＱｌｩｊｾの上にメタノレラスをおいて コンクリー

トを打ち ， リノリウムを貼って仕上げ，鉄'pJ・5誌の下両 IC

もメタノレラスを使ってプラスターを塗り ，従ってrl' 聞に

150m mの空気! 刊を持ったもので. . i ffi ;音性は 1∞0% 以ド

では F 2 IC近いが，それより高音では l Qd s 程度Jg くな

っている。

(b)  衝 撃 音 に 対 す る 床 と 天 井 の 遮 音 特 性

Lドの衝恰; ヰ1ζ 対する. i f f i ; 音性能を検査するには，タッピ

ンク 7 シンという総械があり ，ある規定のE さの鋭をー

' よの! 日j さから務し. ，木の下の郎屋で騒音の大き古を測り

ζ の 航 をｾｊＡＮ ￭ｴ の ｬ 政高 力 Ｈ ＱＰｭ Ｒ Ｉ を持った室の尉合の値

lζ 換r ; ( して比較する方法によるのが斡通で， 乙の較正し

た他を「規定床衝型車音レベルJ と日子び，その他の小さい

f，' { すぐれたは椛訟と見てよい。

第21図引はi 6j 露英男博上が，住宅公団の i火，況により，

公団アパー トその他について測定された結果で，それぞ

れの結果の良併を判定するために ， ドイツ の法嵐にある

際機値 ( D1N ) のグラフを記入しておいた。

乙の結果によると . F 5 は宮前小学校の床で，鉄骨ト

ラスの上に P C コンクリ ート 版を載せ，均しモルタ J レの

上lζ アスタイルを日占ったもので，街恰ei" レベ J レが，低音

での70 cl B から次第に増大して7 9 d B Iζ 述し . 4α lO% で

75  d B  IC低 卜していて . DI N の規定から見れば相 当大

きく組過している。

7)  Knudscn &  Harri s: " Ac ousti ca l  Des igni ng in 

A rchil ecl ure" 1959  

8) 佐雌英男 ，“ R Cアパートの床衝事音 IC関する研究" 昭和39年10月

。



176 も宮前小学校の床

で，スラフe厚12 0 m mのコ

ンク リートの上に均しモ

ルタJ レ3 0m mを塗ってア

スタ イルを貼 った辰も普

通の憐迭の床であ って，

特性は F 5 よ り僅 かに良

い。 F 7は F 6にほぼ近い

燐造の床の下ι 木製吊

で吸音テックス の天井

を強っ た もので 1 2 59 5

でω d B とな りかなり改

善されてい る。 しか し高

音域では DI N を大きく

超過 している 。

F 8  - F 1 0はア パート

のは の実例に ついて測定

したもので，そのうち F 8

は普通の コンク リート 床版の上にシンダ ーコンクリ ー ト

を打 って，表面に ビニーノレタイノレをlt 山ったもので， その

特性は 12 5- 2α ぉ% では約ω d B でほぼ平Ji _I _となり ，

4 α ゎ% では54 d B となっ ている 。 DI N にほぼ合格し ，

2 α J O% 以上で 2 - 5 d B 超過しているに過ぎない。

179 は普通コンクリート休版の上 lζ ，大，; r と恨太をお

いて床板を磁ったもので. 2 5 09; ; での64 d B から 4 0∞9 s

での38 d B まで直線的に低下して . DJ N !C比較しでも

かなり優れた特性を示している 。

F 1 0は F 9 1ζ 似た板張の体の上にタクミを敷いたもの

で，凶示の卯1く絡段 lζ 優秀な特性を作っている 。

1711は コンク リート 床版の上 ! C5 01ll 111 の均しモノレタ J レ

を塗り ，そのほぼ中聞にスチロホ ームの 13 mm )手のもの

を同入 し， 表 lIJ. if ζ はハード ボード をlt ，lj ったものであるが

その特性は凶示の如く. F 9 より 1生かに劣っているが，

8 0  

s m 

豆 6 0

.. 
斗

n

U

A

U

m

M

 

ぐ

u
v

，e

札

副

司

町

、

週

同

一

日

u

d

w

t

-

R

H

A

H

V

A

V

 

z

f

 

道
、

E

E

Eド

I ZS 150 SOO 1 κ 2  

F r e'j- u e ncy  

第21図 規定床衝撃音レベル

CD 1  Nはドイツ の胤絡)

DI N !C比べれば優れた値である 。

以上の他lC， はの表l UI 仕上が乙のような階ドの衝準音

レベルの 怪減にどのよ うに役立つかを不したものに ，

K n u d s巴n &  H a r r i s の若占 9 > (ζ 第 2 - 5 表のような値

が示されているので転，放しておく 。

ζ れらのぷは ，研究省鮮に分けであるが，イul れも生地

のままのコンクリ ート ば版を 1
1
11いたH告に ，階下の tl i屋』乙

伝わる衝喰音を規準として，休Afiriに極々の U: l 材を施

したH与の衝惨音の低減益が右側の数' 主:(ζ 示されている 。

第 5表の11'1ζ ，恨太の上 fC!A(似を仮 った場合[ c は . 1量J

f控音の伝i主がー 1 0 d B または - 7 d B となると示さ れて

いるが，乙れは板張の床を川lけば，他の仕上のJA( lC比べ

9)  K n u d s e n  &  H ar 口 s: “ Ac ous t i c al D esi gn i ng  i n 

A rc hi t ec t ur e "  1959 
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Impact  Noi se  Transmi tted  (0 Room bencath Vari ous  Concrct εF1伺 r Con山 ucti o回

Compared wi th That  (or  the Bare Concr cte Sl ab 

(R.  L ind. hl  . nd  H.  J .  5. bine) 

I mpacl- No;J t  

Rui ucl ; on 

問 Du; h( /s Commt nl  oJ OTJ rrvtr 

o  B. d  

o  NearJ y as  bad 

2  Nearl y as bad 

7  Bettcr thanζoncrcte 

10 Good 

12 As g∞d 回 目rpct

12 As  good as carpct 

l'/o/urt oj Fl oor COnJ /rU(/;On LoiJ  on 

Contrtl t Sl d 

¥onc (bare concrct c: )  

Asphal t tilc ( %2- i nch) 

Asphah saturatc: d  (c:l t  (yg-inch) 

Rubbcr tilc ( %6- i nch)  

H c: avy C3rpct (no polld) 

L. inol cum (; i  6-i nch)  on (c:l t  

.'¥spholl l  (- S3  lura tcd 五bcrboud 0 7-inch) 

J-l:1rdboard Oi  6-inch) ovcr 品bcrbo"d ( )4・

inch) 

、、∞d fl ∞r (%・inch) on slccpcr s  (1- inch  by 

3.ineh)  

Cork tile (J..i -inch)  

、、∞df l ∞r Ｈ ｾ Ｍ， Ｍ ｩｮ ｣ ｨ Ｉ＠ on  slccpcrs (2-i nch  by 

3-inch)， r匹 k- "，∞l 仙

17 Bctlcr than  carpct 

19 Ver y  q刷 出

20 Vcr y  qui ct 

第 3表 l mpa c t . Noi s e Re duc t i on f or  Conc r e t e  F l oor s  

20 About  soIIJne  as construe .. 

ti on  wi thout rock wool  

I mpact  ｾ ｯｩ ｳ ｣＠ Transmi ucd 凶 R∞m bcnc: at h  Vari ous Concr ctc FI∞r  Constructi ons 

Compar c: d  wi th T hat (or thc: Bar c: Concrctc Sl ab 

(Bui l di ng Rcscarch St3. tIon  3.( Gars( on) 

I mpac/- NoI u 

R" bu lI on 

;n D uj6tiJ ・

1' onc (b.uc  印 nc.r ctc)

λ"dlurt  (!/ Fl oor  COfJ Jfru( l jo"  Laid 0 "  Co"，阿 It Sl aD 

。

Cupct s， (.(C.:  

Li no¥c: um (Ys-inch) and linol凹 mo. i - i nch)  on r∞nng (e1t  5  

Wood  bl ocks， thin carpc: t， rubb町 5ー10

C 町 pct (Ys-inch) on undα( dt  (Ys-inch) ， hard rubbcr-cor k 印 mposition

( )4.inch) 10 

Shcct rubbcr  0 1' 6-inch) on  spongc  rubbcr ( j.{ -inch) 20 

Scrccds (concrctc slab) J  2-inch， on ら1I 0wi ng undul ay.s 

Cl inker 5・10

Granulatcd cork (1・i K M 1ι 1 5  

Slag- w
∞

I  qui l t or 目 19rass qui l t 15- 20 

Gl ass-si lk quilt ， si nglc- Iaycr， or c dguss q山 ItJ double_layrr 20 

Gloll s5- silk quilt ， doubl cーb yer 25 

Bo.: ! tdi ng on  batt cns  on  (011。 鴨 川g undcrl ays:  

Cl ips 5- 10 

Asbcstos pads  or (c1t  pads (}壬i neh) 5- 10 

Fi bc: rboard  pads 0. 7・ineh) 10 

Fel t p，ds  (1・inch)  or  ru bb廿 p，ds (J.>.inch)  ＱｾＱＵ＠

Ecl grass quilt or slag-w∞1  quil t  (J.>-i nch) 1ι 20  

Gl ass-silk qui l t or  rubbcr pollds (J.7-inch) 15- 20  

Suspcndc: d  ccilings: 

Pl astcr  ( 3{ -inch)  on 両bcr board ( 外inch) on batt c: ns in  c1ips (2-i nch  

by 2 . i n e h ) ι 10  

Plastcr (%-inch) on  plast c: rboard ( %- i nch)  on  battcns  in (clt-l incd di ps Ｑｾｬ ｓ＠

・Frcquc :l cy-wci ghted sound-pr 白 sur c level) avcngcd to the nc: arcst  5  db. 
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第 4表 I mp a c t .No i s e R ed uct i on  f or  Wo o d  J o ist  

Cons t r uc t i on 

I mpact  Noi se ｔ ｲ｡ｮｳｭｩｴｴｾ､＠ to Room be: neath Vari ous ¥Vood Fl oor  Const ructi ons 

Compared wi th That  (or an  Ordi nary  Board  and J oi st  FI ∞T， Lath and Pl as ter 

Cci l i ng 

(Bui J di ng R 口εarch Stati on at Garston)  

J mt l l cι Noi sl  

Rt aucl Itm 

Nal ure 0/  F/oor C01Ul rUl ti ol1 ;n Da; t t! s・

Nor m;u board a制nd叶d j o。叫 a  ∞ r乃， lath and p凶l凶a..s t臼山ε訂r cei li ng 0  

Plaster on p凶Ja踊steεerb。但ar品-d c聞e創ili n暗B唱g 0  

Pug切u唱 唱J唱唱g臨g問 (sa則 叫n叫山，d…hes， 川e目叫ω sらs，1川 P町 帆 。町r日 5叫 w叩 ∞ 山 per s叫則引山qυ刊(t的tけ) :  

Separate j ois u to carry 目i 1ing

Fl oor  bouds on Cr。日 battens on  glass-silk qui lt， not nailed 5  

FJ oor  bo訂 ds on fiberbo町 d，on sub.boardi ng  5  

FI ∞r bo町 ds on gl ass- si lk qui lt， on sub. boarding 10 

Sand  or  ash口， 20  Jb per sq (t 10 

Carpct on under( dt  - 10 

• Frequency-wcl ghl ed sound-pressur c: levd， avcraged to the neuest  S  db 

第 5表 I mpact . No i s e C reat ed i n R o om a b o v e  

C o mp o u n d  F l o or s 

I MPACT NOI SE Ca. t ATED JN ROOM A・OV[. COMPOUHD F凶。M

V 何 Ious FJ oot Consl rUctions Laid on  Concrete Compared wi th Bare Concrctc Slab  

( R目 Li nd. hl and H .  J .  Sabine) 

N o;J t  Lt 'Dtl 

R. t J uCl io1J J  

Ndl Urt  0/ F /oor ConJlrut/ ; on LAi J  on Concrtlt S/4h ; n Dt d6t I J  

W∞d  A∞r  ( M. i nch)  on ｾ｣ ･ｰ･ｲ Ｎｳ＠ (2- i nch by J.inch) ー10

Same， wi t h  rock. wool仙 ー7

None， bare ｣ｯ ｮ 町ｾ 0  

H 町 dboard ( % ，.inch)  on  nber board (}i. inch) 2  

AsphaJt riJ e  ( H，.i nch)  2  

Rubber  tile ( U，.inch) 3  

Heavy cJ rpet (no pad) .. 

Cork tiJ e  (J.i -inch)  5  

As. pha1t .saturatcd (c1t  0 1.i nch)  5  

:¥sphalt .s. aturated  fi bcrboAfd Oi - i nch) 5  

L inol eum U μ .i nch)  on 似 t 7  

て大き い騒音を発し ， 階下の部屋に伝わる衝撃音も 10

d B または 7 dB 程度大きく江る乙とを示している。従

って，空中音の遮断について調査した第 19図の内容とは

意味が迷う乙とを理解せねばならない。

遮音性能の評価

前項の床衝撃音の， ｰｾ 仙の規準としては，ドイツ の ｄ ｉ ｎ

のグラフを採る乙とを示したが，その他IC，住宅および

アパート なとの床と間仕切の遮音置については ドイツ ，

イギリスおよびアメ リカ合衆国などには，法規上の規定

がある。乙れを一括して示したものが第22図である 。
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それらの国の法規の詳細については， 乙ζ では触れな

いし ，また国 ICよってそれそ‘ れ表現IC差があるが，その

方針は ，図示のように合格線を規定するとともに，乙の

特性 iζ 合格するための具体的な構造 と材料と を図示して

おり ，その通りの繕造を使えば問題はないが，それと異

なった機造を考案，実施する場合 lζ は，試験室または現

場で実測して，規定に合絡する乙とを確認せねば ならな

いととになっている 。と乙ろが，前述したように ，試験

室での測定と ，現場での測定とには ，環境条件の相違の

ために測定値に差違が現われるので， ドイツの規定では

その閣に約 2 d B の差を認めている 。

すなわち，第22図の中の ， ドイツ の規定 lζ おける曲線

①は試験室で測定した場合の住宅の床のi ! [ 音特性の限度

で，①は悶ーの床について現場で- 測定 した場合の限度を

示している。また①は住宅の壁についての試験室の測定

値で，①はそれの現場における 測定値を現わし ている。

なお ， 乙乙 lζ は示してないが，ある床または壁 lζ つい

て上記のような測定を行なった場合 lζ ，あ る特殊な周波

数だけに ついて不合格となる場合が起り得る。乙の場合

には ，不合格になった部分の値を，全音域について平均

して，その平均値が 2 d B 以下ならば，その構造を合格

とするという緩和規定が定められている。

次lζ イギリスについては ，① ，①，⑪の線が規定され

ているが，①は住宅の墜についての限度を示し ，①は I

級アパート の壁，⑪は E 級アパー トについての限度を示

し，大体においてドイツの規定よりやや緩やかなように

忠われる。

アメリカの住居については⑧の線が規定されているが

乙れが& も緩やかな限度と思われる。

他の 2 本の。および⑦は筆者が設定した限度であるが

その根拠は第23図について説明しよう。

第23図の中の上部 lζ 百|かれた 5 本の折線は ，住居にお

ける騒音源と 見倣される 音の特性で，@は N H Kでスタ

ジオの遮音設計の規準 lζ 使用されている会話音であるが

住居の中での通常の生活の際の会話音よりはかなり強い

音を予想してい るように息われる。⑤は シャワーの注水

の音，①はパスへの注水の音，@ はイギ リスの法規の解

説の中 lζ 示された男の声( 距離 90cm) のスペク トJ レで

あって，⑤は極々な資料を総合して結論されたアメリカ

の室内騒音の規準値である。

住宅やアパー トの隣戸または隣室で発せられる居住騒

音として，上記のものの何れをとるにしても ，次 IC考え

ねばならないのは ， 乙ちらの室で我慢のできる騒音は何

程かという乙とである。つまり ， 騒音の許容限度 であ

る。その他と しては，M: 近は N C一曲線というものが伎

川せられ，住居については ，厳重に考える 易; 合はN C-

25をとり ，多少緩やかに考える場合には N C- 30でもよ

いといわれている 。それら のスペク卜ノレは第23図の下旬1
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規準

時0，4 P. 4Q6 - ｆｾ＠ 4  

首HB 図 4-，ICお

音HB一図5 . 127

音HB- 図 4，/何

36f 1; 寺会汗冴t研一表 1

第23図 種々な室内騒音と騒

音の許容限 度
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第24図 シポレックス間仕切のilH; 青性と判定規準

K : : 4 線で示したものである 。

従って，予想される隣室の騒音と ，乙ちらの室で詐界

できる騒音の限度との差を ，各周放数侍 lζ 求めたものが

rll問のE主体の持つべき必25な遮?"i 'lt.'ftI!: の限度を与える乙

とiζ なる。

乙のようにして第23図におけ る③と N C- 25とのA : を

求めたものが［［ｲ ｾ ＲＲ 関の曲線｀であり ， N C- 30との来を

求めたものが附線@ である 。

すなわち ， ［［ｲ ｭ 際 ｬ にお いて，アメ リ カでは碕々な Ｉｾｩｦｬ 立

の結果 ，住居のJ ; i .!1ζ 対しては 1111総⑪を決定したが， 11  本

で j法規七の規定を設けるとするならは¥ 現状か ら) 5' え

て，さしあたり住居に対しては I曲線。のR 度でよく ，ホテ

ノレのJ;i，t' IC: : 対しては@ の程度でよくはないだろうかという

のが^ 在者の怠見である 。

乙のよう な判定規準を頭において j日記のシポレック

ス間仕切の遮音性を判定すれば，第24図のようになる。

判定的線のうち ，⑪はアメ リカの腕准 とイギリスの Ir級

アパート の規准とを組介せて，その緩やかな郎分をとれ

(;1:' ， a - b - d - e - f の線となり ，乙れ!と完全に合協する
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らのはないが . liij 述の iffi りドイツ IC : : 緩和規定のあるとと

を考臆すれば，シポレッ タス間仕切の③と⑥とが介絡す

るものとして選びだ3 れる。

また第22関 の 仙 線 @ ( 第241火|ではT L' 2) を腕市と A与

えても ，乙れにほぼ合物するのは ，やはり@ と⑤しかな

い 。 しかし究 ｾ ＲＲ 関の｀Ｈ第 ＲＴｦ 受 ｬ では ｔｌ Ｒ Ｉ を規準と考ーえ

れば，③と⑬がほぼ0mし. ②と①は不{ ' i 絡と見る方が

妥吋であろう 。

もちろん ，m24閃 lζ 記さなかった①，③. ① . ⑦ ，(j])

Ｍ ｲ￭ 事も乙 の ｭ ｩＱ，Ｈ ｾからは不作 絡 と見ねばなるまし、 。

以 !こ. 終日付j 造のi控;背↑t J: をけl 心 として ，ｾ￬ｔ という乙

との本質にも ｦｾ れ ， 実例につい ての 盲点をも挙げながら

層間変位lζ 対処すべき終日間仕切の考え万lζ 多少の示唆

を与え ，1決後 lζ 遮音性能の判定の規準についても書いて

依頼 された分日の 3併におよ ぶ長文とな って しまった乙

とを，:(e jilli 者lζ 対して深く詫びるものであるが，また乙

の111:文が. この方而の実務にたずさわられる万々に何等

かの参考になる乙とをひそかに期待して第をおく次第で

ある 。
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.  

空 調 設 備 に お け る 騒音 対 策ー その実例と 考え方一

大1司、組設備部

中 原 信 生

1. 対 策

空調設備を主とする設備機器 lζ よる ，あるいはそれを

媒介とする発生騒音の防御について概述する 。紙而K 1Ii lJ

限あるため，実際の設日| 手) 1 阪などは仙の ，! ?物 lζ 依「て頂

く乙とにする。

乙の分野にあっては ，騒音と同時に振動の問題が必ず

併存し ，常K 両者を総合した立場で物事を視る乙とが大

切である。障害の主なものは，ダクトを媒介とする機探

騒音の伝達 ， ｾ間相互の漏話と ， 設 備機械宅内騒背 の榊

造体の透過であ る。また機械室から燐造体内を同体百と

して伝わり ，不測の J})jlfr で発音あるいは発振する同体イJ:

述は ，- 1  L'I :: 起すると 手の付け難い厄介なととにな る。

乙の場合 lζ は，中年 1<:: 防音と同l I !j lζ 防援の絶縁を/ 5-&"( しな

けれは‘ ならない。

J I'iffijK際して念頭におくべきτn柄をまとめたのが第一

表である のJ J l 物によ っては，例えば放送局のように表 1<::

・1&せられた大i郁分の項同について十分の検討を要するも

のがある 。 乙れは駁＿＿振動防 ｾｊ Ｇｦの起乙る事が版めて大き

く，し かも F事件が起とった場合は ，初めから手段を尽し

たJbi 介の数{f11:のTf mと'l'l mがかかる 。 しかし ，例えば特

に変桁のない 汗jill の欽什鉄筋コンクリート造のτF務所i l !

2誌のような場介には ，恐らく換気ダクトの1月下f と， 一部

機器の防振を号服する粍皮で十分であろう 。 ζ れは1まil，1J，

の ｬ 氏さの放に附ｾｾの起乙る不が版め て 少なく ，た とえ起

ζ っても ，その場その以で下問しを施して行くといった

手段の万が時間も' l ' l r r J も少なくて済む。と乙ろが乙れが

機械宅を建物上郎にもってゆく様な計画であれば，その

粍皮 lζ 応 じてその織械宅のi虚音構造，吸音構造および振

動体の JI 間的な防振防誌を考えねばならなし、。さらに ζ

れが紐刈庖mおとなって七郎構造が柔となった場介には

床版の振動特性，配f ，の動的根1=. 1' i ，それによる宅への騒

Ti' ， ｬｅ ｡ リ ｾｾ， ｾ ｾ ｌ［Ｇ の イ ￯Ｑｍｴ にまで検討を 加 える必要が起乙って

くる の 乙のようにどのｴＧｅＱｬｴまでが吋初から検討をｾーする

か杯かは ，" 室、町する建物J の祁績と性状によってケースパ

イケースで決定せねばならない。そのために は，あ る程

第一表 志 川 ｕｑ ￬ＧￍＧ 対策 の 関辿 Ｇｩｐ ｊｪ の ｾｴｲＺｽ ｾ

主 明 日 主 な 閃 巡 iJi f(j 考 践 す べ き 事 例

- ]， 7 7 ン騒音の大告さ ・ 低騒音 ＷＷ ンの製作，パランスの良い ＷＷ ンの使用 ， 適切なダクト系の投 ｊｾＮ

A.  1- 2.  グクト内の消音 ・・ ライニング ，消古器あるいは児形綿花よる i同音，吸音処理。

・ ダ ク ト 照 音 の )1 策ー1- 3 ダク ト唱の洛晋 ・ダクト噌の断音処 ｾｊｉ ，グタト材の迎切な選択 ， ｾｉｬ造から閤体音伝述の防止 。

- 4  ダクト内の騒音先生… 適切なダクト風i出と強lも ダ ク ト 内 面 の 状 況，ダンパ矧の使用問所。

- 5  相ｔｩＮ ｦｦｩｬｾ 百 ー・・ 0 ・0 ・0 ・0 ・・・・0 ・・ ・0 ダクトライニングその他による i同音処理 ，マスキングの巧慮。

- 6  吹Il J 殴込口の騒音先生 0 ・. ...・ 吹111風速，案内羽般 I ｾｬ 続分布の良好な投， ｴｯ

1 - 1.  水に与えられる騒音と脈動 趨 切な ポンプ選定 ，適切な配管系の投計，完全なエア - l!<き。

長官民汗，振動の 対 策ー1- 2. 配管 IC与えられる騒音と振動 ・ ポンプと配管との絶紙 ，，/ ョックア プゾーパー の考慮 ， ，) ｾＧＭ＿ーハンマ ＭｾＩ￯ｩｬ ＮＮ ｯ

3.  配管墜の J5音と防振 ・ 配管峨の被間処理 ， 配管の悶Ｉｧ ｬ ＺＡｬ附 ， 楠治体との絶ｾｾ。

4. 配管の面 ｬＥｾ Ｎ ＮＮ Ｎ ＮＮ Ｎ Ｎ Ｎ ＮＮ .... ..... ...... . .. .配管と構造体との共振の回避，配管 系の仮動特性と 病治体の振動特性の解明。

1 - 1.  機織自体の騒音特性… .......・ e ・- 低騒音の織械の劉作 ，ｾ菅 ｉｾｬ 構造の配慮。 ｾＩｪ rr 処I理。

ｓ Ｎ ，ＮＮＢＮｾ ￸ＮＭｯＭ Ｎ ＮＮＮＮＮＮＮ ， ｉＢＢ＠ 1- 2.  機械室堕体の湾 酔t..... . ー・・・ 肢体の 屯 品 隣 宅の苛の許容レベル。

機 械 宅 騒 音 の .i l 策ーl

1- 3  機械室の音響レ ベル…。 ・・ 機械可誌 の吸音 力 ， 織械京内機探 ， ダクトｾｉｩの吸音処 ｭ 。

1- 4  グヲトの lJ i 音処FI! " " " ・・・ ダクト外扱材の選択。ダクトの適度の f自苛処理! 。

l一 1. 織械自体の振動特性 ..... 仮動機櫛の解明，パランスの良い償提の製作 ，1 H堕構造の配慮。

!2. f J l .  I r  ｾ Ｎ＠ "' " ...， "' <tr 1- 2. 綿造体への振動伝述 ・ 機械の回定基礎の mm: ，振動絶縁材の遺沢 ，接続配管との絶縁。

陶 峨 仮 即J の 対 前一|

1- 3.  栴造体への闘体音伝込 ー 振動絶縁材の防音性 ，音響低抗のI由加，接続配管と の絶n。

1- 4. 床版振動による騒音発生 床版 の ｭ 股 ， 振動の ｊ ｊｦｉ ｾｴ ｏＺ ， W阪の仮勤特判 。
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度の経験も 必要 となるが， 常』ζ 定型 iζ 乙だわる乙とな

く，柔軟な姿勢を持つ乙とが一つの鍵である 。
室 の 種 類

第二表 室の騒音基準の推賞値

政送スタジオ

コンサートホ ー ル

通常の劇場( アンプ無し)

音楽堂

教 宅 ( ア ン プ 無 し)

会 諭 室 ( 卯人 )

7 ノマート ，ホ テル

集会主 ( 7 ンプ有 り)

住宅寝室

会議室 Ｈ ｾｏ 人〕

映酒劇場

病 院

教 会

法 廷

図書館

小事: fj f3' i

レストラン

体育館 ( 7 ンプ有 り)

事 務 問 機探索

工場

2. 基

上述の事柄を判断する 一つの基準として第二表のよう

な標準騒音値が与えられる 。元釆は乙の値に従って壁休

の遮音，換気騒音の消音等を計算するための基準値であ

るが，乙れを逆 lζ 見れば. 各種建物の音響上から見た高

級度の判断の資料とする 乙とができる。 第一図はN C f出

線と称せられる騒音基準曲線であっ て，乙れは会話のし

易さという乙とを基準において作成さ れたもので，最近

はほとんど乙の数値で基準を示される乙とが多くなっ

N CI曲線 |等価A 特性測定値"

15- 20  25- 30 

20 30 

20- 25 30 - 35 

25  35 

25 35 

25 35 

25- 30 35- 40  

25- 30 35- 40  

25- 35  35- 45  

30  40  

30 40  

30 40  

30  40 

30  40  

30  40 

30 - 35 40- 45  

Ｔ Ｕｾ Ｉ＠
55 

50. '  60 

50  60 

40- 65  50- 75  

Jt 1 ) 会話携 において特 lζ 著しい騒音の場合は 5 d b を減じる。

2 )  N CA 億を示す。

た。 しかし音楽の鑑賞とか読書環

境というととになると 当然会話と

は違 った要素を考ー慮して基準が与

えられるべきであるが，今のと乙

ろその試みは なされていない 。な

おN C値と指示騒音計の A 特性の

指示値との間 lζ は，ある関連性を

NC- 70I  有しており ，概して N C値に約 10

を加えたものが音の大きさのレベ

ノレ( ホン〉であると考えてほ lま間

90 

NCA-60 NCA- 70 

、

、

N  C 幽 線

NC A 臨餓

付
門.ー 曲緩

=  Eヨ

NC-20  

80 

、
、

¥

 

圧
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へ
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ノν

50 

( dB)  

NC-50 
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30 
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20  

10  
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75 150 300 600  1200  2400  4800 10000 

周 波 数 帯 域 (Cj S)

第一図 N C  曲 線
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迷いがない。

次 lζ 振動の許容値に対しては第

二図 があり ， 振 巾， 振動数( 周

期) との聞の関係を示す。ま た床

版の振動は周囲の空気に伝わって

綴音源ともなる 。振動する床の加

速度と ，その下の室の騒音レベノレ

との間の関係を第三図 lζ 示す。

• 

3. 実 例

第一表 IC 示 した対策の 中から

二，三実例を示しながら補足説明



、

する乙とと する。

イ) 換気騒音 ( ダクト の消音処理)

乙れは送風機 iζ て発生した騒背を宅

lζ 到 るまでに消し去り ，途 11
1 において

ダク ト控からの音の出入を防ぐ乙とが

必要である。消音計算法としてはーつ

のシス テムが確立されており ，実験 lζ

よって捕われるべきデータが次々と与

えられてきている 。現状で段も不明確

なのはダクト内の発生騒音であり ，乙

れを無視すると計算通りの効果が得ら

れな い乙とがあるので，消音完了後は

十分風速を政とし ，ダンバ，ベーン，

l次/1¥口てす: の騒音発生を紙力防ぐととが

必要で・ある。

一つの例として. 第三表の段式に従

って訂筑l されたある放送局 の高IJ 調整宅

の実施測定の結果を第四図 fC示す。 第

三表は計算を符易にする ため二，三の

簡便法を用いてある 。すなわち送風機

パワ ーレベノレは馬力数K て表現 し分岐

部における エネノレ ギ一分担lは風日比に

て行ない ，また原則的な計算法として

は直接音と 拡散音による二極の計 算を

行なって大なる 方を採用するのである

が，乙乙では直接音を主と し，乙 れに

拡散音の影響をおらかじめ考慮して

10 

08 

0.6  

0.4  

11 

¥ A T振T動一の寸右足限界} 一 一

¥ ｂＺｾ 楽字会 基準

|  

第三表 換気騒音の計算例

宝名 2官2 TJIJl 笥妥

送風機定絡m力 ｈ Ｉ ｾ Ｒ＠

風 j;l F  = 1. 424 

J換 気 ロ 寸 法 5 = 22.  5c m 

l負 気 口 位 置 天井

京 の 苑 矧 放 道機器室

宅 J正 面 積 S 雪 223.8mロ

排気ロ パ ン 型 送 風機 シロッコ7 7 ン

P  .w.  L .  ｾ ＹＰ Ｋ Ｑ Ｐ ｉ ｯｧ ， ｯ ｬｐ ｾ Ｙ Ｓ＠

ｪ 矧口風母 ｦ ｾ ＶＷ Ｕ 分配比係数 K b雲 10lOE 1 4 = 3 25

換 気 口 の 数 n = l  

Ｇｊｩ ＹＮ ＱｊＡ 員ｾ｜口数 n e  1  

宅 寸 法 13. 5mx 5m x 2. 4 mH 容 積 V ; l o2 mお

平均 吸 音 $ ω 0.25  吸音カ S a'. -.. 56 m
2  

宅 令 量l: R =  5<< 1  << 

ｾ ＷＵｭ＠ " = 810ft
2  

独身 ｉ 係主主 ｋｲ ｾ

許 容 雑 音 NC 25 

375 - 75 - 150 ・ 5∞ω0 -1200-2400- 4800・9600

0.2  C  よく応じ る事聞の下限 トベ

半

0.1  

振 0.08

巾 0.06

004 

り 0.02

0.01 

000∞08 6  

0.004 

0.002 

0.001 

1¥ I¥f¥c' 

¥ 

ｾＧ￭＠ ¥ 

て

1¥. 

1¥ ¥ 

"" ドdモ、十一=t→寸
¥ 、¥

¥ ｾ＠

守日や
1  2  3  4  6  810 20 30406080100 

振 動 数 cps

第二図 振動の感覚的恕限度

振

動

の

b日

迭

ｊ ｾ＠ 0. 01  

9  

全世

イ立

第三図 床板の振動と直下の室の騒音レベルとの関係
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第四図 if， 3 表の室の騒音の実施測定結果
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第五図 閤体音の影響を示す騒音測定例
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第四表 室悶昨日誌i ( ク ロス トーク 〉の計算例

宅 私 的J下~問調/ Hl

Ti ￰＿ 可Ｇ司ｾ ｾ Ｍ *-

の 高; J i 此 下 弔 の 府 ;Ji 削凋宅

‘ l 桜 87my  1. 5m ><2. 2m 1-' 可1 ・1 法 13.5m x  5 m x 2. 4m]-]  

政 V ，286m九 千干 積 V '2 = 152m:
1

li' i  5 ， 647m"  t  'rIi i  l¥'i ＵＲ ｾ ＲＲ Ｔ ｭ 日

本 α1τ 0. 10 玖 音 41 ＢＢ ｾ ＰＮＲＵ＠

j J  ａ ， ｾ ＶＴＮＷｭ Ｂ＠ ;)( '1I カ A2= 56m"

j'  /}; 30cm x  30c m 笠 定 紋 R 2= 75m
2

5  I  = 0. 09m" 捗 主I I I j 法 22.5cm y  22.  5cm 

椴 ｾＱ [ 1 数 町 宮 1 5 己= O. 05m:2

政射係政 Ｑ＼ ， ｾ Ｑ Ｐ ｉ ｯｧ ， ｯ A;_ "， 28. 5  J I i ! 気口敏 n2= 1 実効検気回数 ne= 1

11 15 1  

2'f ｾ幸雄 音 ｎｃ ］ ＲＵ ( M' = 25) 

|自クタずパン副 1i |1;; |;認|認! |lgi li認11211|銚 |備 考

| 百 株 1104. 5 105  1  108  1  109.51  111 1106 1100. 51  94 
I  s.  P  .  ¥oV.  L.  I  l V <f ，. )  l V....  I  l V U  I  L V . 7 ' o) l  J . l l  I  

2 1 宮 跡 宅

5. P. L .  

3  1  - K  I  1  28. 5 - 28 引- 28 日- 28. 5，- 28. 51 28 剖ー28. 51- 28.5

1  JII<主l 口1 入品. j 1  0' 0'  ，1  0" ，1  o.  1  0 0  ，1  00 ，1  00  1  
|  |  引 日 1 82.51  87 引 72 1  65.5  

1Rl B  P W L | | 1 - | | 叶 |
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第

度の計算で済ますよ う実効換気口数と

いう概念を用いている 。計算項中第 7

J買の X は，同級のY ，' えで忍気口lζ 対す

る補正を行なうのである。if， 3 項他の

雑音源の補正はタクト中の発生騒音等

をあらかじめ巧; ' ) 起するもので通常 3 を

うえで良い っ!nS 項は騒音源から未処

理のダクトを通って来た音の吹I : l I口に

おける B P WL  ( バンドパ ワーレベ

ノレ) を示し ，第 9 項は許容雑音から逆

r . ( された吹山口における B P W L を示

すので，乙の差 lζ 当るものをダク ト経

路中 ICて消音する必要がある。第 11項

以下lζ 消音材の選定を示すが，木例で

は消音エノレボによる il '1音を主力とし て

いる 。第四灰|によ って卜分所期の目 的

が荏せられている乙とが判 ろう。 第四

表は第三友lζ 示 した室 lζ 隣接する廊下

) ' ¥j S 分との聞の漏話( タロス トーク) の

ｾ ｩ ｬ Ｍ 算であ っ て，考え方は第 三友 と同 じ

であるが，音源としては人の話声が主

で，その B P WL は表示されたどと く

である。 M'値は N C で示される無音綴

T1' ( 換気騒青のどとき) IC ? スクされ

得る有志騒i " j - ( 話声のごとき〉の S P

L 偵を示し ，クロストークの計算では

原則として M'値を用いる方が良い( こ

れは第一関 lζ 付記しである) 。 友には

N C 仰と M' 値の両方の場介を記しで

ある。乙の二例で灯]1，、られた消音エノレ

ポおよび直管ライニングダク トの減衰

訂を第五表。第六表 lζ mげる の

口) 国体音 ( 送風機の

防振防音処理)

第五図は第四閲と同じ建物の-t 調宅

第六表 情特・ダクトライニング日 ｾｓ 分の減 京電 Ｚ

( 110 " 1り)

下 ｾ ￪ の ＨＯ￭ｉｃ ｐ Ｏ ａ を乗ずる

P = ダクト j司 長 ( 川〕

20 1  75  1  150  1  300 

75 I  1ω 1  300 I  600 

0. 13 1 0. 5 1 2. 0  6. 2 

A = 断 面 積 ( "f )  

|liml mi 盆上jill -

7.9  1  7. 2 1  7. 1  1  6. 9 
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75 

測定日時. 昭和38年 9 月26日 P M5 - 6 時

室温湿度 25
0

C.  55%  ( スタ ジオ内〉

測定箇所・①運行スタジオ天井裏

測定条件 " 運行スタジオ ，主調ビ

デオ ，各系統ファン速転中

②運行スタジオ

測定条件 1  .. 1  上

@ ①~② 

④ ー針縫臨 音

A  B  C  

騒 音 計 指示 ① 47. 5  62.5  72 

② 35 46. 5 55 

' ① ~② 12. 5 16.0 17.0J  

騒 音 Ut : S  L - 16 

分 析 器 。 O F -7

75 

150 ∞∞
 

刊∞
制

蜘

2

4

 e
u
 

，
J

 

内

U

内

υ

p

v

《

υ

nu

v

f

、

2

4

 

‘

I
内

，

ι

境

川

∞

印

刷

ロ

帯数

n

u

n

u

 

n
L
w
n
U
 

5

6

波用

m

w

∞

 

第六図 天井英騒音と室内騒音の測定例

アナ ウン ススタジオ前室 lζ 起乙った固体音発生の例であ

る。アナウンス室は防振 ゴムにてフロ ート しであるため

無事であったが，百iJ 室においでほぼN C- 251ζ 迷する測

定値が得られた。乙れは直上の機械宅Iζ 設置した 2 台の

大型送風機が，金属スプリングを用いて防振に十分; 怠を

用いたにかかわらず，高周波音の伝迷 lとやや偵重を欠い

たζ とおよび浮蕊礎が床から立ち上がったコンジツ卜パ

イプlζ 接触していた乙とが原因であった。 ζ の障害は隣

室の主調室 ( N C- 25) Iとは影響をおよぼさなかったな

ど実害を伴なわなかった乙とが何よりも幸であった。前

室の壁IL耳をつけるとモータ ーの高い音が固体音として

伝わって来ている ζ とが明らかに勝取された。

ハ) 天井裏の騒音 ( ダクト および天井の遮音処理)

第六図は第四図および第五図と同じ建物内の巡行スタ

ジオとその天井哀の騒音を示す。との室は当初規定の値

( N C- 25) を少し上廻る騒音を示したためその原因 と

目された天井裏騒音の逓減lζ 努めて成功したものであ

る。すなわち吹出口から放出される 換気騒音は十分に消

80 

音されているにもかかわらず，すぐ隣り合った空調峻室

からでたダク トが機械室で必要な消音ができずに ，スタ

ジオ天井裏において消音処理されたため ，レベソレの高い

扮! ダクトが 卜分の断音処理されずに天井裂を走ったため

に， ζ れが天宍哀の S P L を高め，天井fJ :上材の遮音性

を上廻る値 lζ 達してしまったのである 。図ICは両者の差

をも付記したから ，仕上材 IC必要な遮音fE:を推定する ζ

とができる。また換気側としては，天井裏ダク ト壁lζ 何

程の遮音性をもたせねばな らないかを検討する乙とが大

事である乙とが判るだろう 。

'  

×  X  ×  

以上級めて不十分な論旨であるが，実際の建物 !とおい

て，どの様な点で問題が起乙り易いかについて実例を示

し，設備設計者とし て騒音振動問題に対す る心構えに触

れた。また乙の郎門では如何に建築と共lζ 総合的な立Iあ

から計画を行なうべきであるかを，窓匠家および構造家

lζ 認識していただければ幸いである。



、

読 者 の 頁

も 輔 醐 偽 岬柑 ゅ のW 帥 曲 師 輔 晶 岬 融 制 叫 醐 偽 柚 輔輔 抽

J立拡を歓迎しま言 。ハガキでお寄せ下さい 。

けいさいの分iζ はm品江主 2 。

づら

[ J 合 新 を 打 つ 口

人の@iJ 彰が: i l e うように，経験にお

いても，仕事の知識においても ，人は

千差万別であるが，人間関係を円れ

にするには ， お互の協力が必ｾだ 。

「合凶を打つ」といえば ，li品iヲをイ下

せるだけでなく ， しかも協力するこ

とだと思う 。

新打ちは 1本の材料を 2 人でJ!:! 'll

から半分ずつ立任をもって打つわけ

である 。 2 人で交互にリズムをとり

ながら 打 ってゆくのである 。腕のそ

ろった 2 人ならばよいが， 1怖がちが

うと 2 人とも打ち終らないと，材の

I(Uをかかえて次κ うつる乙とができ

ない。また l 人では; U，¥f 子がうまくれ

かないのである 。

o新をnつのだ 。 乙れが荘、の「介づ

ちJ である 。

ｾＨＩ［ＨＱｩｉ Ｑ 渋谷 区本町 Ｒ の Ｒ Ｑ 1叫鉄了 パー トB- 6

設; fI係長 吉 田 修 三

*  *  *  

l J 1965年 度 く 建 築 年 鑑 賞>

受 賞 作 品口

＼ ｾ起 ｩ主［築長伝 ｅ 鑑 Ｑ公工 ＾ の第 Ｖ 阿綬 Ｑ口 ｉげ ｦ作 ｬ Ｇ二九叫刊 Ｑａ山川 ｬｨｖｬＯＱ

は， T t己のとおり決まりました 。

国立屋内総合競技場

企 画

オリンピック組織委員会

施設特別委只会

設計 ・2左血!

月 ｆ 他 三 ｩ 占 ｾｉ r  11 ・iIl9.i'!，-&.11研究所

作 )1: 削除研究室 . )1 上' j Orl l 研究' f (

i I l 設省関東地方iiiJ 没j司

施 E

消水i I l 設株式会社

株式会社大林組l

1965"1ミ 9 )] 15 U

i I l 築年鑑11選定委員会

委員 ( A B C II 阪) J徐)1 正 公11，d1i 

111盗ー，伊総ていじ， 川添登，布11

代 ｴｩｻ ｾ Ｍ ＡｬｩｳＮ卒、 ｉ 松良次自 ＱＱ ， 、 ｬ ￪ ｬｾｾ 汝 ﾭ

lli.，j正午: 治

今年度から年鑑:凸ーをiきぶ段取りを

あらため ，上記の選定委員会を構成

して鈴衡する乙ととし，討論と投 ［ ｾ

をi l l : ねた結果. luj 委員会の決定とし

刊行後の 11) J 下旬 Ic1 j ない ま官 。

( 編集省 ・宮内嘉久

発行お ・美術山版社 大下正男)

* 安 食

IJ 日 本 建 築 ジ ャ ー ナ リ ス ト

協 会 発 足口

ｩ Ｑ ＱＲ 誕ジャーナリス ト の ｾｻｉ ｾ Ｚ の協を

もとうという話しあいが始ま ってか

ら，ひさしく i工余凶折の経過をたど

ってきたi I l 築ジ ャーナリ ス ト協会も

7) ]  26日(C 設立準備総会をIJ I.j き，ょ

うやく d二式に発足する乙とになりま

した。怜 下 浜 u 隆 ほ か。irl 1回

臨時総会を来る 10月22日( 金) 1mく

予定。述絡先は東京邸中央区銀座 3

ｬ ｩＱｬｾ会館内 。

公 安 会

コ も の そ の も の つ

「おとなの人たちに< 桃色のレン

ガでできていて，窓、』ζ ジェラニュウ

ムの鉢がおいてあって，屋恨の上に

うち

ハ卜のいる ，きれいな家を見たよ>

といったと ζ ろで，どうもピンと乙

ないでしょう 。おとなたちには< 卜

)J フランの家を見た> といわなくて

はいけないのです。すると ，おとな

たちは， とんきょう 715 をだして，

くなんとり っぱな家だろう > という

のです 0 .1

サン ・テグジュペ リは「庄の王子

音のリズムが必要なのだ。 そ乙で て. _U己作品へJ受賞する乙と lζ 決り さま J のなかで乙ういっています。

打ち終 ったブj が.J.ll 手のために訓子を ました。選定の経過ならびにれ委μ おとなのi I l 築家はあまりにもお金お

とってやるととが必必です。す なわ のi握手! とは，来る I I/J 上旬刊行予定の 金 IC乙だわりすさるのではない でし

ち，打ち終った材の端を針の柄で < 建築年鑑> '65 年l仮託、上でIlj] らか ょうか。 ものそのもの，乙とその乙

とんと乙とんと ζIIJ I いて代鎚ならぬ にいたします。なお俊立式は ，年鑑 とを大切にしたいです。 ( M)

VI NI LEX
7側

、一一一

lゑム

---ι--
‘ ・圃画面画薗薗圃，

- たいへん塗りやすい 0

・仕 上 り が 美 し い
@  

- い つ ま で も美しい色を保ちます。

<  S  B 系 エマルシヨン壁塗料〉

ＱＺ［ＮＭＭ且 ｡ ・ ｾＹｾ 忌 ＷＰＰＰ

81 



クラスメート

5  

前列左より

元 吉 勇 太 郎

(  IくK大ぷ組w務取締役)

ー 圃 俊 郎

〈名古毘工業大学教授〉

佐 藤 重 夫

( 広島大学教授〕

後列左より

高 山 侃 也

〈鉄道会館一級住築士大阪、'l l :mil 庁長)

菅 田 豊 重

( K K大林組研究室長)

塚 本 猛 次

〈日建設計工務K K取締役社長)

奥 村 音 造

( 天理教営紛郎技術庇主任〉

大林組本I占応接室1<: て ・昭和 9. 10年東大卒

( )I!fj不同 ・敬称略)

82 

... 昭和 9 年京大建築学科卒。 同級生の会を1 I { : l ' f J 会と呼ぶ。 今 日は卒業以米， 畿内

Ir 住んでいる 3 人と ，広島の佐藤と合わせて 4 人が集った。佐 藤は「置さんJ の愛

称で呼ばれているが，いつまでも気が若く，何でもやってやろうと ，1此近 rl動車の

述転を始めたという 。塚 本，長谷部竹腰. ( ] ! 築事務所K 入社以米. u建設計工務 K K

にわたり設計畑を一貫 ，i此近とみに民録を加えてきた。奥 村，天理にあって型地の

設営 ｬζ 献身 。 天理教 ｉｾｊ 山ｊＮｃ柱のｻ言任額めて ＱＵＱ い 。 菅田 Ｎ ｾ主設業界の研究の歴史がま

だ U も浅い。地味な努力をっつけている 。 乙のほか同級生には ，竹内佐半治( 住宅金

融公，11名古屋文所長) .  柳田 ｻ 言吉Ｈ住友ｪｊＡ設 ｋｋ 取締役大阪支底長〉がいる 。 Ｈ菅 ｬｩ ｬ ｾ 己Ｉ

‘ II{! 和 10年東大建築学科卒。以前から {d; 均年だった元 吉は . 15年程前身体を乙わした

が，よく立直って，大きな笑声と| 制連さは昔円のまま ，その精神力は伴大。永年名

白昼の局長だった一因は，今度学校の先生，処を得て妙。u設業界から設計事務所

Ir 移った高 山は，少し戸惑い気味，下手なゴルフに乙ってる& 中。処刑のため出席

できなかったのはつぎの 5 人。 深尾実郎( 大阪府建築部長) は今となっては数少くなっ

た公務員の 1 人，地道に刷 会などでど背労のようす。 青樹英次 ( IJ 本住官公問名古屋支

所見) は ， 行政的手腕と熱訟はいわずもがなだが， 長 ｉｾ ｾ と 三 ｬ 味 線は玄人 。 芳 山 保 ｉￎＺ 長

W oI l ! 市営綿o! I ! 長) は社寺建築と l定闘が趣味。 安 藤芳雄( 大日本上木 K K専務取締役) は最近

東京が本拠地らしいが，Z区内奔走，なかなかっかまらない。 室井修( 口組設計工務K K

研究室次長〕は以近東京 Ir 移ったが， 原子力関係施 設の専門，朗かに酒を憎むの は昔

日のまま。 (高 山記)

4  
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4.QOV級 分 岐 式 配 電 方 式 の 合 理 化 に ・

技術面、経済面をプラスし

用途に適した独自の設計グ

電源分岐室用

乾式骨ヨ. ，-: l l 【
T C- H S T 三相 5 ・1 0 K V A乾式 ( H種絶縁) 厳重ね式変圧混

一次電圧 4∞V 級 二次電圧 210V- 105 結線方式 A 一人( 二次側三相線式〉

- 標準定格仕様

圃最近 、建築物が高層化し 、大型化すると共に単

位 面積当りの電力使用量が地大し 、 従来の 100V

200V 配電が技術的に も、 経済的にも妥当性がな

い41が実証されて以来、その j'r Ul'J策 と し て 関 係 各

方面のど研究により 、 400V 級 配 包 が い よいよ完

全な実用化の段階 lζ 入ってまいり ました。

l百

B種又はH極

一 相

は 60%

一= 55d0，E%ご10又K  三次V A人結線( 中匝点引出形)

m 一次側

50% 415 V(lii し 従来の制作例 として は )  

6総相OC;s ・460 V  ¥50%  420V.  ω %  440Vが多い

圧 二次側

間間 - 2( 1  1  0  V  ー (182) V  

21) V - 1Q5V 

圃情進上の特長

・ しかし乍ら 、コンセン ト回路及び各施照明等 lζ

単相 ] OOV 、20 0 Vはどうしても必要でありますの

で、 400V より降圧する 変圧器が必要となります

. 乙、で当社は建築 業 者 殿、 む気工事業者般を始

め各ど需要家殿より広くど指導を仰ぎ廠 k の点で

ご満足い ただける三相 H種 絶 縁l位式、 二主主総変圧

器( 一次ム形 、400V級 、二次人形、 二次側 i 包JEは線

Lイ) 並ヂr ] 運転が出来るようインピーダンス電圧をそろえ

ています。

伊)t色' 設の場合侭付面積を少なくする ため積重ねが可能

な設計としています。

付乙のため 5 K V Aと10 K V Aの 2 機陸を様準化し 、大

五EUrcによる価絡の合理化を計っております。

4ニ) 必要 ( C応じて防j s ゴムも取付けられるよう特別なペ

ースを設けております。

体)並?，IJjjl'l G . ; をした場合の変圧器の保護を考慮して、ノ

ーヒューズ ・ブレーカ ーが取付けられる構造として

おります。

コ

間]21¥1 、105¥1 同時使用可能) を開発い た しました

松 下 雷 雲

一ーーーー・ーーーー・ーーーーーーーーーーー・・ーーーーーーーーーーーーーーー・ーーー・・・ーー- ーー- - _- - - ーーーー・・ーーーーーーーーーーー- - - - - - ーーー ーーーーーーーーーーーーーーー ーーー- - - ---ー ー

お問合せは ・・大阪守口局区内・松下電器 ・変圧器事業部

北海道特機営業所・ー T E L H.. 腕 ( 24  )  9271  

仙 台 特 機 蛍 諜 所 ・ . TEL 仙 台 ( 25) 8111

東京特機; 営業所・・T E L 以 京 (561) H461  

隙 浜 特 機 出 張所・ . . TE し 品 質 浜 ( 68)  0743 

静 岡 特 機 出 張 所白川 、E L ｾｰ＠ 岡 ( 54)  1241 

北 陸 特 綴 蛍 業 所 一γ ビL 富 山 ( 2  )  8561 

新 潟 特 機 出 強 所 一 T t:: L 新 潟 ( 5  )  0171 

名古 屋 特 機 造 業 所・・・T E L 名 古 屋 ( 95 )  6211 

大| 奴特機蛍業所・ ・T E L 大 阪 (362) 5151 

広 島 特 機 営 業 所 ・ ・T E L 広 島 ( 41 )  5111  

四 国 特 機 営 業 所 ・ ・T E L 高 総 ( 2  )  1194 

九 州 特 機 営 業所・ . . TEL 福 岡 ( 28)  3331  

1じ;!vJH特機出張所・・・ T E L 小 倉 ( 53 )  5121 

南 九 州 特 機 出 張 所 ・・T E L 熊 本 ( 4  )  1101 
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業 時j=Z寄る

驚守的建材 40年 の 歴 史 と 最 新 技 術 の 産 物

守幸 言午 ・ 耐 酸 ・ 耐 ア ル カ リ ひ ふ 〈 鉄 板

ｊｴ ｉｊ 王ミ ｾｾｊｾ 桑原ヨル

スー ｊｴＭ ｊｴ Ｇｊｉ レｊＩ ＩｾｾＹＧｾ
大 丈 夫 で す 新 II .H ¥:: に 7 .. / チ し た

fキ 判 の カ ラ ー I烈山1，) j  あ り ま 寸

- 美 し し、 ア ル ミ 箔ひ ふ く 宣財反

ｊｴ Ｇｊｉ Ａｊヲル＿ルｾＭ，、

責 任 施 工 ・ Jt IJ I !J 1j ｊｾ 克明ル製造株式会批

84  

本 社 工 唱 尼 崎 市 止 拘 Jt 11 叫 胤 縄l 山 7 → / 東 京 王 帥工唱 崎 l 州 市 川 知 1 6 2  0 置 話 瞳 ( 32) 3  1  1  5  - 7  
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. 建築様式 の著しい発達に伴ぃフロア ヒンヂ1 ，. これ

に適応したものを要求されます 。

創立40余年を誇る最古の経験と、最新の特殊専用機設備

から次々と生れるニュー スター ・フロア ヒンヂは、取

扱いが簡単で、耐久力があり、建築設計業者の皆様から

信頼ある理想的な製品とし て広範囲に ご使用いただい て

います @
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38 環境部門

環 境

コ 包

日
楽 (Planned Music) 

毎日放送環l責音昔話 !]f 業 本 部

秋 田 正 克

l長近事務所や生産工場のような働く職協 lζ ，作業中音

楽を流して，エアーコンディションやカラーコンディシ

ョンと同じように，作業環境を改善し，モラー J レの向上

と能率の地進を計ろうという試みが盛んになってきてい

る。

ホテルやレストランなどでは，かなり昔から ，音楽を使

ってその庖のぷ聞気を好ましいものにし ，お客を楽しま

せ，ー庖財布のひもをゆるめて買うというととであろう。

働く職湯 iζ 音楽を用いる試みは，欧米では古くから試

みられており，かの トー マス ・エヂソンがフォノグラフ

を発明したき っかけも ，工場に音楽を流したいと考えた

からだとい われている。働く職湯用の音楽は ，第二次世

界大戦中に熱心に研究され，非常に発展した。今日米国

の著名な事務所や工湯のほとんどすべてが，M lJ Z A K  

社のとの職場周音楽( 環境音楽) を利用している 。

日本においても職場 lζ レコード音楽やラジオの音楽を

流すなど試みられた乙ともあったが，その後あまり発展

も見せず，またとの方面の研究も少ないようである 。

Ｑｾ 近乙の問題が各方面で注目され再認識されるように

なったのは . 海外から ζ の極の音楽が一郎紹介されるよ

うにな ったのと同時に ，近年急速に進んできた事務や生

産の近代化，オートメ化によって生産性の向上が言|られ

る一方で，職IAの人聞はあたかも組大な機械の一郎と化

し， ζζ 』ζ 人削除外なとといった状態が生じて きた ζ

と，複雑な社会機織や都市の混乱，騒音などのストレス

に悩まされる者が多くなってきた乙となとが， その背景

にあるようにも，思われる 。

情 緒 的 刺 激 と して の音 楽

音楽はi単く原始社会の l時代から入閣の生活と密接 lζ 結

ひ‘ ついてきた。喜びの lI !j ，悲し みの時あるいは病気の治

療に音楽が伎われた乙とが古代史詩や聖也の LI :qc も記さ

れている。また労働の唄として黒人たちの I興，有名な「ポ

ルカ。の船l貝」のような船唄，あるいはまた日本の III 植 l県

や茶つみ l貝など今なお l貝い伝えられているものが多い。

乙れらは，いずれもその労働の単調感をいやし仕事をよ

りスムーズにするための自然な知恵のように息われる。

うきうきするような祭のはやし ，勇壮な行進曲 ，厳か

な教会のオ J レカ・ンの響き ，ζ れらの音楽はいずれもその

局所に望ましい雰閤気を作るため大きな役割を果し てい

る。戦時中は行正って来るぞと勇ましくミ軍歌によって

戦場に送り出されていった。

乙のような音楽が人聞に与える効果については ，また

多くの学説もあるようだ。次のその一例を挙げて見ると

音楽は

・新陳代謝を増加する (Tar t chanof f ，Dut t on)  

・筋肉エネルギーを泊滅する ( F ere. T art chanof f )  

・血液iiL 1派はく ，血圧に明確な効果を与える

( Hyde.  Scal af i no)  

・疲労を遅らせーあるいは減少させ耐久カを増加する

( Diserens)  

・タイプまたは祭記| 時の活動をスピ ードア ップする

( Di serens) 

・注意力の集中 lζ 役立つ ( Tal bot and  Darl i ngton)  

乙れ以外にも ，音楽とはいわれないような気まぐれの

音を使って，いろいろな生理的反応を測定するといった

実験も試みられているようであるが，それはともかく ，

ほとんどすべての音楽は ，人聞に対しである特定の予測

し得る反応を起させるととができる。

働 く 職 場の た め の 音 楽

事務所やL 場のような働く職場のための音楽は ，した

が って仕事の手を思わずとめてうっとりとするようなも

のであ ってはいけないし，悲しくなったり ， うきうきダ

ンスを踊りたくなるものでも困る ，それは疲労や退屈感

を絞めス トレ スを減少させるといったものでなくてはい

けないであろう。すなわち一 日の全作3長時間を通 じて，

乙の目的に段も効果のあるように科学的に昔1-画され，プ

ログラミングされなくてはならない。

一般に B . G . Mといわれているものが，ただ単 lζ 静か

な音楽や，好きな音楽を流すにすぎないのと較べて全く

本質的に迷うものである 。
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職場の音楽はまた伏川 lζ 当ってi 1l 統的 l乙流しては先)j 栄

があがらない ，それど乙ろか11与には マイナスの結果にな

る乙ともある。また繰り返えして同ーの山をもl ! _ う乙とも

よくない。乙れらの乙とは昔の研究 ・実験でも! 日j らかに

されている。

MU Z A Kの番 組 の 編 成

乙とで，働く臓i必の ff 業として， MU  Z A K 社の洛組

編成を紹介してみよう。

M U Z A K の( 1 ) : 組編成の特徴の 4 つは ， r勤労行の -

Hの標準{ ドJ tJ 疲労曲線 l己反比例したパターンを持つ高架

I"' J 刺激をりえるよう計画ーする」乙とである 。

多くの心 ｬ Ｚｾ 学必や労働研究所などの調査でよく知られ

ているように， 一般に勤労' 者の能率 ・エネノレギーは ':9J の

作業1m始からしばらくの IHJ が 寄刈い，それから作業が

続 くにしたが って次第 lζ 低卜して行き， 21時聞をすぎる

頃』ζ は最低を記録す

る，それから昼 lζ 向

って再び上昇するよ

うな曲線を画く ，そ

れは多分昼食の解放

l時閣を期待する 気持

が働くからであろう

といわれている。午

後にも ，また乙れと

ほぼ同じ よう な曲線

を画くが，午後の長

低部は午前のそれよ

り大きくなるのが普

通といわれる。そ乙

で音楽の編成はちょ

うど乙の凶線と反対

の刺激度 l曲線を持つ

ように計画する 。

つまり 紛のう ちの波れていないmJは，ムード刺激の軽

いものから山発して ， 次第 ｉｃｾｩｕｾ 止を強めて行き ， 能率曲

線の段低郎あた りでj良高とな り，あとはまた次第に弱く

なって米る。 午後に ついても ，とれとほ ぼluH誌な編成を

する乙とになる。

知 2 の特徴は ，冶漢の. i i l i 統的伐川 をさけるためにプロ

グラムは 15分を 1 単位 として ，15分どとに断続的に流す

ようにしている 。 しかも乙の 15分の寄組は作業の単調

さ J屋間感を補うように音楽のテンポ ・リズム ・楽器編

成 ・オーケストラのサイズについて，一山ごと に変化を

持たせて組介せであり ，始めの l出から終りの!血 IC向 って

絶えず'Jri向きの感じで刺激を強めるようにしてある。乙

の 見複雑 ・珍妙な，J ?，I!J Jは， ちょうと昔「からある得席で

以後』己点rJ が/ 1' ，てお客を i，;'Lj.ll!. させて出1i すという 版1!J ! を応

川したにすぎないといわれている 。

ζ のような 15・裂は ，M U  Z  A Kでは乙の目的のために

‘  

宅多 ｊ えｾ［［
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のみ特に専門の音楽家 f( 依頼して編曲 ・録音しており，

音楽の持つ娯楽的価値を失わない範聞において音質の点

にも特に考慮がはらわれている。

環 境 音 楽 設 備 の 設 計

環境音楽の必要かっ充分な再生周波数帯峨は ，5 0 %-

8，0∞%である。 したがって使用される増巾器，スピー

カなどの電気 ・音響織器類の特性も乙れに合ったもので

よいので，乙れ以上の性能は必要としない。環境音楽の

再生レベノレは一般に低く ，あるいはまたその湯所の騒音

レベノレも比較的高い協合が多い。したがってとのような

状態ではとれ以上の Hi -Fi 音楽を演奏したとしても，

人はそれを聞く乙とはできないからである。

重要な，長は ，長時間連続使用する点からも故障の起ら

ない安定した ，しかも取扱いの簡単なものという乙とで

あろう。乙の音楽演奏装置はまた直ちに非常に優秀な，

お知らせ，呼び出し装置あるいは非常火災範幸世装置を兼

用し Ｑｾ る。た ｦ ごしその逆はできない乙とは注意すべき ζ

とであろう。

音楽が磁気テ ープの湯合 81時間のテ ープ再生器が当然

必要になる 。

1U話線による 11.]'1ま受信端末にリピートコイノレを置く 。

また時には線路 ｾｈ 凶器によって特性を補正しなければな

らない。

F M多重送{ 乃の 11告はその irllJ 般送技のみを受伝する特殊

受信機を設置しなければならない。

スピ ーカの配置と所要 電力

設計 lζ 先立って演dきされる J:li; rYrのW' i5/. 会充分iJIJ : f:Eする

必変ーがある 。it 物の構造，天} I: や壁 rfI iの仕上り，音響特

性，騒音レベノレ，機械 ・1 1 - 器頒の配置と人の動きなとで

ある。

スピーカの配置は ，原則的にど乙でも盃のない均一な

音量: が得られるように青| 薗する ζ とが大切で，そのため

天井 iζ チドリ型に配置し，その距離は天井のi認さの 1. 5

倍位がよいとされている 。実際には天井の状態や，照明

器具，空調器具などの関係あるいは作業場の配置の関係

からその場所 iζ 合ったよい方法を考えるべきである。

スピーカの音量はその入力也力で‘ 表わし，入力電力は

その場所の騒音 レベソレで大体決定する。普通の場所 (65

d  b以下) でろもW，騒がしい所 (65- 75d b ) で 2 W ，

非常;f( 騒がしい所 (75d b以上) では 3- 5 W 位にす

る。乙 ζ で増 巾器に定m圧出力方式を採用すればスピー

カの屯力配分は，スピーカ トランスの一次側のインピー

ダンスを変えるととによって簡単に変えられるので都合

がよい。

場 11] 器の活力は，したがってスピーカ電力を合計した

ものでよい乙とになるが，実際 lζ 当っては 2 倍位の余椅

をみておいた方がよい。

スピーカの音量を状況によって変えられるように ，で

きるだけ多く音51調整器を取付ける乙ともよい乙とであ

る。迎用 中よく騒音のレベ J レが大きく変 ったり ，人の配

置などが変ったりすることがあるからだ。

騒音レベノレの非常に高い所では ，従来環境音楽は役に

立たないのではないかと誤って考えられていた ζ とがあ

るが，実際多くの経験から人| 副の耳は騒音を通してはる

かにレベ J レの低い心持ちょい音楽を聞き得るものであ

る。

紙面もとうやらなくなってしまった。環境音楽は乙れ

からも増々多く活用される乙とであろう。それは働く者

にとっても，また経営のT I i i からも他のものでは容易に得

られない利益をもたらすからであると思う。

国 ・………. . .. ..

ミ 冷 蔵 庫 防 熱 工事: ー アスファノレト防水 工 事 怒

ミ ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスファノレ トタイ ノレ工事選

選ifii J 酸モノレグノレ工事 ..- 各 租 jぷ 工 事選

大 阪 耐 臣 会 Z 業 PR

大阪市北区沼凶 IlI J 82岳地 電話大阪 (371 ) 1333番
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新 見 し い 技 能 エ ジ りー ズ

骨

第 7 回

圧 接

- 仕事で印象 IC残っておられるとと

をお話し下さい 。

「手掛けた主な工必は ，中浜浄水

場，京都蹴上浄水場 ，国鉄環状線，

地下鉄 4 号線，阪急ヒソレなどで，土

木関係が多く. 25粍- 32粍の太もの

でした。

7 圧 接 エ

りに丁寧にするので，もっぱら新人

の仕事にしています。

昔は力日圧が手動 デャッキのため鉄

筋が勤 き苦労したものです。 34年頃

から 4 つ仁lノミ ーナーと油圧デ ャッキ

になり ，その点は楽になりました。

作業は一見簡単なように見えます

が，加熱方法，加圧器のI収付 ICはそ

普通，日に平均 150 カ所を施工し れぞれ工夫をしております 。それと

ます。それを京都中央市場の冷蔵庫 気を緩めるとだめで，やはり精神的

の法礎スラブ筋で，約 7∞ ヵ所片付 なものがプラスされます。」

元 山 順 次 氏

小野弥圧接株式会社管理課長

- まず乙の途へ入られた動機などを

伺いたいのですが。

「払はまったく浪速子で，昭和23

年に関西工業学校土木科を卒業しま

した。当時適当な就職もないままに

家業の飲食庖を手伝ったり，自分で

いろいろの商売をしたりしました。

しかし商売はうまくゆかず，家の| 燐

lζ 小野弥商! 日ζ 関係のある人がお

り，その人の紹介で昭和30年12凡18

日にそ乙の圧接部に入りました。

とちらはそ ζ がイ函j をすると ζ ろか

ぜんぜん知らず，もう Ｑｭ 我ｾ Ｚ 中で鉄

筋J旦ぎから初めました。 1 カ月位で

グラインダー掛けと加圧にｾり ， た

しか毎 日会館の現場で毎日 ，地 CIJ 裂

の正援で加圧をやったととを: rtえて

おります。31年の五，新朝日ピノレの

けた乙とがあります。段取がよく ，

切り整えの手聞がいらなかったから

です。私としては設i誌のでき高で，

社長κ 自慢したと ζ ろ，イ也の班で柱

筋の太ものを 15∞ ヵ所施工してお

り，上には上があると思いました。

また監修さんといい合ったととも

あります。ある事情から私が途中か

ら交代した北浜の現場で，交代した

乙とでもあり ，丁寧にやっていまし

た。と乙ろが，いつまでたってもテ

ス トピースの取り方が乙ちらの技 111ij

をぜんぜん信用してないように息い

ました。同一人が施工しているのだ

から， 一度試験してその技師がわか

れば信用してほしいといったので・

す。その後は乙ちらの気持がわかっ

てもらえうまくゆきました。J

.  } 王接工の組織，仕事の内容はどう

なんでし ょうか。

「上E接」ょには ，日本; 正接協会の技

:Ilfi 絡検定試験があり ，当社で合総

省が約70名です。その人たちが班長

現場・で初めてバーナーをもちまし となり. 2 - 3 人が付き l 組になり

た。当時はまだ l U パーナー を伎 ます。だから総員で約 250 名おりま

い 2人 l 車II で加熱をしており ，そ す。 段取の打合せと ，バーナーの操

の補助者になったのです。そしてと 作が班長，他は取付， 二審手といい

の現場で圧援の技術をみっちりと勉 ます，グラインタ ー掛け，庄JJ 掛け

強しました。それからまもなく 211 をそれぞれ分担します。圧接の工程

ノ〈ーナーが伎われもJJ め，乙ちらも l は鉄筋工ぶのl - IJIC含まれています。

本立になりました。その後 Ｓ Ｕ 年に ｉＩｾ だから元前，鉄筋工と打合せをして

拶J となり ，各現湯の指導に姐り. ｾ＠ :f d} 1ζ 圧接の工期を見てもらわねば

在は経営面の仕事を手掛けておりま なりません。なおクラインダー掛け

す。J は，入社したての人の方が教えた通
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- 元結lζ 対して要望されるのはどう

いったととですか。

「移動の手閣の少ないよう ，絡め

て配筋してほしい ζ と，鉄骨鉄筋の

とき ，鉄筋工のように上へ上へと先

行するのは無理で，足元と器具の関

係から 2 階分{ 立しか先行できないの

で，その点を考慮してほしい乙と ，

またそのとき足元が惑いと結果も慈

くなるので，吊足場はやめて，堅固

な廊下式の足場にしてほ しいととな

どです。なお防護綱は圧接に対して

は 2 階分どとに張らないと ，器具が

重いので危険だと，思います。」

- 圧接の今後の問題点は何で しょう

か。

「さしあたっては ，バーナーの火

Uの改良と加圧器の粧品化です 。そ

れと適切な試験方法がないという点

でも弱っております。なお圧接は鉄

筋J としては行き渡りましたので，他

lζ { n j か使い訟がないか，そのi l J ! maむ

聞を拡げる途はないものかと考えて

おります。」
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日 本 建 築 協

4 与

' :%:s; 月 間 の 動 き (  8 月 分)

理 事

. A.  

τ'" 

12日 411守一 5 1時半 於会館集会室

出席者 東畑会長外 9 理事

議事 ( 1  ) 大阪不燃都市建設促進協議会理事委嘱の件

( 2) 大阪府建築士審議会委員の推せん方依頼の

件

( 3 ) 図書編集助手採用の件

( 4 ) 都市住宅研修会共催の件

( 5 ) 日本学術会議第 7 期会員選挙 lζ 日;本建築学

会推せん候補者支援方依頼の件

( 6 ) 共催名義等使用承認の件

( 7) 出版委員追加委|腐の件

( 8 ) 入退会者承認の件

( 9 ) 報告事項

事 業 委 員 会

小委員会 (講演映画)

10日 51時半- 7 1時 於会館集会室

出席者 村島主査外 3 名

講演会，映画会の企画につい て協議

小委員会 (展示)

11 日 5 時半- 7時 於 会館集会室

出 席 者 星野主査外 3 名

住宅展の経過報告並びIC展示会の企画に ついて協議

小委員会 (見学会)

17日 正午- 2 時 於会館集会室

出 席 者 道 回 主 査外 3名

9 月以降の見学会企画に ついて協議

小委員会 (若い会員の集い)

18日 5 時半ー 7 1時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 千葉主査外 3 名

議 事 ( 1)  9 月一11月の事業企画について

( 2 ) 集いの記録原稿について

小委員会 (各種説明会)

24日 正午- 21時 於 会 館 集 会 安

出 席 者 必 村 委 員外 3 名

?Tl" 41司説明会の企画について協議

| 編 集 委 員 会

幹事会 ( 医療施設編集)

12日 3 時- 5 1侍 於 会 館 会 議 室

出 席 者 松 原 幹 事外 2 名

阪療施設特集編集企画 ICついて協議

委員会

13日 4 11寺- 6 1時半於会館集会室

川席者政問委員外 3 委員

.. 必j q 1 ) 経過報告

イ. 9月号= 建物管理特集

ロ. 10月号= 建物 と騒音特集

ハ. 11月号= 中小企業団地特集

ニ. 12月号= 医療施設特集企回

( 2 ) クラスメー トに ついて

(  3 ) 委員長後任の件

( 4 ) 雑誌賀収支の件

( 5) 正月号= 住宅特集編集幹事会について

小委員会 (作品作風)

26日 411与- 6 1侍 於 会 館 会 議 室

出席者長谷川委員長外 3 名

作品作風欄 lζ 掲載の作品について協活

法 規 委 員 会

委員会

25日 3時一 5 11寺於会館集会室

11: ¥附者 佐野委員長外 11名

ｄｬ ｾ Ｑ ゴ 法改正についての婆皇 室， その後の終過報竹

住 宅 展 委 員 会

住宅展懇談会

17 日 凸11与一 7 1時半於清友会館

II¥J I'/; .r， 協会側海上委員長外 7 名

阪神百貨問側吉村郎長外 21'，

住宅展について懇談

住宅展懇談会

24日 4 時- 6 1時半於会館集会室

出 席 者 協 会 側 海上委員長外 4 委日

ｾｈ 展者側大和ハウス外 Ｑ Ｔ ＺＺＡｒＮｲ，

住宅展について懇談

う|モ特 号 / 11，俣 式 I ! 空 ZL

Ｏ踊火シャ γＹＭ 全般 ｉＮｾ 主主

小 俣 シ ャ ッ タ ー 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 l吉

大 阪 市 北 区 若 松 町30 電 話 (341 ) 9 0 0  4 .  9 0 1  6.  4 8 2  5  

本 社 東 京 都 北 区 回 端 町 事 務 所 及 本 工 場 均 玉 県 与 野 市
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出 版 委 員 会

左宮工法指針改訂増補版打合会

3 日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

IIJ 席 者 谷 口 尚 武 ， 山 田 幸一両執乍字;

j也 ・上回編集幹事

戸己管工法指針編集について協議

幹事会

12日 3 時一 51時半 於中央屯気クラブ

IH席者 問巾，野 ｲｾＱ ，片111，伊藤正副委員長

タト6 幹'F

小11f T子企画要綱について協議

設備技術者のための建築図書編集委員会

26 日 41時- 6 時半 於 中 央 沼 気 ク ラ ブ

出 席 者 平 藤 委 員 長 外 5 幹事， 3 委員

設備技術者のための建築岡高日次，関百合同の進捗に

ついて協議

建築基礎工法と実例編集委員会

27日 61時一 10時 於 会 館 集 会 常

出席者 山局委員長外 6 委員

建築; i ! ; 礎工法と実例編集について協議

建 材 委 員 会

委員会

27日 31時- 611寺於会館集会吉区

山l若 者 委 員 側 政 問，橋本正副委員長外 9 名

メーカ ー 側住友スリ ー エム外 Ｒ ｾ 長ｲＮ Ｎ ｦ，Ｍ ｾｉ 一 Ｘ 名

シーラーの検討

現 場 主 任 講 習 会

会期 5 日 ・6 日の 2 日間

各日 午前191均一午後 511.
l

j

会場 大阪科学技術センタ - 4 附

聴講者 59名

5 日 ミドノレ ・7 ネージャとしての現以 l : 打ーの任務 lζ

ついて

大阪府立大学 1皮 itJi げi氏

トップより現湯主任に望む

銭 ｾロ 当 ＧＱ 組 銭 ｾ Ｎ ｾ＠ frill 之氏

現切符理の近代化について

竹J ! 1 工 務 );I =， 笠 原 疋 幸 氏

予勿T i'Jll について

鹿島建設支) ，10; 長尼ｾ男氏

6 日 工程管理 ( P E R T を含め て〉について

大 林 組 橋 本 良 介 氏

工事設計者より現場主任 IC望む

安井建築設計事務所 佐 野 正 一 氏

安全管理について

大成建設支庖 橋 本 正氏

人事労務管理 ( H ' R を含め) について

神 戸 電 気 中 村 E宝 石氏

官庁より現場主任1<: 望む

近畿地方建設局 橋 木 悦 蔵 氏

(実 務 に 直 結 し た 建 築 工 事 説 明 会1

27日 21時- 51時於大阪科学技術センタ 一

穂市持者 209名

建物基礎 1<: 対するペ ーパードレン工法

新日本技術コンサルタント 森 本 辰 雄 氏

無騒音 ・mt 振動のア ースドレ J レ工法

加 藤 製 作 所 加 藤 義 雄 氏

建物とパイプロ ・コンポ ーザ工法

不動建設研究室主任 ー 木 英三郎氏

研 修 会 打 合

9 日 31時一5 時半 於日本建築学会近総支部

20日 3 1時一 511寺 半 於 向 上

出席者 日本建築協会外 6 団体

都市住宅研修会について協議

見 学

. 6ー

τ"" 

合同ピル見学会

設計 川中小西建築事務所

施工 株 式 会 社 松村*11

19日 31時一 51時

参加者 ω名

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII II IUIIIIIII IIIIIII IIIII II111111111111111111 

編集後記 r雄物と音J の特集という乙とで，今回はとくに「騒

音J IC しぼ勺た。外部騒音， 内部騒音の|問題と遮音の問題と IC 凶速し

て，その対策と考え方をまとめてみた。 c のほか ，1環境工学の立易から

「音」にたずさわる関係者 IC問題提起を行なってもらった。「経質構造と

滋音」 の原稿は予定の 3 倍以上というJ ! 大な原稿になったが， その内容

から いって ， かなりま とま った資料にもなりうるし， また筆者からの要

望もあって ， 会剖l ! l ! 録したものである。 企画 IC ど協 }J いただいたたいた

幹事は ，前川純一，米/ I I 正義 ，伊東111ml ，宮脇毅，深谷iti ーの 各氏であ

る。u . して j早〈礼を l1' します。筆者各位 IC も感謝します。なお ，次号ーは

「巾小企業問地」 の特集予定。

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

7 1¥口iV223535浅沼/

ヴ ＮＰ 吋炉、伶 ｾ ，，｟

;ス7すり計七l2; 々参水谷ペイント
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52球大島低学のひふくτっばんを

ｅｬ ｩＶ ｴｾｦ 仇

q 轍 輸 大ーでjb学7業 株 式 会 社山
本 社 大 阪 市 . v & JR

田中. ' ヌカイライトベンチレーター

: t ' ヌテールサ・ν シュ ・ドアー

スチールシャ・νター・オペレーター

岡田中工業株式会事t大阪出張所

山諸説titiZ521出品川〉 詰if gi ;zJ1515

信 用 あ る 技 術 と 伝 統 の

ＷＱＷＷＱｾ ト

Z事

套歪欠保商庖
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一一一 特 命 又 は 指 名 の j!，J 合 は 本 欄 を ご 手11m の 松 お 貯Jい ‘ 主主 し ま す 一 一

給 排 水 . t街 仲

暖 冷 房 ・換 気 設 計 施 工

去五 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大阪市北区尚垣間 ｔ Ｍ ・ Ｇｾ ￻ ｡ Ｑ ￎ 大阪 訂 ｬ 局 Ｗ ＵＷＵ ( 代表)

京都市東山区大和大路正面上ル i'U約五( 郎初日4945 (代表)

神戸市生田区下 山手 通 六 / ー ・電話神戸 34局 5 8  9  2  

水 道 衛 生 ・暖冷房 ・Jl; f也作工事

設 計 並 旋 工

( 旧斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 常 安 18T 1  1 喬 地

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 需

本 !苫 東京都中央区新冨 IsT 3 T U 5 番地( 菊栄ビ ル)

ｾｕＺ 話 ＨＵＵ Ｑ ＩＷ Ｔ ＵＰ Ｍ Ｙ 需

札 帆世 Jt; ，荷 札眺 ，Iil 軒十 条 西 十三 丁 目 1ぃt 阿 Ｇ， ｴｴ 品 札 純 ｾ 2  9  5  9  

企 ｈｴ ・Ｇｾ ｜ Ｇ革所 金 沢 i1i 尚 問l 町 二 1i 司1 J!;  1:: ;1: @  2  0  7  4  

ｉＯＮ ｉ ｊ ｆｭｾ 耐 制 作 ，fj 城 之 t.e ド町 . 0  '，11 J!; k，¥ JI'¥2  2  4  3  6  

甫 ［Ｇ Ｑ松 ｭｾ 所高怯， ｾ ｪ ニ ｬｉＧ ｩ J 九 'iI! ， ｉ ｾ＠ ，::，松 2 5  1  9  5  

岡 山 出 必 所 附 山 市 ) ; ( 民松ノ 本ニ 八O ノー ・世話附 Ｑ Ｑｉ Ｈｗ Ｕ Ｔ ｾＶ

冷 H左 JiJ

給排水、衛生水 jfi

' f l I 公

! 肝 房

三 機 工 業

V  6  S サ ソ ン

1 =、有 ｦ 役 ｪｩｬｬｪｾ ｾ 機械

I  ' i じaγ: jJ i:UJ 機 械

室主大阪支庖

取 締 役 社 長 大 前 ーじヲ)

取締役支7苫長 樋 LI IJ 券 栄

大 阪 市東 l更北 浜 2 T II 2  2 俳 地 従 "，<'*111'< ( 202)  11: .1<3071 

イメ 1;1; 東 京 者1; T'l l: rtll 烹 可i 嘩!Dlf 1  J ・11 10昨J也

文 ｉ ｾ ｩ ＮＧｐ Ｎｾｦ ｈｩｦｲ＠ :t'. rt i l:li 、 私け湖、 本L・見. 11.: I:}，. 1111 i句、

日山、 金 沢 、 I'I'TI 問、j l ' 1I松、

1市 川〉 官民自』正、千 ＱＱ 十 品 、 プ ミ 発 ｾ ｾ .  iui  ，川、 '1 '111 、. ' ，t'l

給 ・排水 ・衛 生 ・消火 ・暖冷房設備

25 西原衛生工業所大阪庖

大阪 rl1大淀区中津市通 4 丁 目II 電 話大阪⑮ 3531番

冷 暖 房 ・温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 潰 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市山{.I( Ji( 町llti 1  r U62  司1 J/; (制3) 代点 別 61 9  

出蝦耐 lli J j( ｭＺ ｾｴｬＧＨ 上 Ｑ ・ ｊ， 1  rtl l0  1世 話 (911)  3  9  4  1  

名古1.i !，Ii 中村 1'(牧 軒 町 l の 6 屯 抗 (54) 0  9  6  6  

神/;，!i ' UIILメ北長狭通 7 r u  1町 1 世話 :1) 1778 ， 4386 

広 ， Ｚ ， ｾ rb 災闘r ti 昨 』 サ 屯 品 UI) 7  575 ・7588

94 

Ｇ，ｉＡＺｾ｜＠ .  lrA: i令}jj . ノ'Kj.u .  i:'WI:ぷfiii i

設計地工

大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

取締役社民 菅 谷 三 良|

本 1，'， 大阪di l

'

41'( ;C) ;均i 1  - 6U Ｇ ， ＱＱ ，活 Ｈ Ｔ ｾ Ｑ Ｉｘｚ ＺＮｬ ｬ Jd¥: 
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創 業

大正二年

株 式 当と

会 社 昂1

東 京 庖

暖冷房 ・換気 ・空気調和

病院諸機械 ・給排水 ・衛生

藤 省 三 商 庖

大 阪 庖

札 幌 唐

名 古 屋 后

東 京 駅 前 丸 ピ ル 6 m 6  7  6 区

泣 JA 東 京 (201) 3761 ・3762 ・3763 ・3下64

大 阪 市 西 区 土 佐 暗 号 辿 大 付l ビ ル 714号

'，1t ， ＱＱｾ Ｇ 大阪 Ｈ ＴＴＳ Ｉ 3  3  6  1  - 5  

札帆市北山条西16丁目 l 番地 高問屋ビル二階

m ，1ft 札 帆 ② 0 0 10 . 0 9 5 6 ③ 4 6 6 1

名古 屋市 中 区 南大津通 一 丁目千代目ビル Ｕ 沼 Ｒ ｾ 号

電 ぷ 中 局 ⑫ 1 7  6 6 ③ 3  0 4  2  

須 賀 工 業 株 式 会 社

7'1二気 制 和 衛 生 設 備

大 阪 市 内 l又 仁 佐 柄 通 1 T  LI 14  '，Lt.l占 441- 5171

支 ! 占 ー 東 京 ・大 阪 ・:y， 古 111 .  J;r剤i . -/11

'  

i ' ・制|河

': ;t. 業所 一 広 J::i

空気調和装置・塗装設備

設 計 施 工

株式 Z書 士-j - ｾＫ＠
会社 民三 'I' /J -r.ム

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 沢 rt ノ 向 ニ 丁 円 ( 新籾I1 1ピル 5 附 )

ｾｬＡ， ｉ ，ｾ大阪 ｀ ＳＷ Ｒ Ｑ Ｈ 代 Ｉ

本社 ＦＪ ｊ ｾＨ 支Ｉ ， 耳 東京 ＯＺＧＱ Ｑ 中央ｾ盟校 ｬ ｾ ｩＡ｟ｉｪ 6  T II 3  

( 市)J 円 ピ J レ 8 昨t; )

営 喋 所 1'， 古 1せ 市 rl ' 1;0( 作 品;( IIIf 2  r  Il 

( セ ンタ ー ピ ル )

連 絡 所 広 .';b ・ 北 陀

空気調和・衛生設備

設 計 施 工

株 式 会 社 三 晃 商

本 社 大 阪 市 北 区 富 田 町 16 (341) 代表 7 0 3 1  

支 広 東 s;1r.U ｛ Ｇ ｬｴｬｬｬ 区 ｾ ＱＧ Ｑｉ Ｑ 小川町 Ｒ ＧＱＧ ＱＱ Ｑ 桧 ピル Ｈ ＲＹＲ Ｉ lt J < 7751  

侃 |苅市大名 1 丁目 8 n子12号 (76 ) 代表3795

出張所 名古屋市中区新栄町 2 丁目 1 ( 941) 5  9  6  6  

o' ，¥) 1二iiil 1日j i' K町 2 T El 1 1 3 ( 2 ) 1 5 9 6  

松 江 市 東 本 町 4 丁 目 147 ( 2)  5  0  9  8  

広 山市紙! i I l 1T 1 丁目 2 骨子22 ザ (21  ) 代表4535

A

Q

一

A



. : J SSs.  空気， ｾＺｪ Ｚｦ日拙、糾 ｦｴＨｾｾｩｾｩ 機
『 -F 詩，: 1 ・製 作 ・ 地 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 底

一一ー特命 Y.. は 指 名 の 湯 合 は 本 ド割合 こ 利 用 の 位 お lifi ( 、致します一一

回

暖 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

工施計

三凡

u λ  

品主4

ー否ー

童書1
fi!!! 高

大阪 市北 区［ＺｾＺ ｽＺｬｾ＠ l兵通 1 - 2  5  ( 新大ピル)

'.IL .li 大 阪 (341) 8  3  5  6  

束 京 布Ｑ｜ ＧＱ Ｇ 央区日 ｾ Ｇｉｲ ｦ，ｾ 石 田ｔＴ Ｍ Ｒ Ｈ て ｊｈ ｪＧ｜ ｾＵ ［ｬｪ＠ fi j'i) 

点 京 ・名 市 屋 出 張 所 九 州

埼 玉 県 北 足 立 郡 ・ 東 京 都 足 立 区

社

広

場

本

支

1

東京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 番地

大阪市北区篠田 8 番地( 新阪急ピル 8 階)

電 話 大 阪 (312) 4  5  2  1  ( 代表)

本 社

大阪支庖

生

置

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

暖

1.DIl 

業 社

電話似' l 2271- 9  ( 代)

東京支社 東京都港区芝浜総町2 ー 7 電 (434) 6J 71 ( 大代聾)

支 庖北海道 ・仙台・名古屋 ・広島 ・福岡

工

大阪市東淀川区加島町 357

日朝

式

社

株

会ｾ＠

i暖 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 興 商

取締役社長 中 山 敏 正

広 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二 丁 目 一 番 地

電 話 大 阪 ⑩ 3 3 9 1 - 5 務

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 若 手 地

包 話 ( 351) 2  1  7  7  - 8 番

神戸市生田区下山手通八丁目 三三 電話元町0 3035番

仙 台 市 東 四 番 下 回 五 電 話 ② 5136l11'

A

Q

E

 

株式会社

庖

本

支

神戸出強所

仙台出頭所

温湿度調整・緩冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

温 湿 度 調 整 装 置 、 睡 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底

大 附 北 区 間 町 30 電話大阪⑩ 級 官 ; おo

_，.t: 社東京都千代田区丸/ 内3- 2( 新東京ビル)

電 話 (211) 85 1 1 ・8 5 6 1 (代 )

仙 台 市 新 伝 馬 IIIJ 6  0  

電 話 7 3  3  2  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6

電 話 GD 2  8 9 3  

日 本 管 工 業 株 式 会 社

市

京 都 市 中京区両替町通リO l i小路上ノレ

電話@ ( 代表 ) 7975 ・( 夜間専用 ) 5532

大阪市北区天満橋筋1-37( 天満橋北詰)

電 話 ⑮ 8 8  2  9  

四日市市浜田西末広町電話7503・3665

津 市 栄 町 2 - 111 電 話 3 6 1 0

泌;繁)11 代表取締役

⑨ 

宇土

大 阪 営 業 所

本

応

所

支

雌

台

詞

仙

・

名
四日市営業所

津 営 業 所

空 気 調 和 設 備

計 施

社

平

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 2 丁 目 2 番 場

電 話 大 阪 (441)代 1 9  9  4  (443) 代 0 3 3 1

ｉ ｾ 一 調 和…一、! Ie' 設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

1  社 長 牛 田 正 良B

本 社 大 阪 市 北 区 万 才 町 50

大阪事業本部 電 話 大 代 表 (312) 8  6  7  1  

東京事業本海 霊 よ 昂711A毘長 l事九百

名 古 屋 市 中 区 城 代 町 7

電 話 (23) 4 6 9 0 ・3 5 2 0

京 滋 、 下 関 、 新 潟 、 金 沢

.6、

ｾ＠

工

業 株 式

衛 生

設

エ

給 水

山平

占

口

小山平取 締 役 社 長

名古屋事業本部

各 事 業 苦E

温 湿 度 調 整 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ・サッシ・ドア・シャッター

設 計 ・製 作 ・飽 工

冷房・暖房・温湿度調整装置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

鋼 機 株 式 会 社

大阪市東区高路橋 5 - 4 5 ( 興銀ビ J レ別館)

屯 大 阪 代 (202) 7 7 4 5 番

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 10 の 3

信 東 京 代 (901) 3  )  9  1 番

東京都港区芝佐久間町 1 の46 ( 大同 ピル)

屯 東 京 代 (501) 3  1  5  G 番

名 古 屋 ・仙 台 連 絡 所 福 間

'95 

理 研

大阪営業所

本社・分室

営 所

本社・工場

業

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 4 一 7 1  

屯 話 ⑩ 2 8 0 8 ・2 8 0 9 ・2 8 0 0 ・2 1 3 4

東 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 1 7 番 地

電 話 (811) ( 代 表 ) 6  2  9  4  

支庖出強所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高松 ・広島

宇土本



一 一 特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 耗 お 腕i い 致 し ま す 一一

エ
施

'
計

式

日

一

株

工気電種各

社

電 気 工 事 設 計 施 工

藤 電 気 株 式 会

取 締 役 社 長 西 村 庄 市

社
A

Q

2

 

ｾ＠

ヌL電浅 海エ

雄

大 阪 市 北 区 老 松 田J 1 丁 目 2 2

包 話 大 阪 ( 362) 8  7  0  1  

東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 l

電 話 (481) 8  6  2  1  - 4 ・3 5 7 3

名 古 屋 ・札 幌 ・旭 川 ・福 岡

正海浅取締役社長

社

東京支社

本

大 阪 市 北 区 野 崎 IIIJ 六 九

1U ぷ ・大 阪 (313) 代表345ii

東 京 支 j苫 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 掘 二 丁 目 十 二

活 話 (551) 8  3  3  0 ・8 3  0  3  

名古屋 ・神戸 ・岡山・広島 ・ 北 九 州、| 営 業 所所3長。‘-・，.， 

電 気 工 事 設 計 施 工

電 気 工 事 ・ 針 装 工 事

設 計 施 工

工 業 株 ・式
工 業 株 式 会 社

金 =

交1電中 央

社

必』

ココE原栗

騰

阪 市 北 区 梅 ケ 校 l町五 六 番 地

1E話 大 阪 代 表 ⑪ 8 1 3 1 - 7

東 京 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・ 神戸 ・御

坊 ・新 宮 ・松 山 ・草 津

村

ρ 、

7  
取締役社長

社本

英

大阪市北 区永渓IIIJ 8 務 地 ( 日産生命館)

i(! J l i 大 阪 ⑩ 代 表 1 2 3 4 - 9

支 社 東 京 ・ 名 古 屋

出張所 舞鶴 ・広品 ・八幡 ・福岡 ・富山

雪

ロ
原架取締役社長

支 庖

営 業 所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

..o.. 

ｾ＠商電 気トマヤ株式会社

太

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (341) 代 3 0  5  6  

東京都港区芝田村町5- 29 相馬ピノレ部皆

ｾ｛話東京 Ｈ ＴＳＴ Ｉ 3848 ・(431) 8435 

大阪南 北海道- 名古屋- 四日市・福山福岡

I

l

地

2

h

u血

盤

盤

盤

他

作

土念
・

格

l

酢

5

卸

附

帯

電

の

製

:

F

智

f

h

-

L
定

勝

士

口

一

6

T

叫

・

名

制

一
一i

リ

勿

其

計

，A

コ

町

9

m

q

-

r

一
汀

・

凡

X

l

'

4

U

P
価

動

指

i

u

u
式

定

秤

綱

表

町

♂

]

4

J

T

n

Z

凶

代

l

一品

汁

十

屯

一

機

除

ド

F

三

い

J

j

!

日

ー

ン

1

1

F

{
・

:

;

5

1

川

一

配

!

気

{

4

7

E

芝

仰

す

川

阪

名

ツ

受

ィ

電

岨
完

j

L

E

区

江

区

町

u

用

ス

-

F

Z

森

佐

B

京

北

A

U

i

ィ

圧

用

宿

毛

V

E

ω

i

・

備

フ

底

ト

置

・

2

長

役

郁

耳

市

一

柑

-

b

京

設

一

フ

削

一

装

井

制
…

M

E阪

別

古

生

ク

.

ロ

動

白

木

哨

端

正

也

大

事

h

点

術

抵

抗

フ

自

Z

U

T社

広

ι

調

祝

子

純

純

・

弧

空

監

端

各

各

本

支

出

工

路本

山

川

円取*"t. t父社長

キi

東京営業所

本

@  

r/T 

電 気 工 事 ・ 設

朝 陽 電 気

出

社

工

会株 式

張

電気・暖冷房・空調工事設計施工

三 宝 電 機 株 式 会

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 O ( 堂ピノレ三階)

Wi 話 (312) 1  4  7  1  ( 代〕

東 京 都 中 央 区 明 石 田T 1  5  (辻 孝 ビ ル)

電 話 (542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 二 O 悉 地

電 話 ( 99 ) 5 1 3 1 - 3  

小 校 市 ・堺 市 ・ 高 槻 市 ・姫 路 市

(1 e  

取 締 役 社 長 山 本 博 三

社 大阪市北区中之島三丁目三朝日ピル 6 階

電 話 大 阪 局 @73i j j議郡

大阪営業所 大阪市西区土佐請書通り四丁目八番地

話大阪局⑪ 5201番( 代表) ⑪幻67需( 直)

京都市中京区西ノ京市合町二十添地十一

電 話 京 都 局 ⑪ 9 2  9  6  ( 代表)

本

社

伝納.. 取締役社長

社本

庖支

京都営業所
営業所

出漁寸庁

電気工事・設計・施工電 気 工 事 設 計 施 工

取締役社長 猪 飼 孝 次 郎

社 大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 丁 目 72

電 話 ( 716) 4  0  3  5  ( 代) - 8  

東 京 都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

屯 話 東 京 (371) 6  2  0  3  

出強所 金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 砧

96 

社
ゐ

宮式株

ｾ＠

ヌL電本中
社

必』

コ::s;式株

.1: := 

ヌL電東j工

R明正本中取締役社長

本

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

包 括 大 阪 ( 931 ) 代 表 7 3 4 1 - 5

大阪市城東区野江東之町三丁目一一電話大阪問。7004

社本

資材倉庫

社支



一一特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 側 を ご 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一 一 ー

社

電 気 工 事 設 計 施 工

盟

〈

敏

株 式 会 社 三

代表取締役 林 夫

大 阪 市 北 区 絹 笠 何 50 ( 堂ビル 7 階)

電 話 ⑮ 3 6  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 紙箱 崎 町 3 丁目 2 番地

電 話 ⑪ 1 4  7  8  ( 代)

川 崎 ・相 模 原 . ey . 福 山

電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規格表示工場)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 梶 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 町

電 話 . 大 阪 ⑭ 6531 (代) - 8  

支 唐 名 古 屋

営業所 東 京

出張所 岡 山 ・ 北九州

ヰ土

.Qj 

本

支

出張所

エ レ ベ ー タ ・ コ ン ベ ヤ ー ・ リ フ ト

エ ス カ レ ー タ ・ホ イ ス ト ・ク レ ー ン

N ・T . E 型 オ ー トパ ー キ ン グ ス テ ー シ ョ ン

俗》

θ 本 工 レ ベ ー タ 工 業 株 式 曾 社

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 橋 筋 6 (天 六 阪急、ピル)

官官 ，11i (351)  4  9  2  7 代 表 7 0 7 1 交 換

東 京 世 業 所 東 京 姉 台 東 区 l二野 3 T  1110 俳 10 IJ  

電 ，11i ( 832)  5  2  4  1 代 表

名 古 嵐 営 業 所 名 古 鹿 市 中 1><. - g 出 町 5 8  

m 釘 ( 24) 8  4  1  6  

作製計言受

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

支社 長 姉 川 正 男

大阪市東区高麗橋五丁目二八番地

電 話 大 阪 (202) 0  3  2  5  - 9 呑

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1丁目 8 番地

支 社 札幌 ・仙台・丸/ 内・名古屋 ・福岡

出 張 所 旭川・ 白河 ・償浜・静岡. '/;，山

青写真とマイクロフィルム
電 気 工 事 設 計 施

争富士電業株式会社

エ

富

穴写外内株式会社

製図 ・トレ ース ・複写写真

実

大阪市西区北堀江上過 1 丁目 6 5  

電話大阪 (541 )0564- 7 ・7148- 9  

東 京 ・名 古 屋 ・ 広 島 ・福 岡

中田取締役社長

キ土本

T E L ⑩ 9055 ( 代表)
大阪市北区堂島北町 16

首 業所

瓦… ・一大 仏 瓦

耐 j瓜 雨 緩 勾 配 用 瓦… … 大 和 瓦

美術建築内外装用タイル… … 大仏タイル

社 寺 数 奇 屋 用

8  
C ONT R AC T OR  PAI NTI NG 

例|

京都市東山区今熊野大仏池田町 9の9

大阪市北区空心町 1丁目 2 8  

名古屋市瑞穂区堀田通 1丁目30

東京都渋谷区上原 1丁目 29の4

株 式 会 社 大E

本 社

大 阪 営 業 所

名古屋営業所

東 京 営 蝶 所

唐

負

装

5青事

塗

工装

林

塗

株式

会社
)070 

88) 270 

4bI J 1D4 

前審・続五 ＮｴＩＮｾＶ 苦

1">4-[-字ー・?ンホサL

⑬ 

TEL. 大 阪 @1756- 7 ・東 京 ⑮ 1335

. 樹 脂 防 水 ゴ ー レ ヂ ン

. 樹 指 防 水 ゴ ー レ γ クス

. 化 粧壁 材 ソ リ ジ y ト ス タ イ ン 吹 付

. 樹 脂 砂壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

株 式 会 社

三 幸 商 曾
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本 社

・大阪市東 I1・古|天駒川町 3 - 54 

営業所

代理j吉ー !ぷIr.. J 市比 ifill l 本町 1 1  8  0  

・.!R);I部品川l又米大曲者 3 の239



|  鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ ァ ー |

• . 6.  

ｾ＠商ア

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 3 包 話 。71) 4  1  5  1  - 6  

北陸営業所 金 沢 市 長 田 町 1 -1 9  屯 話 @

タ鈴ネ土

. 0蜘

士E式株

2  2 8 7  

扇 7/C 浸 入 剥 落 防 止

耐 震 耐 風

安 定 軽 量

一

町

四

日

一

塑一
ワ

制
一

ナ

桝

一

ナ

ニ

つ

瓦

株

式

会

社

大

阪

市

山

必

区

元

町

一

了

U

通

電

話

削

邑

室

大阪市東住吉区桑津田T 3 丁目59

電 話 大 阪 (718) 1292- 6  

利 歌 山 市 新 綱 6 丁 目 13

包 括 和 歌 山 (2)0298 ・9435

宇土本

東邦商会
出 張 所

耐 酸 l ソ ポ 各 種 ，rf n¥

天窓瓦福称産地直売 tf [)' J  

建築掬 ｾｊＶ ｔ ｦ
25吉田芳確商庖

大f J ZZZ: ; 3点 crc t  -(o) 

a...... の 新 建 材

プリント合板 巴 胃 オ シ

プリント合板 "叉' ' /. ' ) . "戸

ビニール合板ピ ニ ラ イ ト

ポリエステル化粧板 減 少7 ' -1

立体加工合板 . . . ヲシマー

ア ジ ロ 会 板

7.，''--''1" イシ

新 建 材 一 式

l⑥ 鰭 全 開 計 |
東京出張所 東京都江東区深川平久町 l の ' - ' ' ' C%GI.IIi.III

工芸合板

合 成 接 着 剤

そのイ也

⑪ お 11] 岸窯業高庖
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ZスロシqイJL

tt担当z- l ，

涜し台・調理台

鱈画孟亙11

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 1

電 話 ( 532) 1  2  3  4 代 表

@  

イf 綿 セ メ ン ト の

最 高 水 準 を 行 く グ

アスベストパυャ

Asbesto. Barri ev 

( 硬' L' t石綿{l;Z)

建物内外壁、間仕切、天井扉、電気室

発電所、配電室、製鋼、ガラス工場

の壁、製獄、製油製薬工場の床スカ

ー トsi などに最適

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 間 心 OIf 1 の 1 1  

電 話 ⑩ 3 4  4  2 ・4 0  7  8  

( 皐カタログ)

特約販売・工事庖

東洋キャ リア工業株式会社

東 洋 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

( 株) 大阪パ y キング製造所

大 洋 産 業 株 式 会 社

⑧日

販 売 工 事

各 種 保 温 保 冷材 料 冷 暖 房 工 事

各 種 冷 暖 房 機 器 防 熱 防 音 工 事

冷 凍 機 ・石 綿 製 品 各 種 配 管 工 事

各 種 樹 脂 加 工 品 設 計 施 工

本 冷 熱 工 産 株 式 会 社

取締役社長 、石 川 良 輿

本社} ，i 大阪営園陸所 大 阪 市 西 区 上 {主 堀 通 1 の 16 ( 石川ピル)

電 話 大 阪 I(443)  3  6  6  1  - 5  

九州支社及長崎営業所 長崎市茂里町13番地 屯 Jf; (4)0092 ・03ω

営 嬢 所 忍 出 廻 所 広島・福岡・小倉・大分 ・徳，( ，¥. 舞鶴・東京

九

J

J

・-
、 本 社 大阪市住吉区万代東 6 ノ 3 電 話 大 阪 ( 672) 1281(大代表)

堺 工 場 堺市浜寺石津町中 2 ノ200 電 話 堺 ( 3  ) 7301(代 表 )

和泉工場 和 泉 市 観 音 寺 町 2 2 0 電 話 和 泉 ( 41) 4151( 代 表 )

出 張 所 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 徳 島

:.. ..  -.-;三二 _C_ . :. ..' ". '. ＮＮｩＺ ・ ζＮＭＭＺＭ｟ｾτＮ . τ E三.... 三一. 、 4 ・・: _: .・.' _.・: ・〉・: : :  .... ・' ・・・: . ! ..... -;....・，て・・. ::: ._.・...  .1 ・f ・.竺-.・ 1 ふ.... ｾ・Ｎ
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ス テ ン レ ス カーテンウオール

ブ ロ ン スr

東京カーテンオール工業株式会社

( 旧社名東京鋼板工業株式会社)

本 社 lえ.. .L ｲｾｪ＠ 点 京 高1; 淀 川 I>Z t邑 久 田 J 5 ノ 1 0  0  0  

1丘 活 (891) 8  1  3  1  - 8  

大阪支 ｊ ， ｉｾ 大 阪 dj ＮＮｲヒ ｩｾ '，;1; 田 岡r 1  8  lff ) 也 品 似 ピ ル

i l1 l! 吊 (361) 9  1  5  4  - 7  

名古屋支 ｉ ｾＡ ｾ ， 市崎市ｊＡｾば久 Ａｩ 田 ｲ 5 の 9 (fE' 樹 ピ ル ) ③ 2578- 9  

N.¥ It. j  11'. 5長 所 N，II ;oj di l .fi;"田f l 5l f H也の 1 ( サンピバ・訓告 ) @ 8 8 2 5

11.&.(; . 武

( 米 国 パ ブ コ コ ン パ ウ ン ド ア ス ト1

J 販売

米国パイヤライト・コンパウンドアスフアルト j

内外Z 業株式会誌

本 社 大阪市阿陪里子区旭町一 ノＺ豆 Ｍ ｾ電話 Ｈ ＶＴＱ Ｉ 3434 - 6  

L夜間 ( 631 ) 0810 

工場 大 阪 市東 住吉 区 桑 津町 三 / 一 六

ガス風呂 ・温 水 銭

大阪ガス会社指定

田 中 風 呂 襲 催 涙

大阪市浪速区 J C田T 1 丁目 742 ( 641)  5313 ・

f ム「

綜合建築設計への道

設 計 部 1  科的鉄' ，'j ・鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

住空島 町 設計 Ｇ， Ｚ［［ｕＧｾ

2.  ダ イ ヤ モ ン ド ト ラ ス ・ジ グサ' グ

トラス・・ ｐＺｾ Ｍ ｲ ト ラス等

谷川 Ｉ､ｊ 毛 ｈ｜ｊ ｾｊ､ ￏＢ ｪ 立のぷ ｉｈ 吋 ［［ｵ 司 ｉｬ

1.  血白川4由n!f，l 木村仰イ子全日の製 j立111)(-，・己

P A T .  O J -I; ( 総本式) ヂベ J レ& ' 7 ランプ

2.  f.1.; i，)) の 持 l- J{J_..t: 立品13UJ f 全日

ｉ ｾ＠ A  T  パ コ l止ノマス |

、、

地 質昔日 ，ｲＮ ーリＯグ ・ 処築物 ｊｉｾｾｾ 仁。 ｊｾ

の ね の 1:' t' t，U:，j1t

株 式会社 織 本 建 築 事 務 所 所長 織 本 道 三 郎

(111総本位築設計々 ii:.' j'; 務所 ・総本特妹桃i立研究所・令体)

* 京高11<1'火|ぷn本十l自かさがら目f 3 の 2 ';!!:，Rj ( 671i  6443 ・7007 ・7062
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網 入 光 り 波 型 ガ ラ ス ば に は 設 ) 長サ9問 問 8

m

/m

タ イ ニ チ ・ ア ー モ ラ イ ト
波 板 ・平 板

(硝子繊維強化ポリエステル板) 各種波、す 法( 長尺物有)

製造販売 大日本硝子工業株式会社

大阪支広 大阪市北区玉 iJ.: D1T2 /  4  (二三 菱倉庫ビル ) 屯訴⑪1389 ・3389 ・3281

本 社 神 奈 川 県 本I H柴 原 市 小 山 宇 久 保 2 2 4 屯⑫3101- 4  

特 許 内 外 式 .  

電 動 ベ ン チ レ ー タ ー .

建 築 基 準 法 に フ リ ー パ ス の ガ ラ ス 屋 摂

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

屋 上 強 制 換 気 装 置 の バ イ オ ニ ヤ

ご イ言 車 頁 に お こ た え て 与 き る

行 届 い た 設 計 施 工

工 場 ・プ ラ ッ ト ホ ー ム ・

体 育 館 ・ア ー ケ ー ド に 品 適

内 外 建 材 株 式 会 社

内 外 式 連 続 採 光 換 気 装 置

コンチニアスベンチレーター

筒 型 名 種 ベ ン チ レ ー タ ー

大阪市西区土佐 堀 船 町23 ( 大 阪 商 工 ビ ル ) T E  L (441  )3983 ・4396

工 場 大 阪 市 城 東 区 天 王 閏 町 1 の141 T  E  L ω 62) 1149 

設 計 施 工

岩 元 式

スカイライト並号明ンチレーダー(

サッシュ、ドア一、シャッター

伸縮扉、オペレータ一、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

+ム
4

A

E

 

A

宮

山

引

式

馴

寸

朱

駒

山

4

4

区

U

島
』
戸
、

成

山

品

引

宮

町

四

m
m

f

(

 

皇

E

阪

話

進

圃

-

大

電

げ

一

冗

社

。

ノ

+

ヰ

ヵ

山

右

ブ ル ー フ テ ッ ク ス

ブ ル ー フ コ ー ト の 併 用 を

何 れ も合成ゴム、合成樹脂系のエマル ジョンで簡

単に施工が出来完全防水の目的が果せます 。

詳細説明書送呈
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務趨磁握密華民ｾｾＭ種ｾ軍蕊漫喪輯髄湿］Ｍ諸説藩望

!灘纏難醗織機鞠何? 窓機緩急を機議機機瀦雛鱗機線機滋機綴: 以ぷ民共? 三γ- 山 宅 E  

ｾ｡ 忌穫 竺主主主詮お . .  議議鰐ヲちゴぶU ド. 終予華チタメート処ま霊) ・箆鉛メプキ綴路塗料娩tす佼よ E  

: 三二郎示i OAf i . . 設i" ml J 句史的11糠 貯蔵式官官献シャッターヨ隙鈴鹿勧ジヤフタ -

融B

建築業者登録番号 ( A ) 第 5 8 0 7号 制重・乙種防火戸

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本社 ・工 場 大 阪 市 西 淀川 区佃田r4 丁目 3 3番 地 電話 (代表) 4 7 1- 8 3 3 1  

忠岡工場大阪府 ｊｈ 北 部忠 ｬ 河 ｾｉｦ ド 北出 屯活 泉 大 津 ( 2 ) 5 9 4 1

k 阪 i;(:;!i背(3521-4571 !l( ，;(( 771 ¥- 11 17 ・抗占1"¥1(33い-6171 '  ，;(吊;( 35¥-6591 神μ( 22)・1489 ・lMI 明( 鈎 )-4103 ・滋賀( 大ilt)( 2  Ｉ ＭＸ Ｔ ＰＹ ｾｴ の 他 世 間 主 嬰 ｭ 市

降 級 総a 三 バ ペ 問 機 薬 線 三 I 山 ¥ 喝 、 一 一 ー ペ
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ス チ ー ル

77) レミ

ス テ ン レ ス

サ ッ シ ・ ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シ ャ ッ タ 一

三 高 式 オ ベ レ ー タ ー ・ ド ア ー ハ ン ガ ー

警 荘 三 高 製 作 所

本 社 仁 場 尼 ケ 崎 市 中l'崎 五 反 ' " 2 80 γ11 ，1此 大 阪 ( 401) 61 58 ・6159

94 63 ・7939 ( 49 1)  3200 

吋ー



内 装 資 材

専 門 庖

建 材 の

側h

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生同区北長狭通 4 - 1  ( 英和ビル)

直 通 電 話 神 戸 ( 33) 0881- 3  

支 庖 大阪市北区車'J 笠IIIT50( 堂ビ l レ5 階 502号室)

直通 'lII 話 大 阪 ( 312) 2031- 4  

倉 庫 神 戸 市 野 合 区 八 l備通 1 - 5  ( 電話⑫2923)

k l 誌で好評の・. .  

ｾＧＢ＠ 新興の繊維壁.

〈新発売〉

和室・洋室にピ ・ソタリの美しい調和です〆

龍 鳳 ・ 桃 山 壁 ・ 昭 和 壁

- 清 流

・ 大 和 壁

・ 新 興 壁

・ ほ た る

・ 錦 上 壁

- 錦 上 壁 K

・ 日 本 壁

・ 新 日 本 壁

・ 蛍 光 壁

・ い す ぜか ベ

- パ ビ ロ ン 壁

・ カ セ ロ ン ウ オー ル

・ チ エ リ ー ウ オ ー ル

・ ス ー パ ー ウ オ ー ル

- 防錆舟lヱパコン ・耐湿剤オートン ・化学糊スーパーシンケン糊

⑧ 株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所

ノ

1  03 
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- 御申越次第カタログ進呈

陸屋根防水には

特 許 絶 縁 工 法 を

曲、，ミー陣取帯

コーパータイト

特許奥山式熱工法 ・冷工法綜合防水層

奥山化工業株式曾枇

東京都中央区銀座商 8 の 3 包括 ( 571)2703 - 4 ・2370 ・4064 ・0264

名古屋出張所 名 古 屋 市 南 区 :ri ぶ町 3 3  電話 ( 811 ) 3 6 6 0

新 し い 時 代 の

燃 え な い 建 築 資 材

館議、宮j較君主てさきPR55免震済

鼠 滋 ! 本 社 LE与」足以 九 3γ { Z東 京 ピ ル )

( カタログ進呈)
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